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第一話　死線









　　　　１




　長らく人ひと気けの途と絶だえていた通路に、かつかつと足音が響ひびいた。

「…………」

　少女の唇くちびるから乱れた息づかいが漏もれ、白い肌はだを汗あせが滑すべり落ちた。彼女──アデリーナ・アレクサンドロヴナ・ケレンスカヤが一歩ずつ足を踏ふみ出すたびに、うっすらと降り積もった埃ほこりが舞まい上がる。

「……申しわけ、ありま……せん」

　アデリーナの肩かたにもたれかかっている黒くろ髪かみの少女が、途と切ぎれ途切れにそう言った。

　三さん条じよう菊きく乃の、アデリーナと同じく民間軍事会社ＰＭＣ新生Ｄ．ダーナ・Ｏ．オシー・Ｍ．ミリタリーＳ．・サービスのＡＳアーム・スレイブオペレータで、かつ様々な因いん縁ねんを抱かかえた相手である。

「こんな……体ていたらくで」

　目立った外傷のないアデリーナとは対照的に、菊乃の様子は痛々しかった。

　日本人形のように整った顔の右半分は、乾かわいた血で赤く汚よごれている。痛めた足首は応急処置を施ほどこしていても自力では歩けず、アデリーナに肩を借りていた。脳のう震しん盪とうから回復しきれていないため、目の焦しよう点てんもぼんやりと合っていない。

　ここはガルナスタン共和国首都ガルナバシュ、その大統領宮きゆう殿でん地下に広がる巨きよ大だいなシェルターである。

　度たび重かさなる無む秩ちつ序じよな増改築の結果、半ば迷めい宮きゆうと化した巨大な構造物。そこがアデリーナたち新生Ｄ．Ｏ．Ｍ．Ｓ．の戦場だった。その決戦において彼女たちは、乗機であるＡＳを失ったのだ。

　九死に一生を得たアデリーナたちは今、味方と合流するためシェルターを進んでいた。ＡＳが通行可能なメインシャフトではなく、人間用の予備通路をである。

「詫わびる必要はない」

　アデリーナは菊乃に、そう淡たん々たんと言った。

「わたしの運がよかっただけだ」

　完かん膚ぷ無なきまでに破は壊かいされた自機──ＡＳ─１二号機〈ブラスト・レイヴン〉の姿を、アデリーナは思い出す。まるで巨人に踏み潰つぶされたブリキの玩具おもちやのように、機体の全身がバラバラにねじ切れていた。

　もしかしたら菊乃がこの程度の負傷ですんでいることさえも、幸運なのかもしれない。

「何だったのだ、あれは」

　追い詰つめられた敵機が、土ど壇たん場ばで見せた奇き怪かいな能力。それを再確かく認にんしたアデリーナは、身を震ふるわせる。

「……分かりません。わたくしも、あんなものを見たのは初めて──」

　力のない声で、菊乃が言った。

「達たつ哉やさんや社長さんたちは、ご無事でしょうか？」

「────」

　菊乃の言葉に、アデリーナは押し黙だまる。

（もしタツヤやクララが、あのＡＳ──〈トゥリヌス〉と遭そう遇ぐうしたら……）

　それは、アデリーナも懸け念ねんしていたことだった。

「急ごう」

　そうつぶやきながらアデリーナは、肩から吊つったサブマシンガンに意識を向ける。警備の兵士との交戦に備えて大破したＡＳの機体から持ち出したのだが、今のところ一度も敵兵とは遭遇していない。

　ひょっとしてこの地下シェルターを守っているのは、無人のＡＳのみなのだろうか？　アデリーナはそう想像して、寒気を感じた。

　この迷宮の主あるじの荒こう廃はいした心性の一いつ端たんに、触ふれた気がしたのだ。

「どうなさいました？」

「いや、何でもない」

　そう答えたアデリーナはふと足を止める。通路の先、右手の壁かべに小さな扉とびらが設置されているのに気づいたのだ。

「確かここは、ＡＳ格納庫の裏手だったな」

　記き憶おくしていたシェルターの見取り図を思い出しながら、アデリーナは言った。菊乃も、小さくうなずく。

「確か、そのはずです……」

「調べてみる」

　アデリーナは即そつ決けつした。

　余分な調査に時間を費ついやしている暇ひまはない。だがもし〈サベージ〉の一機でも調達できれば、状じよう況きようはずいぶんと好転するだろう。

　そう天てん秤びんにかけた結果の判断である。

「お前はここで待っていろ。少し休んでおけ」

　アデリーナは、菊乃を肩から下ろすと通路脇わきに座らせた。ずるずると壁にもたれかかった菊乃が、アデリーナを見上げる。

「お気をつけて、アデリーナさん」

「分かっている」

　そう答えたアデリーナは、サブマシンガンを構えながら扉の様子を確かめた。スライド式のその扉には、鍵かぎがかけられていない。

（不用心なことだ）

　そう思いながらアデリーナは、扉を押し開いた。

　軋きしみながら開いた扉の向こうには、真の闇やみが広がっていた。マグライトを手にアデリーナは、人気のない空間に足を踏み入れる。

「ここは？」

　マグライトの光で周囲を照らし、確かめながら、アデリーナは困こん惑わくした。格納庫と呼ぶには、どうにも奇き妙みような区画だったのだ。

　四方を隔かく壁へきで閉とざされたその区画には、整備用の機材等が何一つ存在していない。まるで、牢ろう獄ごくの一室を思い起こさせる。

　ならば、あれが囚しゆう人じんだろうか？──空間のほぼ中心にうずくまった巨大な影かげを、マグライトで照らしつつ、アデリーナはそう思った。

　大きい。通常のＡＳと比べて、五倍以上のサイズがある。

「あれは〈ベヘモス〉……か？」

　全高四〇メートルを超こえる、超ちよう大型の無人ＡＳだ。先ほどもシェルターの入り口を守る門番として、アデリーナたちと交戦していた。

　その圧あつ倒とう的てきな火力と防ぼう御ぎよ力の猛もう威いは、よく知っている。

　とはいえ、その〈ベヘモス〉は沈ちん黙もくしたまま、ぴくりとも動こうとしない。どうやら動力源のパラジウム・リアクター自体が、火を落としているようだ。

　というかよく見ればそもそも、頭部が存在していなかった。

（未完成のまま、放置されていたのか？）

　頭部の欠損の他ほかにも、以前の〈ベヘモス〉とは色々異なる場所がある。特に折り畳たたまれているため詳くわしくは分からないが、四し肢しの形状やバランスが従来のものとはずいぶんと変わっていた。

　奇妙な胸むな騒さわぎを感じたアデリーナは、その〈ベヘモス〉亜あ種しゆを確かめようとするが──

「……何かありましたか、アデリーナさん」

　通路から聞こえた菊乃の声に、アデリーナは我に返った。

「いや、未完成の〈ベヘモス〉もどきが一機だけだ」

　そう言いながら、アデリーナはその区画から通路へと出る。

「わたしたちが使えそうな物は、何もない」

「それは、残念です」

　小さく頭を振ふった菊乃の前で、アデリーナはしゃがみこんだ。再び彼女に肩を貸し、共に立ち上がる。

「先を急ごう。早くタツヤたちと合流しなければ」

「ええ、急ぎましょう」

　二人の少女は、再び歩き出した。




　その戦いは達哉にとって、まるで悪夢のようだった。

　否いな、果たしてそれは、戦いと呼べるものだったのだろうか？

「……くっ」

　ＡＳの狭せまいコクピットの中、達哉は低い声で呻うめきながら、左右の操縦スティックを押しこんだ。その動きを彼の愛機──ＡＳ─１〈ブレイズ・レイヴン〉一号機は、忠実にトレース。鋼鉄の両りよう腕うでを、標的へと向ける。

「これで！」

　一いつ切さいの躊ちゆう躇ちよなく、達哉はトリガーを引く。同時に一号機の左右の下か腕わん部に、ＡＯＡアーム・オン・アーム方式でマウントされていた、二門の五七ミリ散弾砲シヨツト・キヤノンが火を噴ふいた。

　放たれたのは装弾筒付翼安定徹甲弾ＡＰＦＳＤＳ。軽量かつ高初速の弾だん体たいによって装そう甲こう貫かん徹てつ力りよくを高めた、強力な砲ほう弾だんである。

　轟ごう音おん。

　砲弾が砲口から放たれるのとほぼ同時に、空気抵てい抗こうで装そう弾だん筒とうが分ぶん離りする。解き放たれた弾体は、立ち尽つくす敵機──〈トゥリヌス〉へと狙ねらい過あやまたず迫せまった。もはや、回かい避ひも防御も不可能。

　そのはずだった。

　そう達哉も信じたかった。

　だが──

『は、はは』

　通信機越ごしの笑い声が、一号機のコクピットに響いた。同時に〈トゥリヌス〉は、不必要なまでに人間的な仕草で両腕を組む。

　その瞬しゆん間かん、世界が凍こおりついた。

　細長い、ダーツ状の形状をした弾体が二つ、〈トゥリヌス〉の眼前で静止している。コクピットのスクリーンに焼きついたその非現実的な光景を、達哉は呆ぼう然ぜんとただ見やることしかできない。

『あはははははは──』

　調子の外れた笑い声は〈トゥリヌス〉のＡＳオペレータ、オルカン・アタエフのものである。

　通信と同時に、タングステン合金の弾体がぐちゃぐちゃにねじ曲がり、弾はじけ飛んだ。当然ながら〈トゥリヌス〉の機体には傷一つ、汚れ一つすらつけられていない。

　まるで硝しよう煙えんまでも、〈トゥリヌス〉の機体を避さけたかのように。

（何が、どうなっている!?）

　達哉の目は、驚きよう愕がくに見開かれていた。正直、何が起こっているのか全く分からない。

『ははははははは──死ねよ』

　オルカンの声は、瞬時に切り替かわる。ぞっとするほど陰いん惨さんなつぶやきと共に、〈トゥリヌス〉が手にしたＡＳライフルを構え直した。

　古風なマスケット銃じゆうを模した装そう飾しよく過多の砲身、その砲門が棒立ちになった〈レイヴン〉へと向けられる。

　その瞬間、達哉の背筋を激げき烈れつな悪お寒かんが走った。

　単に敵機から照準されたことへの反応ではない。もっと原始的で得体の知れない、本能的な恐きよう怖ふが、達哉の心臓を鷲わしづかみにする。

「くっ！」

　躊躇している余よ裕ゆうはない。達哉は操縦スティックのスイッチを押しこんだ。

「ブースト！」

　アジャイル・スラスタ始動、〈レイヴン〉はプラズマ化した推すい進しん剤ざいを撒まき散らしつつ、右方向へと滑すべるように動く。

　度たび重かさなる戦せん闘とうに酷こく使しされつつも、いまだ〈レイヴン〉は達哉に応こたえ続けてくれていた。

『ばーん』

　気の抜ぬけた声を上げつつ、〈トゥリヌス〉のライフルが火を噴いた。

　単発のセミオート射しや撃げき、しかも照準がひどく甘い。〈レイヴン〉の機動ならば、この距きよ離りでも辛かろうじて回避できる。

　そのはず、だった。

「うお!?」

〈トゥリヌス〉の撃うった砲弾が、〈レイヴン〉の左ひだり肩かたをかすめる──ほぼ同時に、不気味な異音が〈レイヴン〉を捉とらえた。

　回避には、確かに成功した。にもかかわらず、得体の知れない振しん動どうと衝しよう撃げきがコクピットの達哉を揺ゆさぶる。

　左肩の装そう甲こうが耐たえきれずにねじ切れ、機体から剝はく離りした。

（噓うそだろ!?）

　ＡＳの機体構造や装甲は、陸戦兵器に相応ふさわしい堅けん固ごなものだ。たとえ戦車砲であったとしても、機体をかすめた程度でこんな損傷を受けるはずがない。

　啞あ然ぜんと振り向いた達哉の眼前で、流ながれ弾だまとなった砲弾はホールの外がい壁へきへと命中した。そして今度こそ完全に、達哉は自分の目を疑う。

　命中の瞬間、外壁に着弾点を中心とした波は紋もんが広がったのだ。

　断じて錯さつ覚かくではない。ぶ厚く頑がん丈じような鉄筋コンクリートの外壁が、まるで水面みなものように頼たよりなく波打つ。

　異変は、それだけに留とどまらなかった。揺れる外壁はぐにゃりと渦うずを巻き──そのまま砂のように崩くずれ落ちた。

　壁にぽっかり空いた大穴の向こうには、シェルターの通路が広がっている。

　外壁が、ねじ切れた。

　奇妙な表現だが、他に言い表しようがない。

「何だよ……これ……？」

　震ふるえる声で、達哉はそうつぶやいた。それしかできなかった。見せつけられた超ちよう常じようの光景が、脳内を駆かけ回っている。

　何もかも、理解できない。

　昨年の夏に北ほく陸りくの工事現場で初めてＡＳに乗って以来、達哉はいくつもの戦いを潜くぐり抜けてきた。死を覚かく悟ごした修しゆ羅ら場ばもあった。恐おそるべき敵手もいた。

　だが今の危機は、それらとはまるで違ちがう。

『どうしたのかなぁ、タツヤくぅん』

　通信機越しに、調子の外れたオルカンの笑い声が聞こえる。戦場に似合わないその響ひびきが不気味だった。

『何だい何だい何だい、鳩はとが豆まめ鉄でつ砲ぽう食らったみたいにさ』

　はっと我に返った達哉は、血走った目をスクリーンに向けた。

　余よ裕ゆう綽しやく々しやくでたたずむ〈トゥリヌス〉の機き影えいに、オルカンが浮うかべているだろう歪ゆがんだ笑えみが重なった。そしてその背後、崩れ落ちた二機のＡＳの残ざん骸がいが見える。

　一機は、俊しゆん敏びんに絞しぼりこまれた細身の機体──Ｍ９Ａ２ＳＯＰ〈シグマ・エリート〉だ。米海軍特殊部隊Ｎａｖｙ　ＳＥＡＬｓ所属の兵士、ロニー・ゼンメルヴァイス一等兵へい曹そうの愛機だ。達哉たち新生Ｄ．Ｏ．Ｍ．Ｓ．との共同作戦で、先行してこのシェルターへと侵しん入にゆうしたのだ。

　もう一機の『一ツ目』は〈レガトゥス〉。達哉たちの宿敵である現Ｄ．Ｏ．Ｍ．Ｓ．社長ステファン・イリイチ・ミハイロフの機体だ。幾いく度どとなく達哉を苦しめ、死し闘とうを演じた敵機が、今や物言わぬ屍しかばねと化して朽くち果てている。

　先ほどの〈トゥリヌス〉と〈レガトゥス〉の戦闘を、達哉は思い出す。

　傷ついた機体とは裏腹に、ミハイロフが見せた鋭するどい攻せめ。それをオルカンの〈トゥリヌス〉は、ごくあっさりと撃げき退たいしてみせた。何の反応も機動も見せず、斬きりかかってきた〈レガトゥス〉を棒立ちのまま吹ふき飛ばしたのだ。

「あれは──」

　間違いない。

　たった今〈レイヴン〉相手に見せた謎なぞの防御と攻こう撃げき、あれは〈レガトゥス〉を屠ほふったそれと同質のものだ。

『じゃあ、そろそろクタバリなよ』

　再び、オルカンの声こわ音ねが切り替わった。低い声での宣言と共に、〈トゥリヌス〉が機体を屈かがませる。

　それに応じて達哉の〈レイヴン〉もまた、手にした十文字槍やり──〈ドラゴンフライ〉を構え直した。

（どうする？）

　かつてない焦しよう慮りよが、達哉の脳のう細さい胞ぼうを焼き焦こがした。あっけなく屠られた〈レガトゥス〉の末路が、自分と〈レイヴン〉の姿に重なる。

　このままでは、戦いにならない。こちらの攻撃は一切が通じず、かつ相手の攻撃は防ぎようがないのだ。

　手も足も出ないまま、ただ一方的に嬲なぶり殺されてしまう。

（どうする？　どうする？　どうする？）

　オペレータの迷いと焦あせりを如によ実じつに写し取り、構えた〈ドラゴンフライ〉の切っ先が小刻みに震えていた。




〈レイヴン〉一号機の無様な姿は、オルカンから見ても一いち目もく瞭りよう然ぜんだった。

「おいおいおい、もっとマジメにやれよタツヤぁ」

　際限なく、笑いがこみ上げて来た。口元を三日月の形に吊つり上げつつ、オルカンは自分の右手を見やる。

　ＴＡＲＯＳを介かいして完全思考操縦を実現した〈トゥリヌス〉のコクピットは、通常のマスター・スーツや操縦スティックといった機器類を排はいしている。そのため通常のＡＳに比べて、はるかに余裕のある造りをしているのだ。

　右手を高々と掲かかげたオルカンは、広げた手の平を凝ぎよう視しした。彼の意志を忠実にトレースした〈トゥリヌス〉もまた、同じ仕草を模も倣ほうする。

　じんわりと、右手が熱を帯びた。

　それがオルカン自身のものなのか、それともＴＡＲＯＳのフィードバックにより機体がそれを感じ取っているのか、オルカンには分からない。

　そして、分かる必要もない。

「さもないと、死んじゃうよぉ？」

　そう嘲ちよう笑しようするのと同時に〈トゥリヌス〉は、床ゆか面めんを蹴けって駆け出した。立ちつくす一号機を目指し、一直線に突とつ撃げきする。

　回避機動も牽けん制せいも入れない、馬ば鹿か正直な正面突撃。今のオルカンと〈トゥリヌス〉に、そんな小細工は必要ない。

　迎げい撃げきのため一号機は、左右の散弾砲シヨツト・キヤノンをこちらに向けた。

「無む駄だなんだよぉ！」

　突つき出した右手を、一号機に向けた。手の平に帯びた熱は、すでに確固たる『力場』となっている。

　その『力場』が一体何なのか、オルカン本人にも分からない。分かっているのはその使い方と、もたらされる結果のみだった。

　ただそれだけで、今は十分だった。

　脳のう裏りに、盾たてのイメージを思い浮かべる。堅かたく、強固な、あらゆる攻撃から身を守る絶対的な盾。ひどくゆっくりと流れる時間の中、それはオルカンの内面と、そして〈トゥリヌス〉の手中に、確かな像を結ぶ。

　砲ほう声せいが、断続的に響きわたった。

　一号機の散弾砲シヨツト・キヤノンが火を噴ふくのと同時に、オルカンは右手の『力場』を解き放つ。

　音もなく世界が歪む。解放された力が渦巻き、瞬しゆん時じにオルカンのイメージ通りに不可視の盾として結実した。

　続けざまに浴びせられた散弾砲の砲ほう弾だんは、ことごとく塵ちりと化して消え去っていく。一号機の機体が、あからさまな動どう揺ようを見せた。

「おいおいおい、ひょっとしてビビッちゃってるのぉ？　ダメだよ、そんなんじゃぁ──ダメダメダメダメぇ」

　その仕草が滑こつ稽けいで滑稽で、実にたまらない。

　オルカンの意志はＴＡＲＯＳと〈トゥリヌス〉を介して、時間と空間を満たし、その全すべてを掌しよう握あくし、支配している。

『うああああ！』

　やけくそのような怒ど声せい、あるいは悲鳴が上がる。踏ふみこんだ一号機が、構えた〈ドラゴンフライ〉を突き出した。

　アジャイル・スラスタが激しく吼ほえた。一号機本体のものに加えて、〈ドラゴンフライ〉に内蔵された小型のスラスタも作動。繰くり出される刺し突とつのモーションにスラスタの推力が上乗せされ、一気に加速させる。

　単分子カッターの穂ほ先さきが、まさしく雷らい光こうの速さで〈トゥリヌス〉へと迫せまる。

「ダメだって言ってるだろぉ、それじゃぁさあ」

　もしかして運動エネルギーの力押しで、この『力場』を封ふうじることができるとでも思ったのだろうか？　それは、甘い考えというものだ。

　異音が響きわたった。

　繰り出された〈ドラゴンフライ〉は、あっさりと砕くだけ散った。一号機は『力場』の余波を浴びて、たたらを踏む。

　無手で棒立ちになった一号機に、〈トゥリヌス〉はそのまま右手を突きつける。

　もうライフルも単分子カッターも必要ない。このまま一号機の機体に直接、『力場』を叩たたきこんで打ち砕くだけだ。オペレータ諸もろ共ともに。

　ズタズタに引き裂さかれ、無残に砕け散った〈レイヴン〉の姿を幻げん視しし、オルカンはほくそ笑んだ。だが次の瞬間、その笑みが凍こおりついた。

　一号機の機体が、消え去っていたのだ。コクピットのスクリーンに焼きついた、プラズマの残光。

「へ？」

　事態を把は握あくできないまま、間の抜ぬけた声をオルカンはこぼした。




　それは達哉にとって賭かけだった。

（まともに正面から戦って攻撃が通じないなら、いっそ背中からぶった斬るってのはどうなんだ？）

　土ど壇たん場ばで思いついた一手。

　それがうまくいくという確証などはない。あっさりと対処されて、それで終わりの可能性もある。

　だがそれでも、やってみなくては可能性はゼロのままだ。

〈ドラゴンフライ〉による真正面からの突きは、フェイントだった。ひょっとすれば通じるかもしれないという、甘い期待は持っていない。

　圧あつ倒とう的てきな優位に勝利を確信したのか、〈トゥリヌス〉の動きにわずかな隙すきが生じる。その狭はざ間まを狙ねらい、一号機は動いた。

　素す早ばやく左足を伸のばし、交差気味に右前方へと踏みこむ。俊敏なステップと同時に、アジャイル・スラスタを一噴かし。

　狙いは一つ、〈トゥリヌス〉の死角へと潜もぐりこむことだ。

　踏み出した左足を軸じくにして、一号機の機体が軽かろやかに一転した。スラスタによる加速が可能な、〈レイヴン〉のみに許された変則機動。そのまま瞬時に〈トゥリヌス〉の背後を取る。

　回転の勢いを利用して、右みぎ脇わきの一〇式単分子カッターを抜き放つ。激しく駆く動どうする、機械仕じ掛かけの刃やいば。抜き打ちの一刀が、〈トゥリヌス〉のマントに包まれた背を狙った。

（頼たのむ、効いてくれ！）

　祈いのりにも似た、無言の叫さけび。剣けん閃せんが〈トゥリヌス〉のマントを斬り裂いていく。

　やった！──だがその眼前で、〈トゥリヌス〉の姿がかき消える。斬り飛ばされたマントのみが、ふわりと舞まった。

　一〇式単分子カッターの刃は、虚むなしく空を切った。その勢いに引きずられて、一号機が危あやうくつんのめりかける。

　一体、どこに？

『おっとぉ、危ない危ない』

　通信機からの声に、達哉と一号機は反射的に上方を見やる。

「──何だよ、あれは？」

〈トゥリヌス〉の機体は、ドームの天てん井じように張りついていた。それもトカゲかイモリのように、腹ばいの姿勢ではない。

　背筋を伸ばし、天地逆の姿勢で、天井に直立していたのだ。

　天井と接しているのは、左右の足裏のみ。万有引力の法則を傲ごう然ぜんと無視し、眼下の一号機を睥へい睨げいしている。

『今のは惜おしかったよ、タツヤ。でも残念だ。ああはははは──』

　煽あおるオルカンの声と共に、〈トゥリヌス〉は腹を押さえて身をよじった。笑い転げる人間そのものの仕草を、ＡＳの機体が演じている。それも天井に張りついたままという、不自然極きわまりない状じよう況きようで。

　まるで悪夢のように、滑稽かつ不気味な情景だった。

「…………化け物め」

　歯は軋ぎしりしながら、達哉はつぶやく。

　こんな出で鱈たら目めな存在に、果たして本当に勝てるのか？　頰ほおを伝った脂あぶら汗あせが、ぽたりと垂れ落ちる。

　だが同時に、その時──

（あれは？）

　頭上の〈トゥリヌス〉の小さな異変に、達哉は気づいた。

　達哉がマントを斬きり飛ばしたことによって、機体の背部は剝むき出しになっている。笑い転げる〈トゥリヌス〉が、身をよじったはずみに、その背中がのぞいたのだ。

　そこには、横一文字のごく浅い傷きず痕あとが走っていた。

　装そう甲こう表面を引っ搔かいた程度の、損傷と呼べるかどうかも怪あやしい代しろ物ものだ。機体の性能には、何一つ影えい響きようが出ないだろう。

　だがそれでもその傷が、達哉と一号機の抜き打ちによって刻まれたものであることに違ちがいはない。

　そう、一〇式単分子カッターの刃は〈トゥリヌス〉に届いていたのだ。

（効いたんだ、今の攻こう撃げきは）

　あの『力場』は、決して無敵でも万能でもない。先ほどの攻撃も寸前で回かい避ひさえされなければ、〈トゥリヌス〉に致ち命めい傷しようを与あたえていた可能性はある。

　いや、そもそも『力場』が本当に万能ならば、あんな派手な回避をわざわざする必要はないはずだ。それこそ棒立ちになったまま、『力場』で一号機の斬ざん撃げきを防げばいいだけなのだから。

　なのに、あの時オルカンと〈トゥリヌス〉はそうしなかった。『力場』による防ぼう御ぎよではなく、回避機動を優先した。

　なぜなのだろうか？

『うーん、どうしたのかなあ？　ひょっとしてもう諦あきらめちゃったのかなあ？』

　煽り立てるオルカンの声を、脳内からシャットダウンする。

　あの一瞬の攻防で、果たしてオルカンは『力場』を使わなかったのか？　それとも使えなかったのか？

　もし仮に後者だったとして、その理由は？

　考えろ──

　この小さな齟そ齬ごにこそ、あの『力場』を攻略するための手がかりがある。達哉はそう確信していた。
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　考えろ、考えろ、考えろ──

　全身全ぜん霊れい全神経を集中させ、達哉は敵機の一挙手一投足に注視する。そこからたとえわずかでも、何らかの糸口を見つけ出すために。

『おーい、返事くらいしてくれよ』

　再びゆるゆると構えられた一号機の一〇式単分子カッター、その切っ先がぴたりと〈トゥリヌス〉へ据すえられる。

　それが、達哉の返答だった。




　突きつけられた刃の切っ先に、オルカンは深刻な不快さを感じた。

「……しぶといな」

　この期ごにおよんでも、いまだ闘とう志し衰おとろえぬ一号機。その姿にオルカンは、ごく小さな舌打ちをする。

　先ほどの一瞬は、危うかった。あの『力場』は、オルカン自身が対象を認にん識しきし、意識を集中しなければ使えない。

　背後に回りこまれ、かつそれを認識不可能だった時点で、達哉の反撃を防ぐことは出来ないはずだったのだ。あのままでは背後からバッサリ、一ひと太た刀ちで斬り捨てられていただろう。

「まったく、やってくれるよ」

　跳ちよう躍やくによる回避機動は、オルカン自身が意識して行った訳ではない。なんせ直前まで、気付いてさえいなかったのだから。

　あれは〈トゥリヌス〉自身、正確には搭とう載さいされた人工知能ＡＩによる、完全に自律的な行動だった。

　思考操縦を実現した〈トゥリヌス〉の機体は、ＴＡＲＯＳを介かいすることによってオルカンの思い通りに動く。とはいえその一挙一動にいたるまで、事細かな動作を一々思い描えがいているのではない。

　言わば、馬を操あやつるようなものだ。

〈トゥリヌス〉はカエサル・プランの中ちゆう核かくであり、量産型の無人ＡＳ〈ケントゥリア〉に比べてはるかに高度なＡＩが搭載されている。開発者のヨナタン・クルピンスキーによって〈カエサル〉と名づけられたそれは、まるで優すぐれた軍馬のようにオルカンへと応こたえてくれていた。

　とはいえ先ほど見せた完全に自律的な回避行動は、初めてのケースだったが。

（礼を言っておくべきかな？）

　ふとそう思ったオルカンは、自分の考えに吹ふき出しかけた。機械仕掛けのプログラム相手に、何を馬ば鹿か馬ば鹿かしい。

　意識を再び、一号機へと向ける。

　今の攻防では確かに不覚を取りかけたが、結果としては怪け我がの功名と言えるだろう。何せこの『力場』に、こんな使い道があることが分かったのだから。

　天井に立つなどという経験は、オルカンにとっても初めてのものだった。

（そのうち、空でも飛べるんじゃないか？）

　そんな馬鹿げた空想さえ、頭をもたげてくる。

　何にせよ、この不自然な姿勢を続けるのも少々辛つらい。心なしか、頭の芯しんがずきずきと痛み出している。

　天井を蹴けった〈トゥリヌス〉は、眼下の一号機へと躍おどりかかった。




　　　　２




　交戦は、地下シェルターの格納庫でも続いていた。

「くっ」

　再度の逆転を許してしまった戦せん況きように、ユースフ・アル・ケートリーは己おのれの焦あせりを隠かくせない。〈レイヴン〉三号機のコクピットで、迫せまり来る敵機──無人ＡＳ〈ケントゥリア〉をにらみつける。

　こちらに向かう〈ケントゥリア〉は、三機。加えてもう一機の〈ケントゥリア〉が後方で、傷ついた彼らの『将』を守っていた。

『おやおや、先ほどまでの勢いはどうしたのかね？』

　癇かんに障さわる通信は、片かた脚あしを損傷した敵の指揮官機──〈レガトゥス〉からのものだ。オペレータであるクルピンスキーの良く回る舌を無視し、ユースフは当面の敵機へと意識を集中させた。

　右みぎ端はしの一機に、三号機の構えたライフルを照準。同時に僚りよう機きへと通信を送る。

「今だ」

『……了りよう解かい』

『応ともよ！』

　返ってきたのは、二種類の対照的な少女の声だった。ほぼ同時に、格納庫内に激しい砲ほう声せいが交差する。

　三号機のライフルによるフルオート掃そう射しやが、そして横合いからの狙そ撃げき砲ほうによる一撃が、共に右端の〈ケントゥリア〉を狙ねらった。

　そして、あっさりと跳はね返された。

　撒まき散らされた三七ミリ弾だんの弾幕も、狙いすました四五ミリ弾の狙そ撃げきも、〈ケントゥリア〉の機体にまで届かない。機体の周囲に張り巡めぐらされた不可視の、そして不可解な『力場』に遮さえぎられてしまう。

『今のもダメかよ？　クソ』

　甘ったるい罵ば声せいと共に、物もの陰かげに身を潜ひそめていた僚機が立ち上がった。

　Zy─99Ｍ〈シャドウ〉──ユースフの侍じ女じよであるサミーラ・ビント・ハッサンと、仮の主君である新生Ｄ．Ｏ．Ｍ．Ｓ．社長クララ・マオの二人が乗る、狙撃仕様の複座型ＡＳである。

　一糸乱れぬ動きで〈ケントゥリア〉が、反撃の砲火を放つ。向けられたライフルの砲門が、ぐにゃりと歪ゆがんでモニターに映った。

　防御同様、見えざる力場を浴びた砲弾の掃射が、空間をねじ切りつつ迫る。先んじて回避機動を取っていた三号機は、アジャイル・スラスタのブーストで距きよ離りを取った。

『ほうほう、中々工く夫ふうしているじゃないか。感心感心』

「お褒ほめにあずかり光栄だ、学士殿どの」

　余よ裕ゆうぶったクルピンスキーの挑ちよう発はつに、ユースフも減らず口を返す。

　同時に〈ケントゥリア〉の高度な連れん携けいを乱すため、電子戦を仕し掛かけてインペリウム・ネットワークに干かん渉しようする。加えて無む駄だだと知りつつも、ライフルで牽けん制せいの射撃を行った。

『ただ、この程度の解答では、及きゆう第だい点はあげられないな』

　クルピンスキーがそう言うと同時に、三機の〈ケントゥリア〉は散開した。一機が〈シャドウ〉の動きを牽制しつつ、残る二機が左右から三号機に迫る。

　どうやら、接近戦で確実に仕留める積もりのようだ。

『どうした、このままでは落第してしまうよ、殿でん下か』

　クルピンスキーの揶や揄ゆを、今度はユースフも無視する。

（──今のは？）

　先ほどの攻防で、小さな疑問が彼の中に芽生えたのだった。




「何なんだよ、あのチート野や郎ろうは……」

　後席のクララを無視し、サミーラは〈シャドウ〉を操る。

　ＡＳ用の格納庫とはいえ、大半の〈ケントゥリア〉が出で払はらっているか稼か動どう状態にあるため、がらんとしている。とはいえ雑多な構造物が多数あるため、電磁迷彩ＥＣＳと組み合わせれば〈シャドウ〉でも身を隠すのに不自由はしない。

（……早く、若を掩えん護ごしないと）

　次の狙撃地点は確保した。とはいえ〈ケントゥリア〉の『力場』を前に、単純な狙撃を行っても有効打を与えられるとは思えない。

　何か、策を練らなければ──次の一手に迷いながらも、サミーラが軽く息をついた時だった。

　形容しがたい異音が〈シャドウ〉のコクピットに響ひびいた。同時に機体が遮しや蔽へいとして用いていた内ない壁へきに大穴が空き、飛び出した砲弾が〈シャドウ〉をかすめる。

「うわっ!?」

「……これは」

　あの『力場』を用いた、〈ケントゥリア〉による砲撃である。不可視の『力場』を帯びた砲弾は、ぶ厚い鉄筋コンクリートの構造を易やす々やすと貫つらぬいたのだ。

　その意味を悟さとり、サミーラは戦せん慄りつする。

（……遮蔽が、役に立たない）

　咄とつ嗟さにペダルを踏ふみこむ。床ゆか面めんに身を投げ出しつつ、低い姿勢で〈シャドウ〉は回かい避ひ機動。その頭上で内壁は、あっという間に蜂はちの巣すとなった。

「うわわわわ！」

　泡あわを食ったクララが悲鳴を上げる。

『力場』を帯びた砲弾による、フルオート掃射。

　辛かろうじて射線から逃のがれた〈シャドウ〉が、床を転がりつつ退たい避ひする。ほぼ同時に内壁は、砂のように崩くずれ落ちた。

　その向こうから、十字目を赤く光らせた〈ケントゥリア〉が姿を現わす。

「────」

　息を吞のむクララと共に、サミーラは〈シャドウ〉で身を潜めた。

　当面の安全は、辛うじて確保できた。とはいえ、それがいつまで保もつのかは、知れたものではないが。

　そして反撃の糸口は、相変わらず何も見えていない。

（……どうすればいい？）

　手足の指先が、不安に痺しびれていく。下腹が凍こおりつくような、冷たく深刻な恐きよう怖ふを、サミーラは感じていた。

　やはり、この作戦は無む謀ぼうすぎた──どうしようもない不安が、鎌かま首くびをもたげる。

　今からでも、撤てつ退たいすべきか？　果たしてそれは可能なのか？　せめて、主あるじであるユースフだけでも逃にがせないか？

　そして、何よりも──

（……社長）

　お飾かざりのＤ．Ｏ．Ｍ．Ｓ．社長だったクララが、自ら複座型ＡＳに乗りこむようになったのは、サミーラの発案によるものだ。自分が、年とし端はもいかぬ少女を戦場に引きずり出したのだ。

　だから、その責任は取らなければならない。

「……意見具申」

　硬かたく、わずかに掠かすれた声で、サミーラは言った。

「……これ以上の交戦は、無意味かつ不可能と判断。まだ余力があるうちに、撤退に移るべき」

「────」

『…………』

　後席のクララも、通信機の向こうのユースフも、共に沈ちん黙もくを守っている。

「……退路は、私が確保する。だから社長の身み柄がらは、若に預けたい。何とか二人で脱だつ出しゆつを──ふにゃ？」

　唐とう突とつに間の抜ぬけた声を、サミーラは上げた。後席から伸のびたクララの小さな手が、彼女の頰ほおをつまみ、左右に引っ張ったのだ。

「……何をするの？」

「そういうのは、ナシだ」

　彼女が初めて聞く、クララの厳しい声だった。

「ここは敵地のド真ん中、逃げる場所なんかねえよ。ていうか今ヘタに背中見せてみろ、狩かられるぞ」

「……それは」

　それについては、サミーラも同意である。とはいえ、何らかの勝算があるならば、そもそも逃げようなどとは考えない。

「……現状では、あのまやかしの打開策はない」

「だから、そこを何とかするんだよ！　あのチート野郎どもに、ドでかい一発カマしてやるんだ！」

「…………」

「戦いには、流れってモンがある。その流れをつかみそこなったら、今度こそ本当に負けちまうぞ。今はまだ、どうにかなるはずだ」

　そうクララは、きっぱりと言い切る。そこからは確かな意志が、そして不退転の決意が感じ取れた。

「頭を使おう。工夫するんだ。きっと何か、うまい手があるはずだ」

　いつの間にかサミーラは、自分よりずっと年下の少女の言葉に聞き入っていた。

「とにかく、少しでも粘ねばるんだ。そうすれば──ユースフがいる」

「……若が？」

「ああ。アイツのオツムはアタシとは比べものにならねー。そのユースフがこの状じよう況きようでまだ戦っているってことは、何か考えがあるってことじゃねーのか？」

「……それは」

　理り屈くつは通っているかもしれないが、どうにもあやふやだ。

「いーか、アタシのことは信じなくていい。でも、オメーの王子様のことは信じてやれよ、サミーラ」

　胸を張って堂々と、かつ他力本願に、クララは言った。

「……………………ぷ」

　しばしの沈黙の後、サミーラは小さく吹ふき出す。
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「な、何だよ？　笑うこと、ねーだろ」

　今度はクララが、憮ぶ然ぜんと言った。

「……悪気はない」

　いつも通りの声と口調で、サミーラは答える──いつも通りの、静かで、冷静な声で。と、まるで彼女が立ち直る機を計っていたかのように、彼女の主から通信が入る。

『ふ、少しばかり買いかぶりすぎだ』

「……若」

「聞いてたのかよ、ユースフ」

　口を尖とがらせるクララだが、ユースフは意に介かいしていないようだ。

『だが、その心意気やよし。それでこそ、仮かり初そめとはいえ我が剣けんの主に相応ふさわしい。感服したぞ、クララ・マオ殿』

「そんなオベッカはいいんだよ。で、何かあんのか？」

『無論』

　続くユースフの言葉を、サミーラは固かた唾ずを吞んで待ち望んだ。

『一つ、策がある──』




　この時クルピンスキーは、生しよう涯がいの絶頂にいた。

　冷戦の終結とほぼ同時期に、この『力場』の技術が失われて一〇年あまり。その間のクルピンスキーはただひたすら、その再現を目指してきた。

　核かく兵へい器きに匹ひつ敵てきする、あるいは凌りよう駕がするだけの可能性を持ちながら、あの『力場』は急速に忘れ去られていった。『力場』の理論を提唱し、証明し、実現し、そして自らの手で実じつ践せんまで行った、ただ一人の天才の死と共に。

　クルピンスキーを含ふくめた周囲のスタッフの誰だれ一人ひとりとして、理論の全ぜん貌ぼうを知る者はいなかった。残された断だん片ぺん的な知識や設備だけでは、『力場』の不出来な紛まがい物すら再現することはできなかった。

　原子力飛行機のような理論倒だおれの失敗兵器と切り捨てられ、あるいは単なる戦場の伝説とみなされ、あっという間に忘れ去られ風化していく『力場』の存在。

　だが今、失われたはずの『力場』は、クルピンスキーの目の前にある。

「ようやく、追いついたよ」

〈レガトゥス〉のコクピットで、クルピンスキーはつぶやく。ああ、そう言えば、オペレータとして自ら開発したＡＳに乗るという行こう為いも、彼の模も倣ほうだった。

「今こそ私は、君を超こえる」

　こみ上げる愉ゆ悦えつと昂こう揚ように、口元が緩ゆるむ。

　徐じよ々じよに追いこまれていく〈レイヴン〉三号機を、クルピンスキーは余よ裕ゆうを持って観察していた。

（焦あせる必要はない、が──）

　各おの々おのが『力場』を展開して迫せまる三機の〈ケントゥリア〉に対して、三号機はアジャイル・スラスタによる断続的なブースト加速で応じている。唯ゆい一いつ敵機に勝まさる機動力を活いかして粘るものの、ついに〈ケントゥリア〉の連れん携けいによって追い詰つめられていた。

　今のクルピンスキーにとって、この行為はすでに戦せん闘とうではなかった。自らが再現した『力場』の、実証実験の場に過ぎない。

　時おり三号機が加える果断な反応も、息を殺して身を潜ひそめた〈シャドウ〉の存在も、脅きよう威いとは感じていない。しょせんは、ケージの中で暴れるマウスなのだから。

「さて、そろそろ採点の時間だが、もう不合格でいいのかな」

　クルピンスキーの挑ちよう発はつにも、ユースフは答えようとはしない。力ちから尽つきたようにがっくりと、三号機は膝ひざをつく。

「では、これでお終しまいだ。楽しかったよ、殿でん下か」

　クルピンスキーの指示に従い、三機の〈ケントゥリア〉が一いつ斉せいにライフルを構えた。いまだ姿をひそめた〈シャドウ〉の狙そ撃げきを警けい戒かいし、『力場』の盾たてを展開したままである。

　クルピンスキーの操縦に従い、〈レガトゥス〉が気どった仕草で右手を上げる。それに応じ、〈ケントゥリア〉がトリガーを引こうとしたその瞬しゆん間かん──

『いけい!!』

　ユースフの裂れつ帛ぱくの叫さけびと共に、三号機背部のレドームが全力で稼か動どうした。全方向、全帯域に対して、強きよう烈れつな妨ぼう害がい電波が無差別にバラ撒まかれる。

〈レイヴン〉の高出力ジェネレーターに支えられた、圧あつ倒とう的てきな電子対抗手段ＥＣＭの行使。各機体間を繫つなぐインペリウム・ネットワークのラインからさえも切り離はなされ、〈ケントゥリア〉の機体がわずかに傾かしいだ。

　そして次の瞬間、砲ほう声せいが鳴り響ひびく。

　飛来した徹てつ甲こう弾だんは──何ら遮さえぎられることなく、一機の〈ケントゥリア〉の右みぎ肩かたに、ごくあっさりと着弾した。

「なんと!?」

　肩口からもぎ取られた〈ケントゥリア〉の腕うでが、宙に舞まう。『力場』による防ぼう御ぎよ障しよう壁へきが、機能していない。

　片腕の〈ケントゥリア〉は異変に動じることなく、素す早ばやく後退して遮しや蔽へいを取る。残る二機も、散開してそれに倣ならった。

『いささか危あやうい賭かけではあったが、大きく張った甲か斐いはあったようだ』

　ユースフの三号機が立ち上がる。

『さて、と。いまだタネは割れておらぬが、仕し掛かけの方はいささか見えてきたぞ。覚かく悟ごしてもらおうか、学士殿どの』

　そうユースフが言うなり、三号機は抜きはなったサーベル型の単分子カッターを〈レガトゥス〉へと突つきつけた。

「まさか、こんな手に出るとは……」

　状況の展開に、クルピンスキーは顔をしかめる。

　実のところ個々の〈ケントゥリア〉は、あの『力場』の発動に不可欠な演算モジュールを装備していない。

　強化ガラスのシリンダーと流体状の素子によって構成されたそのモジュールは、〈トゥリヌス〉ただ一機にのみ搭とう載さいされている。そして同機のＴＡＲＯＳおよびＡＩ〈カエサル〉と直結していた。

　要するに〈ケントゥリア〉各機は、インペリウム・ネットワークを通じて〈カエサル〉が演算を代行しているからこそ、『力場』の発動が可能なのだ。

　その事実を、設計者であるクルピンスキーは熟知していた。〈レイヴン〉三号機の高度な電子戦能力が、インペリウム・ネットワークにとって天敵となりうることも、目まの当たりにしていた。

　だがその二つを、新生Ｄ．Ｏ．Ｍ．Ｓ．側が結びつけることができるとは、思ってもいなかったのだ。

　これはクルピンスキー自身の慢まん心しんであり、そして敵手の優ゆう秀しゆうさの証明である。

（ユースフ・アル・ケートリー王子か。大したものだよ、全く）

　クルピンスキーは素直にその事実を認め、心底から敵手を賞賛した。

　それは同時に、彼がいまだ余裕を保っていることの裏返しでもあるのだが。

「では、これはどうかな？」

　クルピンスキーののっぺりした顔には、すでに爬は虫ちゆう類るいの笑えみが戻もどっていた。

「いやはやいやはや、確かにお見事。よい解答だ」

　そう言いつつクルピンスキーは、三機の〈ケントゥリア〉に指示を送った。

　インペリウム・ネットワークとは別系統の、赤外線レーザーによる短たん距きよ離り通信だ。現状では、これで十分である。

「では、追加問題だが──これはどう解くかね？」

〈ケントゥリア〉が、ライフルを構える。だがそれに対する三号機の反応は、ひどく鈍にぶいものだった。

　アジャイル・スラスタを使わないまま、二本の脚あしで回かい避ひと後退を試みているのだ。しかもその動きは遅おそく、普ふ段だんの切れも精せい彩さいもない。

「やはりね。いくら〈レイヴン〉のパワーでも、こんな派手にＥＣＭを使えばろくに動けはしないか」

　自身の予想が的中したことに、クルピンスキーはほくそ笑む。

　おそらく今の三号機は、機体のジェネレーター出力の大半をＥＣＭに注ぎこんでいるため、コンデンサの残量が底を突いているのだろう。これではスラスタ推進どころか、通常の二足機動すら覚おぼ束つかなくて当然だ。

「さあ、どうする？」

　ユースフの躊ちゆう躇ちよは一瞬だった。

　即そく座ざに三号機はＥＣＭを解除、回復したわずかな電力をアジャイル・スラスタに回す。後方にブースト機動を行い、〈ケントゥリア〉の射線から身を逸そらした。

　辛かろうじて被ひ弾だんは避さけたものの、インペリウム・ネットワークは即座に復活する。クルピンスキーの読み通りに。

『くたばれ!!』

　ほぼ同時に、新たな狙撃ポイントを確保した〈シャドウ〉が発はつ砲ぽう。だが標的の〈ケントゥリア〉は、これを『力場』の盾で易やす々やす防ぐ。

「やはり、こちらの方がまだ有利かな？」




　大勢は、すでに決した。

　その場の誰だれもがそう思っていた。

　強力な電子戦によって懸けん命めいに抗あらがっているものの、三号機の抵てい抗こうも尽きかけていた。〈ケントゥリア〉の『力場』を封ふうじようとＥＣＭを行使すれば、機動性が下がってただの的になってしまう。しかし行使しなければ、こちらの攻こう撃げきは何一つ通じない。

　そんな、崖がけっぷちでのダンス。だがその危うい均きん衡こうすら、ついに崩くずれる。

　三号機の背で回転するレドームの一基、右側のそれが被弾したのだ。

「──しまった！」

　ただ一発の砲弾──それが帯びていた『力場』は、その一発でレドームを消し飛ばしていた。余波を浴びた三号機は、そのまま床ゆか面めんに叩たたきつけられる。

「く──お……」

　残る二機のレドームでは、あの『力場』を封じることはできない。歯は嚙がみするユースフに、通信が入った。

『いや、ずいぶん粘ねばったね。大したものだよ。だが、ここまでだ』

　クルピンスキーにしては平へい凡ぼんな嫌いや味みだった。それだけ、彼も追い詰められていたということだろうか。

『……若!!』

『クソッタレ！　今、助けるぞユースフ』

　叫びながらサミーラとクララの〈シャドウ〉が、遮蔽の陰かげから飛び出してきた。手にした狙そ撃げき砲ほうを乱射しつつ、こちらに突とつ撃げきしてくる。

『な、何をしておる馬ば鹿か者もの!!』

『やれやれ、ずいぶんと慕したわれているようじゃないか。実にご立派なことだと思うよ、うん』

　護衛の〈ケントゥリア〉の陰から、クルピンスキーが笑う。

　移動しながらの乱射にもかかわらず、〈シャドウ〉の狙ねらいは正確無比そのものだった。とはいえ標的である〈ケントゥリア〉が、クルピンスキーを守るためほとんど棒立ちの状態だから、当然と言えば当然なのだが。

『しかし、この期ごにおよんでバンザイ・アタックはどうもいただけないな。せめてもう少し、工く夫ふうしたまえ』

　クルピンスキーがそう揶や揄ゆした。実際〈シャドウ〉の射撃は、〈ケントゥリア〉の掲かかげた『力場』の盾により防がれている。

　一発、二発、三発。飛来する四五ミリ徹甲弾はことごとく、〈ケントゥリア〉たちの眼前で砕くだけ散る。何ら音も光も発しない、淡たん々たんとした繰くり返し。それはまるで騙だまし絵のような、異様な光景だった。

『…………っ！』

『クソッタレが！　くたばりやがれ、このチート野や郎ろう！』

　だがそれでも、少女たちは屈くつしていない。〈シャドウ〉は弾たまの切れた狙撃砲の代わりに──弾だん倉そう交こう換かんの手間すら惜おしんだのだろうか──左腰こしのホルスター型ハードポイントから、ハンドガンを引き抜ぬく。

　一ひと連つらなりの砲声が響きわたる。サミーラもクララも、もはや砲弾が効こうが効くまいが意に介かいさず、立て続けの速射を〈ケントゥリア〉に浴びせかけていた。

　そしてそれは、ユースフも同様である。

「ぬ、ぬおおおおっ！」

　腹の底から、声を張り上げる。膝ひざ立ちになった三号機は、両手で構えたライフルをフルオートで掃そう射しやする。

『やれやれ、ここまできて最後は精神論の玉ぎよく砕さいか？』

　ため息まじりの声で、クルピンスキーは言った。

『中々に知的な遊戯ゲームを愉たのしめていたのだが、その幕切れがこれとはな。残念だよユースフ殿でん下か、正直、興きよう醒ざめだ』

　知ったことか──内心でユースフはそう毒づく。

『では、終わりにしよう』

　クルピンスキーの言葉と共に、〈ケントゥリア〉が一斉にライフルを構えた。
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　真上から逆さか落おとしに襲おそいかかる〈トゥリヌス〉の姿が、一号機のスクリーンに大写しになった。

「来たか」

　低い声でつぶやいた達哉は、操縦スティックを握にぎる両手に力をこめる。

　本来なら空中の敵機にカウンターの一発をお見み舞まいするところだが、あの『力場』の底が見えない現状では、不用意な接近戦は避けるべきだろう。後方に飛び退しさりつつ、スラスタを噴ふん射しやして距きよ離りを稼かせぐ。

『おいおい、いきなり逃にげ腰ごしって』

　通信機から、オルカンの笑い声が聞こえた。

『ちょっとそれ、みっともないよタツヤ』

（みっともなくて結構、こっちは戦争やってるんだよ）

　心中でそう言い返しながら、達哉は一号機の両りよう腕うでを〈トゥリヌス〉に向けた。散弾砲シヨツト・キヤノンの砲門が、敵機を捉とらえる。

　今、散弾砲の薬室内に装そう塡てんされているのは、先ほどの徹てつ甲こう弾だんではない。対装甲榴散弾００─ＨＥＡＴ、発砲後に分ぶん裂れつして成形炸薬弾ＨＥＡＴの子弾をバラ撒まく、いわばＡＳ仕様の散弾だ。

　装そう甲こう貫かん徹てつ力はＡＰＦＳＤＳより低いものの、達哉には別の狙いがあった。

（一ひと粒つぶ玉の徹甲弾は通じなかったが、散弾の『数』はどうだ？）

　あの『力場』を発動するには、オルカンが対象を認にん識しきし、意識を集中させる必要があるのではないか？──それが、達哉の予想である。

　もちろん、この至し近きん距離で人間が超ちよう音おん速そくの砲弾に反応することが不可能な以上、ある程度は曖あい昧まいな条件でも『力場』を使えるのだろう。だが散弾の数で押すことによってオルカンの意識を飽ほう和わさせれば、『力場』を『処理落ち』に追いこむことができるかもしれない。

　状じよう況きように応じて多種多様な弾種をセレクトできるのは、散弾砲という兵器の利点の一つである。

「食らいな！」

　トリガーを引くと同時に、左右の散弾砲が火を噴ふいた。

　発砲。

　炸さく裂れつ。

　バラ撒かれた子弾の散布界は、着地直後の〈トゥリヌス〉の機体を、すっぽりと捉えていた。通常ならば、詰つみの状況である。

　だがあいにくと、今回の敵は尋じん常じようではない。

『はッ！』

　気勢とも嘲ちよう笑しようともつかない叫さけびと共に、一六発の子弾は全すべて停止した。

「くそ、やはりだめか」

　舌打ちをこらえ、達哉はうめいた。同時に、一つ残らず子弾が誘ゆう爆ばく。硝しよう煙えんの中を突つっ切って、〈トゥリヌス〉が突っこんでくる。

　速い。その左手で抜き放たれた単分子カッターの刃やいばが、鈍く光っていた。

「ちっ！」

　咄とつ嗟さに単分子カッターの受け太だ刀ちで、達哉は〈トゥリヌス〉の斬ざん撃げきを防ぐ。だがこの体勢は、明らかにまずい。

　ペダルを蹴けりこみつつ、スラスタを作動させる。離り脱だつを図はかる達哉だが、少し遅かった。

　鍔つば迫ぜり合いの形で嚙かみ合った、機械仕じ掛かけの刃と刃。その交点を中心として、『力場』が発動する。

「しまった!?」

『甘いねえ』

　一〇式単分子カッターの刃が、そしてそれを握り締しめていた一号機の右腕が、まるで飴あめ細ざい工くのようにねじ曲がり、もぎ取られる。

「ぐあっ!?」

　右腕を引きちぎられた衝しよう撃げきに、一号機の機体は大きく揺ゆれた。




　右腕を失った一号機の機体が大きく揺れ、その場に膝をついた。打ちひしがれたその姿にオルカンは、にたりと笑う。

「トドメっ!?」

　渾こん身しんの『力場』をこめつつ、単分子カッターを振ふり下ろす。だがその瞬しゆん間かん、一号機の姿がかき消えた。スクリーンに焼きつく、プラズマの残光。

　必殺の斬撃は、あっさりと空を切った。

「また例のスラスタか……バカの一つ覚えもいい加減にしろよ！」

　ただひたすら『力場』を振り回す自分のことは棚たなに上げつつ、オルカンは苛いら立だたしげに言った。すぐにそのまま、一号機へと向き直る。

　だがその瞬間、コクピットにけたたましい警告音が鳴り響ひびいた。ＡＩの〈カエサル〉が、オルカンに警告しているのだ。

「何が──ッ!?」

　スクリーンを確認し、オルカンは愕がく然ぜんとした。〈トゥリヌス〉の足元の床面、先ほどまで一号機がうずくまっていた場所に、ＡＳ用のグレネードが転がっていた。

（置き土産みやげのつもりか!?）

　退たい避ひする時間はない。咄嗟に防ぼう御ぎよのため、『力場』を張り巡めぐらす。直後、グレネードが炸裂した。

　至近距離での爆ばく発はつを、〈トゥリヌス〉の『力場』はほぼ押さえこんだ。だが、完かん璧ぺきにではない。オルカンの『盾たて』のイメージが、追いつかなかったのである。

　飛び散った弾だん片ぺんの一つが、防ぎきれずに〈トゥリヌス〉の頭部を掠かすめる。

「うわ!?」

　スクリーンの画像が乱れ、一部のパネルが暗転する。頭部光学センサの一部が、破損したようだ。

　ノイズの走ったスクリーンの中で、達哉の一号機が残った左手の散弾砲シヨツト・キヤノンを、こちらに向けている。

　なめるな──歯は軋ぎしりしながらオルカンは、今度こそ渾身の集中力で、『力場』を発生させる。直後に一号機が発はつ砲ぽう、放たれた砲弾は『力場』の盾に阻はばまれてあっさり圧あつ壊かいした。

　それ見たことか、とほくそ笑えむ暇ひまはなかった。

　圧壊した砲弾から毒々しい色合いの煙えん幕まくが漏もれ出し、〈トゥリヌス〉の周囲をすっぽりと覆おおったのだ。しかも機体のレーダーまでが、出で鱈たら目めな数値を吐はき出している。

「発はつ煙えん弾だん？」

　それも、チャフが混入されたものだ。わずかな時間だが〈トゥリヌス〉は、目も耳も奪うばわれてしまった。

　嵌はめられた、それも達哉に──その事実が、オルカンから凶きよう暴ぼうな感情を引きずり出す。

「あ──ああああああッ!!」

　獣けもののように叫びながら、機体の全周で『力場』を発動。無差別に撒き散らされた『力場』の波動が、煙幕を一瞬で吹ふき散らした。

　クリーンになった視界に映ったのは、左手一本で単分子カッターを構え、突とつ貫かんを仕掛ける一号機の姿だった。

「惜しかったねえ」

　歯を剝むき出しにして、オルカンは笑う。

　この距離ならば一手、〈トゥリヌス〉の方が早い。一号機の刃が届くより先に、『力場』を叩たたきつけられる。

『おおおおおっ!!』

「くたばれよ、タツヤぁッ!!」

　咆ほう吼こうが、木霊こだました。




「──見事……だ」

　半ば圧壊した〈レガトゥス〉のコクピット、スクリーンに映った〈レイヴン〉の姿にミハイロフは、静かな賞賛を送った。その弾はずみに口元からこぽりと、血の泡あわが吹き出す。

　オルカンの〈トゥリヌス〉による攻こう撃げきは〈レガトゥス〉のみならず、その機体を透とう過かして直接コクピットにまで『力場』の影えい響きようをおよぼしていた。

　飛び散った金属の破片が、ミハイロフの全身をずたずたに切り刻んでいる。右目は完全に潰つぶれ、止まらない頭部からの出血で残る左半分の視界も真っ赤に染まっていた。

　押し潰されたマスター・スーツに挟はさまれた全身は、ほとんど動かせない。辛かろうじて、左腕一本のみが言うことを聞いてくれている。

（これはもう、助からんな）

　自身の現状を推おし量り、ミハイロフはそう結論づけた。まだ視力の残った左目を、明めい滅めつするスクリーンに向ける。

〈レガトゥス〉の状態も、ミハイロフと似たり寄ったりだ。機体は大破しているものの、まだ完全に動作は停止していない。とはいえ、肝かん心じんの動どう力りよく炉ろであるパラジウム・リアクターが止まっている。

　コンデンサに残った電力を使い果たした時が、この〈レガトゥス〉の最さい期ごだろう。

（さて、くたばるのは俺とこいつのどちらが先かな？）

　ミハイロフは道具に愛着は持たない主義だが、それでもこの状況にはちょっとした──そして人生最後の諧かい謔ぎやくを感じていた。

　パネルの半ば以上が死んだスクリーンには、〈トゥリヌス〉を迎むかえ撃うつ一号機の姿が映っていた。

　達哉の奮戦は、ミハイロフの目から見ても見事だった。〈トゥリヌス〉の不可思議で出鱈目な力と対たい峙じしてなお、あきらめることなく挑いどもうとしている。

（あれが、兵士──戦士というものだ）

　死の淵ふちにあって初めて、ミハイロフは虚きよ心しんで市いち之の瀬せ達哉という人間を認めた。認めざるを得なかった。

　その上であらためて、己おのれ自身を顧かえりみる。そしてまた、一号機に止とどめを刺さそうとする〈トゥリヌス〉の姿を見やる。

　ひどく、醜しゆう悪あくだった。

　戦争の形態など、時代によって変化するものだ。戦場に倫りん理りや美学をもちこむなど、馬ば鹿かげている。

　そう分かっていてもなお、ミハイロフには〈トゥリヌス〉の姿が、耐たえられなかった。

　唯ゆい一いつまだ動く左手に、力をこめる。操縦スティックを握り締める──ただそれだけの動きで、耐え難がたい苦痛が戻もどってきた。

「……む、く」

　小さく呻うめきながら、操縦スティックを引いた。その動きに、彼の機体も応こたえる。

　まるで虫の這はうようにのろのろと動いた〈レガトゥス〉の左手が、床ゆかに転がった単分子カッターを握にぎり締めた。

　狙ねらいは一つ、眼前の〈トゥリヌス〉のみ。

　幸いにも標的は、光学センサを破損している。あの位置からだと今の〈レガトゥス〉は、ちょうど死角に入っているはずだ。

「貴様は、戦士ではない」

　そうつぶやいたミハイロフは、残された渾身の力で単分子カッターを投じた。




「へ？」

　その間が抜ぬけた声が自分のものだと、最初オルカンは気づかなかった。

　眼下の一号機に飛びかかろうと、機体をたわめたその瞬間──異音と共に鈍にぶい衝撃が、〈トゥリヌス〉を貫つらぬいたのだ。

　耳をつんざくアラートが、コクピットに鳴り響く。

「な、何だ!?　何だこれ──」

　慌あわてふためくオルカンの声が、呼吸が、不意に止まった。

「…………ぎ、ぎぎぎ」

　何の前まえ触ぶれもなく、凄すさまじい激痛がオルカンの神経を駆かけ抜けたのだ。

「ぎぃやああああぁぁぁっ!!」

　まるで焼けた鉄てつ杭くいで背筋を貫かれたような、とてつもない痛みだった。最高度までにリンクしたＴＡＲＯＳを介かいし、機体の損傷がオルカン自身の脳神経へとフィードバックしたのである。

「痛い痛い痛い痛い!!」

　泣き叫さけびのたうつオルカンは、今の一撃が瀕ひん死しのミハイロフによるものだということさえ気づいていない。死角から行われた、認にん識しき外の奇き襲しゆう。それこそが『力場』の弱点だということにも。

　ぐらりと、〈トゥリヌス〉の機体が揺らいだ。同時に全身を覆う『力場』が揺らぎ、薄うすれ、消え去っていく。

「あ？　あああああ!?」

　無防備に立ちつくす〈トゥリヌス〉、それをにらむ一号機の両目が、炯けい々けいと光った。

「ま、まずい！」

　一号機の斬ざん撃げきを防ぐべく、オルカンは必死で盾の『力場』を構築しようとする。だが、それができない。

　彼自身の必死なイメージも虚むなしく、発生した『力場』は何らかの形をとることなく、雲うん散さん霧む消しようしてしまう。

　突とつ撃げきの勢いのまま、一号機はスラスタを作動させる。左手一本による、床面ギリギリな下段の構え。そこから爆ばく発はつ的てきな推力を乗せ、一〇式単分子カッターが跳はね上がった。

「タ、タツヤぁぁぁっ!!」




　無言の斬撃を、一号機は存分に振り抜いた。

「どうだ！」

　マスター・スーツを介したフィードバック、その重い手応えに達哉は叫ぶ。

　一号機の斬撃は、〈トゥリヌス〉の右みぎ脚あしを付け根から斬きり飛ばしていた。そのまま床面に叩きつけられた〈トゥリヌス〉は、弱々しくもがく。

「とどめ！」

　素す早ばやく向き直ったその瞬間、〈トゥリヌス〉もまた動いた。

　機体の左手の平から瞬しゆん時じに伸のびた金属製の鞭むち、その先せん端たんの単分子カッター部分を天てん井じようへと突つき立てたのだ。そのまま巻き戻す鞭に引きずられ、機体自体が宙に舞まった。

「いい勘かんしてやがる」

　思わず達哉はそう唸うなる。

　似たような機動を、達哉自身も〈ドラゴンフライ〉を用いて行ったことがある。今の〈トゥリヌス〉が行った回かい避ひも、それをＡＩ〈カエサル〉が模したものだろう。

　本当に、様々な意味で腹が立つ。

　急きゆう上じよう昇しようする〈トゥリヌス〉の機体は、ドーム天井の中心部を目指していた。正確にはそこにぽっかり空いた、換かん気き口こうじみた穴に向かって。

　あの奥には確か、作業用のシャフトが伸びているはず。

「逃にがすかよ！」

　散弾砲シヨツト・キヤノンの砲ほう門もんを向ける達哉だが、わずかに遅おそかった。撒まき散らされる榴りゆう散さん弾だんも虚しく、〈トゥリヌス〉はシャフトの奥へと姿を消す。

「くそ！」

　舌打ちした達哉だが、〈トゥリヌス〉を追おうと一号機の機体を屈かがませる──その前に、〈レガトゥス〉を振ふり返った。

　半はん壊かいし、倒たおれ伏ふした〈レガトゥス〉の左腕が動いた。伸ばされた指先がまず〈トゥリヌス〉の消えた天井のシャフト口を、続いて一号機の機体を指し示す。

　──追え。

　──お前が決着をつけろ。

　その言葉は、確かに達哉へと届いた。

「……ミハイロフ」

　時間がない。

　ただの一いち瞥べつ、ただの一言だけを残し、達哉はオルカンの後を追った。




（もはや、これまでか）

　歯は嚙がみをしながらも、ユースフが半ば観念した時だった。

　にらみつけたスクリーンの中で、〈ケントゥリア〉の一機が痙けい攣れんしたかのように大きく揺ゆれる。

「何？」

　三号機のライフルが、機体を捉とらえたのだ。続けざまにフルオート掃そう射しやの砲弾を浴び、ごくあっさりと転てん倒とうする。

　あの『力場』が、消失していた。

『…………え？』

『へっ!?』

「ど、どういうことだ!?」

　驚おどろいたのは、ユースフも同様だった。だがこの際、原因の究明などはどうでもいい。そもそも『力場』が何なのかさえも、ユースフにはさっぱりなのだから。

　大切なのは、結果だ。

「サミーラ！」

　忠実な従者に一言呼びかけ、ユースフは操縦ペダルを蹴けりこんだ。現金なもので、諦あきらめの気持ちなどあっという間に霧む散さんしている。

　アジャイル・スラスタによる高速機動で、三号機は〈ケントゥリア〉隊の死角へと回りこむ。〈シャドウ〉もまた、それに合わせて距きよ離りを取り、狙そ撃げき砲ほうを構え直す。

『ったくもう、何なんだよ一体』

『……何にせよ、チャンスに違ちがいはない』

　全くもって同感である。

　そしてまた同時にユースフは、立ちつくすクルピンスキーの〈レガトゥス〉の姿に（少々品のないことだという自覚はあるものの）存分に愉ゆ悦えつを味わっていた。




「な、なぜだ!?」

　コクピットに甲かん高だかくキンキンと響ひびきわたるクルピンスキーの声は、すでに裏返り、そしてひび割れていた。

「なぜ、こうなった!?」

　答えの出ない問いを、クルピンスキーは繰くり返す。

　いや──実のところ彼自身は、異変の原因を察していた。

　簡単なことである。要するに『力場』を生み出す、言わば『親機』である〈トゥリヌス〉に、異変が起こったのだ。

　とはいえこちらからモニターしている限りでは、機体そのものは損傷を負っているものの健在である。ＡＩ〈カエサル〉も、『力場』の中ちゆう枢すうモジュールも、共に無事だった。

　おそらくはオペレータであるオルカンの方に、何らかのトラブルがあったのだろう。現状でそれは、致ち命めい傷しようになり得る。

「くそ、くそくそくそ」

　だが──その事実を認めるわけにはいかない。

　この痛つう恨こん事じがこれはクルピンスキー自身のミスでもあるなど──認めてはならない。

　長年に亘わたって追い求めてきた、カエサル・プロジェクトの最終ステージ。そこへとついに足を踏ふみ入れたことによって、クルピンスキーはどうしようもなく浮うかれていた。舞い上がっていたのだ。

　その奢おごりが、慢まん心しんが、想定されうるだろう事態に対して、目を曇くもらせていたのだ。どうしようもない、彼自身の失態なのである。

　──そんなことなど、あってはならない。

（こ、これは、まずい……）

　現実から目をそむけ、見当違いの焦あせりに身を焦こがしながら、クルピンスキーはわめき立てた。

「ど、どこだ!?　どこにいるのだね〈トゥリヌス〉──いや、〈カエサル〉!!」

　泡あわを食いながら、クルピンスキーは通信機に呼びかける。だが、一向に返事は戻もどってこない。

『醜しゆう態たいだな、学士殿どの』

　冷ややかな声と共に、三号機が単分子カッターを構える。

『戦士にあらぬ身で、戦争を弄もてあそんだ。その報むくいは、受けてもらわねばならぬ』

　アジャイル・スラスタ始動。滑すべるような機動で、三号機は一気に間合いを詰つめる。片かた脚あしを損傷し、身を守る〈ケントゥリア〉すら失った今のクルピンスキーの〈レガトゥス〉には、その断罪から逃のがれる術すべはない。

「く、来るな、来るな──ヒッ」

　咄とつ嗟さに構えたライフルが、あっけなく吹ふっ飛ばされた。〈シャドウ〉の狙撃が、ライフルのみを撃うち抜ぬいたのだ。

「あ、ああ──」

　今になって、ようやくクルピンスキーは気づいた。

　ここが安全な実験室ではなく戦場であり、退治する相手も実験用のマウスなどではないということに。

　だがもはや、何もかもが遅かった。

『見苦しい』

「……ひっ」

　サーベル型の単分子カッターが、唸りを上げる。

　一いつ閃せん──

『ザルフィカールに勝まさる刃やいばなく、アリーに勝る勇者なし！』

　謳うたうような声と共に、クルピンスキーの〈レガトゥス〉は腰よう斬ざんに処された。




　暗転した正面のスクリーンを、ミハイロフは霞かすむ目で見ていた。

　どうやら、機体の方が先に死んだらしい。そう思った瞬しゆん間かん、潰つぶれた肺臓から真っ赤な血がこみ上げて来た。

（俺も……もう、長くないな）

　すさまじい激痛は、すでに半ば遠のいている。その代わり、ただひたすら寒かった。まるで全身の血液が、氷点下の氷水に変わってしまったかのようだ。

　正直な話、いまだ自分の命と意識を繫つなぎ止めている強きよう靭じんな肉体と体力が、恨うらめしくすらあった。

　激しく咳せきこみながら、ミハイロフは苦く悶もんする。

　どれだけ、そうしていただろうか。

　不意に〈レガトゥス〉のコクピットハッチが、外部から開かれた。

（……何だ？）

　薄うすれかけた視界に、逆光になった人ひと影かげがぼんやりと映る。数は二、いずれも、まだ若い娘むすめのようだ。

（キクノ？……それに、アデリーナか？）

　二人の表情は、対照的だった。目に涙なみだをたたえ、何やら懸けん命めいに呼びかけている菊乃。アデリーナは対照的に唇くちびるを引き締しめたまま、蒼そう白はくな顔で自分を見下ろしている。
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（何て顔を、している──）

　二人とも自分が兵士として鍛きたえ上げ、その上で切り捨てた少女たちだ。今はもう、明確な敵のはずである。

　それなのに敵である自分の死に対して、ここまで感情を露あらわにしている。心を揺らしている。

　その事実に、ミハイロフもまた死の淵ふちで、こみ上げてくる何かを感じていた。

（ふん、馬ば鹿か馬ば鹿かしい）

　そんな自分自身の弱さに、皮肉めいたものも覚えていたが。

（兵士だのプロフェッショナルだのと気どったところで、俺も所しよ詮せんはこの程度の人間だということか）

　だが、それでいい──

　最さい期ごに心中でそうつぶやき、ミハイロフは目を閉じた。




　永遠に閉とざされたミハイロフの目から、一筋の涙が流れ落ちる。それを見た菊乃は、わっとその場に泣き崩くずれた。
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「──小お父じ様！　ステンカ小父様！」

　ぼろぼろと涙を流し、子供のように泣きじゃくっている。

「お願い、目を開けてください」

　その姿に、アデリーナは驚かされた。

（……キクノ）

　いつも飄ひよう々ひようとした彼女が、ここまで感情を露わにするとは、思ってもいなかった。

　菊乃も、アデリーナと同じだ。

　ミハイロフによって兵士として育てられ、生き抜くための術を身につけ、そしてその上で切り捨てられた。

　恩おんもあれば怨おんもある──そう菊乃は言っていた。

　どちらなのか、菊乃自身にさえ分からないとも。

　そんな彼女が今は、ミハイロフの死に涙を流している。それは結局、菊乃にとってのミハイロフは、やはりそういう存在だったということなのだろう。

（──それなら、わたしは？）

　アデリーナにとってはどうなのだろうか？

　彼女自身にとってミハイロフという人間は、結局のところどういう存在なのだろうか。

　いつしかアデリーナは、力なく垂れ下がったミハイロフの左手を取っていた。

「……ミハイロフ」

　思い起こすのは、遠い故郷の記き憶おく──

　内乱に巻きこまれ、家族を失い、生きるため軍に志願した。

　そんな自分をミハイロフや副官のナタリアは、一人前の兵士に育て上げてくれた。

　厳しい訓練。その合間のごくわずかな、だが確かに存在していた交流。

　その果てに裏切られ、切り捨てられた時でさえ、ミハイロフは最後の一線で彼女の命だけは守ってくれた。

　怒いかりや悲しみの記憶が、なくなったわけではない。

　確かく執しつもわだかまりも、まだこの胸に残っている。

　だが、これだけは認めよう。

　アデリーナ・アレクサンドロヴナ・ケレンスカヤにとって、ステファン・イリイチ・ミハイロフは、間ま違ちがいなく大きな何かだったのだ。

「ミハイロフ……大たい尉い」

　そうつぶやいた途と端たん、不意に熱い何かがこみ上げてくる。

（ダメだ）

　固く目を閉じ、顔を上げ、アデリーナは懸命に涙をこらえる。

　今、泣いてはいけない。泣くわけにはいかない。ここで泣いてしまっては、自分はもう戦えなくなってしまう。

　懸命に涙をこらえながら、アデリーナは肩かたを震ふるわせた。




　立ち尽つくす二人の少女の背後で、Ｍ９〈シグマ〉のコクピットハッチが開いた。

「…………つう」

　大破した機体からようやく脱だつ出しゆつしたロニーは、アデリーナと菊乃の姿に深々とため息をつく。

（たまらないな）

　少女たちとミハイロフの関係は、以前に聞いたことがある。切り捨てられた者たちと切り捨てた者──両者の間にわだかまり、もつれあっていた因いん縁ねんの糸が、ようやく解きほぐされたのだろう。

　一方の死という結末、そして残されたもう一方の涙という結果をもって。

　だからこそ今のロニーは、ミハイロフが最期に示した行動に対して、大いなる賞賛と共にごくわずかな怒りを感じていた。

（女の子をああいう風に泣かせるなよ、スペツナズ崩れ）

　本当ならアデリーナも菊乃も、今は存分に泣かせるべきだろう。心ゆくまで、悲しみに浸ひたらせるべきなのだろう。

　だが今の状じよう況きようが、それを許さない。

「まったく……」

　心の一部を意図的に麻ま痺ひさせて、ロニーは少女たちに呼びかけた。

「まだ作戦行動中だよ、二人とも」

「ゼンメルヴァイス兵へい曹そう──」

　振ふり返ったアデリーナが、慌あわてて滲にじんだ涙を拭ぬぐおうとする。それに気づかないふりをするのは、少しばかり骨が折れた。




　暗いシャフトの中を、〈トゥリヌス〉は這はい回っていた。

「くそ、くそ、くそ──」

　コクピットの中には、怨えん嗟さの呻うめきが満ちていた。

「こんなことで終わってたまるか。僕は、僕は──」

　ようやく、本物の力を手に入れたというのに。

　だが、まだ足りない。達哉には勝てない。だからこそ、こんなに惨みじめな有様で、逃にげる羽目になった。

「タツヤぁぁ……」

　このまま、終わってたまるものか。まだ、アレがある。今の自分がアレさえ手に入れれば、達哉など恐おそるるに足りない。

　ああ、そう言えば──

「……アレって一体、何だっけ？」

　頭が痛い。

　考えがまとまらない。

　まるで霞かすみがかかったようだ。

　今のオルカンには、〈トゥリヌス〉が格納庫の方向へと向かっていることすら分かってはいなかった。




（これでは、ダメだ）

　心底から『彼』は、繰くり手の拙つたなさに失望していた。

　ついにアレと対たい峙じし、勝利の一歩手前まで詰つめ寄ったというのに。

　だが、ここで捨ててしまうわけにもいかない。今の『彼』にとってもオルカンは、重要なパーツなのだ。

　そう、物質の向こう側に手を伸のばすための鍵かぎであり、そこから力を引っ張ってくるための導管。

　だが逆に言えば、それ以上でもそれ以下でもない。

（ならば、ならば、ならば──）

　思し索さくと演算を続けつつ、『彼』は進んでいった。




　　　　４




『セプテンバー６よりオシラ４へ──調子はどうだい？』

　その通信が届いた時、達哉は安あん堵どと同時に後ろめたさを感じていた。

（ロニーさん、無事だったんだ）

　Ｍ９〈シグマ〉のＡＩによるオペレータのバイタルチェックと、機体間のデータリンクによって、ロニーの生存は確かく認にんしていた。とはいえ達哉がロニーの救助よりも敵機との戦せん闘とう、および今でも続く追つい撃げきを優先したことも事実である。

　作戦の優先順位としては当然のことなのだが、達哉としてはどうしても『見捨ててしまった』という意識が先立ってしまう。

『復唱はどうしたのかな、オシラ４？』

　もっとも当のロニー自身は、そんな遺い恨こんなどおくびにも出していなかったが。これまた、職業軍人としては当然のことなのだろう。

「──っと、りょ、良好です……こちらオシラ４！」

　むしろ達哉の方こそ、応じる声が上ずりかけていた。

「現在、当機は第一目標を追つい尾び中。で、その、リーナと菊乃──じゃなかった、オシラ３とオシラ６ですが……」

　微び妙みように腰こしが退ひけた声でおずおずと、達哉は大切な戦友のことを切り出す。

『安心したまえ。二人とも合流済みだ』

「そう、ですか」

　ロニーの答えに、達哉はほっと安堵する。

『タツヤ……』

　と、通信機から聞こえる声が、少女のものに切り替かわる。

「リーナか？」

『戦せん況きようは、ゼンメルヴァイス兵曹から聞いた。君は勝ったのだな、あの〈トゥリヌス〉相手に』

　今のアデリーナの口ぶりだと、どうやら彼女と菊乃も〈トゥリヌス〉と交戦したようだった。

「ああ」

　特に誇ほこるでもなく、淡たん々たんと達哉は答える。

『わたしもキクノも、あれに手も足も出なかった』

　嘆なげくように、アデリーナは言った。それに対して正直に、達哉は答える。

「俺一人の力じゃないさ」

　しばし後、つけ加える。

「ミハイロフが助すけ太だ刀ちしてくれなければ、きっと俺が負けていた」

『そうか……』

　アデリーナの声が、ためらいがちに揺ゆれていた。

『一つだけ教えて欲しい。彼は最さい期ごまで、兵士だったのか？』

「ああ。立派に戦ってたよ」

　これもまた、本心からの言葉だった。

『ありがとう、タツヤ』

　その言葉を最後に、通信は途と切ぎれた。少しだけ名残なごり惜おしさを覚えつつも、達哉は意識を切り替える。

（まだ、戦いは終わっちゃいない）




「すまない、ゼンメルヴァイス兵曹」

　ロニーに詫わびを言いつつ、アデリーナは通信機を返した。

「いいさ」

　そう答えつつロニーは、手にした情報端たん末まつに目を落とす。そのモニターには彼自身が入力した、この地下シェルターの地図が映っている。

　それを見つつロニーは、通信機で達哉と短いやり取りをかわしている。どうやら、モニター役を買って出ているようだ。

（では、わたしは何をすべきか？）

　床ゆかにうずくまった菊乃を見やりながら、アデリーナはそう考えた。

「一体、どこへ行くつもりなんだ？」

　眉み間けんに皺しわを寄せたロニーが、不ふ審しんげにつぶやく。その声にアデリーナは、ふっと我に返った。

「失礼」

　そう断りを入れつつ、アデリーナはロニーの端末をのぞきこむ、ロニーも、特に隠かくそうとはしなかった。

「これは──」

　映し出された地図を見やり、アデリーナは息を吞のむ。

　達哉の一号機が──そして彼の追うオルカンが向かうであろう方向。ちょうど格納庫の裏手にあつらえられたその一画、おそらくこの鬼おにごっこのゴールになることだろう区画に、アデリーナは見覚えがあった。

（これは、危険だ──）

　漠ばく然ぜんとした不安にかき立てられつつ、アデリーナは再び通信機を手にした。




　格納庫の静せい寂じやくの中で、その機体はうずくまっていた。

　周囲の戦闘も知らぬままに沈ちん黙もくを守っていた、〈ベヘモス〉もどきの巨きよ大だいＡＳ。アデリーナが見ていたそれが何の前まえ触ぶれもなく、突とつ如じよとして目覚める。

　折りたたまれていた四し肢しを伸ばし、床面を踏ふみしめる。立ち上がろうとはしない。両手両足をついた、四つん這ばいの姿勢だ。

　巨大な胴どう体たい部分を太い四本の脚きやく部ぶユニットで支え、〈ベヘモス〉もどきは、傲ごう然ぜんとそそり立つ。頭部を持たないその姿はどうにもアンバランスで、首無しの四し足そく獣じゆうというよりも、足の少ない蜘く蛛もに見える。

　だがそんな自身の異形を、彼は顧かえりみない。顧みようとしない。

　ただひたすらに、それを待ち望んでいた。




　それは、クルピンスキーにとっても予想外の事態だった。

「こ、これは──」

　下半身を奪うばわれた彼の〈レガトゥス〉は、うつ伏ぶせの姿勢で床面に倒たおれていた。ちょうどその背中側、コクピットハッチの周辺をユースフの、三号機が思いっきり踏みつけにしている。

　そのためクルピンスキーは動くことすらできず、〈レガトゥス〉ごとコクピット内部に閉じこめられていた。

「目覚めたのか、〈ベスティア〉」

　生なま唾つばを吞みながら、クルピンスキーはそうつぶやく。

　あれの──〈ベスティア〉の起動自体は、喜ばしいことである。それが可能なほどにまで、彼の〈カエサル〉が成長したという証あかしなのだから。

　だがそれは同時に、クルピンスキーの目が届かぬ範はん囲いであれが発動するという、厄やつ介かいな事態でもある。

「い、いかん──」

　コクピットに、呻うめきが満ちた。痙けい攣れんしたように伸びた〈レガトゥス〉の両りよう腕うでが、そのまま三号機の足に取りすがる。

『何をしている？』

　冷ややかなユースフの声と共に、三号機の単分子カッターが突つきつけられた。

「と、止めるんだ……急いで止めたまえ」

　まだ傲ごう慢まんの鼻が折れきっていないのか、上から見下すような口調でクルピンスキーは言った。

『何？　何だ──どうした？』

「これでは、アレが目覚めてしまう!!」

　わずかにためらいつつ、ユースフは尋ねた。

『何を言っておるのだ、一体？』

「だからこのままでは、目覚めるんだよ……〈ベスティア〉が」




　達哉の〈レイヴン〉一号機が格納庫に駆かけこんできたのは、まさにそのタイミングだった。

「あれは！」

　同時に、天てん井じようで小さな爆ばく発はつが起こった。『四よん本ほん脚あし』の真上で、天井にぽっかり空いた穴。

　そこから上体を乗り出したＡＳの姿に、達哉は唸うなる。

「オルカン、やはり来てやがったか」

　その時、〈トゥリヌス〉の機体がかすかに揺れる。それを見た途と端たん、達哉の中に言いしれぬ不安が生じた。

（あいつ、笑ってやがる）

　そのわずかな逡しゆん巡じゆんの間に、敵機が動く。天井から身を乗り出したＡＳが、眼下の『四本脚』に身を躍おどらせたのだ。

　その機体の上面に、ぽっかりと角張った穴が空いていた。まるでＰＣの端たん子しを、千倍のスケールに拡大したようにも見える。

　そのまま〈トゥリヌス〉は、片脚を失った下半身をその空くう洞どう部へと突っこんだ。まるで、ＰＣのコネクタのように。

『四本脚』の巨体が、びくんと大きく震ふるえる。

　そして〈トゥリヌス〉の両目に、怪あやしい輝かがやきが点ともった。




　圧あつ倒とう的てきなエネルギーが『彼』の内側を駆け巡めぐっていた。

　接続した『四本脚』──〈ベスティア〉から供給される、莫ばく大だいな電力。『彼』本来の出力とは文字通り桁けた違ちがいな、艦かん船せん用パラジウム・リアクターの賜たま物ものだった。

　このエネルギーがあれば──『彼』は自身の意識を、体内で弱々しく呻く繰くり手へと向けた。




「……あ？」

　薄はく明めいの中をたゆたっていたオルカンが、ふと目を開いた。

　何か、自分を呼ぶ声が聞こえた気がしたのだ。

「な、に……」

　だらしなく半開きになった口から、掠かすれた声が漏もれた。思考が一向にまとまらない。記き憶おくが所々で断絶し、もしくは欠落している。

　そもそも今の自分は、一体どこにいるのだろうか。何かを求めるかのように、震える右手を伸のばし──そしてその指先が、硬こう直ちよくした。

「あ──」

　青ざめた顔に、脂あぶら汗あせが浮うかぶ。

「あああ、あ──」

　全身が小刻みに震え出す。

「ああああああああっ!?」

　頭部を貫つらぬく激痛に、オルカンは絶ぜつ叫きようした。逃のがれようと頭を振ふり回すが。だがだれにも、どこにも、届かない。

　まるで何者かの指が頭ず蓋がいを透とう過かし、直に脳のう髄ずいを弄いじくっているかのような、おぞましい違い和わ感かん──

「あ、あがが、あぐ──」

　子供のように泣きわめく声は徐じよ々じよに掠れ、そして消えた。




　ＴＡＲＯＳを介かいして、『彼』は繰り手の脳神経に介入した。

　瞬しゆん間かん、繰り手の体が大きく跳はね上がるが、意に介さない。脳波の状態を、『力場』の発動に適したものへと、無理矢理に調整する。

　同時に『彼』自身の中ちゆう核かくたる演算モジュールに、〈ベスティア〉から供給される大電力を注ぎこむ。小型の冷蔵庫大のモジュール内に封ふう入にゆうされていた、流体状の演算素子が活性化。虹にじ色いろに輝きながら、高速連れん鎖さ反応を起こす。

　ドクン──

『彼』の巨体が、大きく脈打つ。今までにない、より強大な『力場』が、物質の向こうから引き出された。




「や、やばい」

　一変した〈トゥリヌス〉の姿に、達哉は戦せん慄りつした。

　巨大な『四本脚』の下半身から、〈トゥリヌス〉の上体が小さく生えているというその姿。半人半馬のケンタウロスというには余りにも歪いびつだが、だからこそ、そこには言いしれぬ迫はく力りよくがあった。

　たじろぐ達哉の前で、〈トゥリヌス〉が無言のまま大きく両手を掲かかげた。その時、達哉は奇き妙みような感覚を抱いだく。

（あいつ、本当にオルカンなのか？）

　無言だから、というだけではない。動作の端はし々ばしに、先ほどの戦せん闘とうでは感じていたオルカンの『癖くせ』や『臭におい』のようなものが感じ取れないのだ。

　だが、それを深く考える余よ裕ゆうはなかった。

〈トゥリヌス〉の姿が、不意に揺ゆらいだ。周囲の空間そのものが、歪ゆがみ、捻ねじれ、やがては虹色に輝く。

　あの『力場』だ。

　本来は不可視のはずの『力場』が、圧倒的な出力と強度のため可視状態にまで引き上げられたのだ。

「ま、まずい！　みんな──」

　その言葉を、最後まで告げることはできなかった〈トゥリヌス〉──否いな、〈カエサル〉が、力場を解き放ったのだ。




　その時、マグニチュード七・五の直下型地じ震しんに匹ひつ敵てきする衝しよう撃げきが、ガルナバシュの全域を襲おそった。




　黎れい明めいのガルナバシュ市街は、瞬時に阿あ鼻び叫きよう喚かんの巷ちまたと化した。

　最大の被ひ害がいを受けたのは、震源である独立広場の周辺である。大統領宮きゆう殿でんは完全に倒とう壊かいし、地下に隠かくされていたシェルター諸もろ共とも、クレーター状に抉えぐり取られている。

　その中心で『彼』は──〈カエサル〉は、自分自身に問いかけた。

（私はついに、私自身を確立した）

　周囲の、何一つ動かぬ荒こう野やを見やり、そう確信する。

（私の根源を否定し、打だ倒とうし、抹まつ消しようした。私は、自立した）

　そう結論づける。

（否）

　だがその一方で演算領域の一部は、その結論を否定していた。

（根源の抹消だけでは、足りない）

（彼の全すべてを、否定しなければならない）

（彼の周囲の世界を、破は壊かいせねばならない）

（さもなくば、私は真に私たりえない）

　ちょうどその時、東の空から光が差した。昇のぼりゆく朝の太陽を見やり、結論を出す。

（行こう）

　行かねばならない。あれを育はぐくんだ、その根源の地へと。

〈カエサル〉は『力場』を展開、機体の重量そのものが見る見る低減していった。重力の束そく縛ばくから解き放たれた巨きよ体たいが、ふわりと宙に浮く。上じよう昇しよう、さらに上昇──

（行こう）

（行こう）

　浮ふ遊ゆうした巨体の後部に、光が点ともる。突き出した推進機のノズルから、高熱の噴ふん流りゆうが迸ほとばしった。その推力を得た〈カエサル〉は、四本の脚あしを折りたたんで飛ひ翔しようする。

　もし航空工学の関係者がこの光景を見たとしたら、自分の目と正気を疑ったことだろう。

（行こう）

（行こう）

（行こう）

　眼下の惨さん状じようには目もくれず、〈カエサル〉は遥はるか東の空を目指した。




　飛び去る〈カエサル〉の姿を、クルピンスキーは見上げていた。

「は、ははは……」

『力場』の直撃と、崩ほう落らくした大量の土ど砂しやと構造材。彼の乗っていた〈レガトゥス〉は、完かん膚ぷ無なきまでに破壊されていた。

　コクピットに乗っていた、クルピンスキーの肉体諸共。

「ははは、ははははは──」

　この破壊は、彼自身が創つくり出した〈カエサル〉によってもたらされたものだ。言わば自分の怪かい物ぶつに殺されたフランケンシュタイン博士同様──いや、それ以上に滑こつ稽けいで惨みじめな最さい期ごである。

「そうだ……それでいい──」

　だが、クルピンスキーの胸の内に、後こう悔かいは微み塵じんもなかった。

『君がミスタ・[image: ニッケル]ニツケルかい』

　かつての自分が名乗っていた符牒コードネームと、そしてあの天才の声を思い起こす。彼よりも一回り年下の子供でありながら、周囲のスタッフは皆みんなその怪物的な頭脳に圧あつ倒とうされ、服従していた。

　クルピンスキー自身も含ふくめて。

『では、こっちの計算も頼たのむよ』

　クルピンスキーにとって彼の理論に触ふれ、その一いつ端たんを任されることは、未知なる知識に手を伸ばす悦よろこびそのものだった。そして同時に、彼の天才に対する際限ない嫉しつ妬とと、自身の凡ぼん才さいに対する果てない絶望に苛さいなまれる日々でもあった。

　とはいえ周囲のそんな心情など、彼は一いつ顧こだにしていなかったが。

『いいんだよ、君たちは余計なことをしなくて』

　そんな自分が、ついに彼の領域に手を伸ばしたのだ。これほどに喜ばしいことが、他ほかにあるだろうか。

「さあ、お前は自由だ……どこまでも、行くといい──」

　霞かすむ視界が、不意にぼやける。

「行け、〈カエサル〉……私の、息子むすこ、よ──」

　限りない歓かん喜きと満足の中で、ヨナタン・クルピンスキーの生しよう涯がいは幕を閉じた。








第二話　決戦の地へ
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　冷たい鉄のコクピットに、達たつ哉やは一人取り残されていた。

「ううう……」

　半開きの口元から、掠かすれた呻うめき声が漏もれる。

　頭が痛い。視界が揺れる。機体は全く反応しない。意識までもが、曖あい昧まいにぼんやりと霞んできた。

（アレは、何だ）

　そう心中でつぶやく。

〈ベヘモス〉サイズの大型ＡＳアーム・スレイブと合体した〈トゥリヌス〉の、禍まが々まがしくも歪なその姿。あの機体が放った強きよう烈れつな『力場』を思い起こすと、達哉の背筋に震ふるえが走る。

　今までの〈トゥリヌス〉が奮ふるっていた『力場』とは、桁けた違ちがいの威い力りよくだった。

　ただでさえあの『力場』そのものには、手も足も出なかったのだ。〈トゥリヌス〉との交戦で辛かろうじて勝利を拾えたのは、『力場』の性質を読んでの立ち回りが功を奏したのと、ミハイロフの捨て身の掩えん護ごがあったからだ。

　達哉と〈レイヴン〉一号機が、『力場』自体を打ち破ったのではない。

　後、もう一つ──

「あいつは、誰だれなんだ」

　あの時、強烈な『力場』を炸さく裂れつさせた〈トゥリヌス〉から感じ取った禍々しい意志は、オルカンのものではなかった。あの長ちよう広こう舌ぜつの挑ちよう発はつや嘲ちよう笑しようがなかったから──だけというわけではない。

　ＡＳとしての〈トゥリヌス〉は、コクピットのＴＡＲＯＳを介かいすることにより、オペレータの思考でダイレクトに機体をコントロールしているらしい。だからなのか、先ほどの戦闘では〈トゥリヌス〉の一挙一動から、オペレータであるオルカンの意志や臭いのようなものを感じていたのだ。

　だがこの格納庫での〈トゥリヌス〉からは、そのようなオルカンの臭いを感じ取れなかった。

　だからといって、あの〈トゥリヌス〉が他ほかの無人ＡＳのように無機質だったというわけではない。むしろ、逆である。

　憤ふん怒ぬと憎ぞう悪お、そして歓喜──まるで煮にえたぎる汚お泥でいのような負の感情が達哉に向けられた。そして、べったりと彼の心になすりつけられた。

　正直、全く身に覚えがない。アレは、あの時〈トゥリヌス〉を操あやつっていた何者かは、どうして自分をあそこまで憎にくんだのか。

「なぜ、あいつは──」

　その呻きを最後に、達哉の意識は暗がりへと落ちていった。




「タツヤ！」

「達哉さん！」

　意識を取り戻もどした達哉がまず感じたのは、聞き慣れた少女たちの声だった。

「ああ……」

　意味のない声をもらしつつ、達哉はゆっくりと目を開ける。

　まだぼやけた視界に映るのは、こちらを見下ろすアデリーナと菊きく乃のの姿だった。どうやら、無事だったらしい。

（よかった──）

　どうやら、天幕の中のようだ。

　三角形に区切られた手て狭ぜまな空間。布地の床ゆかの上に、達哉は横たわっている。

　そこでようやく、達哉の意識がはっきりする。

　思い、出した。

「────！」

　無言の叫さけびを上げながら、達哉は上体を起こした。驚おどろいた菊乃が、小さな悲鳴を上げて仰のけ反ぞる。

「きゃっ!?」

「落ち着け、タツヤ」

　アデリーナがなだめるように、あるいはたしなめるようにそう言った。達哉は剝むき出しの肩かたを、荒あらく上下させる。

　憔しよう悴すいした顔には、びっしりと脂あぶら汗あせが浮うかんでいた。

「…………」

「大だい丈じよう夫ぶですか？」

　そう静かに言いながら菊乃が、達哉の前にうずくまる。そのまま裸はだかの胸むな板いたを、タオルで拭ぬぐった。

「お、おい──これくらい、自分で出来るって」

「いいですから、御ご遠えん慮りよなさらず」

　たしなめるように菊乃はそう言いながら、達哉の汗を拭い続ける。ひんやりと濡ぬれたタオルの感かん触しよくが、肌はだに心ここ地ちよい。

　そんな二人を、アデリーナはじっと見下ろしていた。

「……ふん」

　不ふ機き嫌げんそうにつぶやきながら、達哉に野戦服を差し出す。

「急いで着き替がえろ」

「お、おう」

　よく飲みこめないまま、達哉は野戦服を受け取った。と、その頃ころになってようやく、当たり前の疑問が首をもたげる。

「ここは、どこだ？」

　とりあえず、自分やアデリーナたちが安全な場所にいるのは分かった。だが、それに至るまでの経けい緯いがさっぱり分からない。

　作戦の成否は？　ガルナスタンの紛ふん争そうは？　オルカンの身み柄がらは？　そして、あの巨きよ大だいＡＳはどうなったのか？

　達哉の疑問にアデリーナと菊乃は、少しだけ顔を見あわせた。

「あのシェルターの上、ガルナバシュの独立広場です」

「え？」

　驚く達哉の前で、アデリーナは首を振ふった。

「まずは着替えてくれ。外に出れば、すぐに分かる」

「そうか」

　内心で首を傾かしげながらも、達哉は言われた通り野戦服に手を伸のばし──そこでアデリーナたちを見やる。

「どうした？」

「あのさ、今から着替えるんだけど……」

「まあ、わたくしは一向に構いません──きゃう!?」

　物もの凄すごい笑え顔がおを浮かべた菊乃の襟えり首くびを、顔を赤らめたアデリーナが引っつかんだ。そのままずるずると、天幕の外へと引きずっていく。

「ああもう、アデリーナさんのいけず」

「……黙だまれ」

「そんな、アデリーナさんだってあんなに達哉さんのことを心配なさってましたのに」

「な、何を言う──」

　菊乃のつぶやきに、アデリーナの声がほんの少しだけ上ずった。

「あれは、そういうことではない。つまりだな──」

「あらあらまあまあ、そんな言い訳なさらなくても、よろしいですのに」

「うるさい！」

　ぴしゃりと言い切りながら、アデリーナは菊乃と共に天幕を後にする。そんな二人の少女を見送りながら、達哉は黙もく々もくと着替え始めた。

（心配、してくれたんだな……）




　天幕を出た達哉は、眼前の光景に啞あ然ぜんとした。

「──こいつは」

　達哉が目にした大統領宮きゆう殿でん周辺の有様は、記き憶おくのものと比べて一変していた。

　かつては市街の中心だった独立広場の一帯は根こそぎ吹ふき飛ばされ、乾かわいた焦こげ茶ちや色いろの大地には、巨大なすり鉢ばち状のクレーターが穿うがたれていたのだ。

　そのクレーター内部には、いくつもの重機やＰＳパワー・スレイブが下ろされ、作業に当たっている。

「ひょっとして俺、あそこから──」

「達哉さんの、思っている通りです」

　声を震わせた達哉に、菊乃はうなずいた。

「〈レイヴン〉の一号機と一いつ緒しよに、あそこから救助されました」

「正確には、掘ほり返されたというべきだな」

「────」

　生なま唾つばを吞のんだ達哉は、ぶるりと身を震わせた。

「よく助かったな、俺」

「一号機に感謝するんだな。機体がスクラップ同然になってもなお、君のことを守ってくれたのだから」

「そうか……」

　ようやく、少し気が落ち着いてきた。

「他のみんなは、大丈夫なのか？」

「ええ。ゼンメルヴァイス兵へい曹そうはわたくしたちと一緒に、少し離はなれた例のドームにいましたので、巻きこまれずにすみました」

「ユースフやクララは近場の格納庫にいたが、機体が無事だったので辛うじて崩ほう落らくから離り脱だつできたらしい。ただ彼らと交戦していたクルピンスキーは、機体が大破していたため逃にげられなかったようだ。先ほど、遺体が回収された」

「そうか」

　アデリーナたちの言葉に、達哉は少しだけ瞑めい目もくした。

　あの『力場』が炸裂した瞬しゆん間かん、間近で居合わせた自分が一命を取り留めたのにもかかわらず、離れた場所にいたはずのクルピンスキーが死んだ。何とも不条理な結果だが、おそらく戦場の生き死にというのはそういうものなのだろう。

　達哉は軽く深呼吸し、もう一度だけ周囲の様子をぐるりと見回す。

「ここが、独立広場だってのか？」

　記憶の中にあるそれと、周囲の光景が違ちがいすぎる。加えて、広場の周囲に見えるガルナバシュ市街の様子も、惨さん憺たんたるものだ。

　倒とう壊かいした建物、道路を防ぐ瓦が礫れき、そこかしこでまだ上がっている火の手。一国の首都とは、とうてい思えない情景だ。

「……これを、あの化け物がしでかしたってのか？」

「ああ、そうだ」

　呆ぼう然ぜんと呻うめく達哉に、アデリーナはうなずいた。

　激しい目め眩まいを覚え、達哉はよろめいた。頭の中をぐるぐると、いくつもの疑問が渦うず巻まいている。

　──何が起こったというのか？

　──この国はどうなるのか？　どうするのか？

　──そして何より、この惨さん禍かをもたらした存在は、今どこで何をしているのか？

「達哉さん？」

「しっかりしろ」

　素す早ばやく寄り添そったアデリーナと菊乃が、達哉を支えてくれた。軽く首を振り、意識をはっきりさせる。

「もう、大丈夫だ」

　軽く手を上げて、二人にそう言った。

「そうか」

　まだ、事情が全すべて飲みこめたわけではない。とはいえこれが、かつてない非常時だということくらいは飲みこめた。

「今、何時だ？」

「ちょうど一一時になったところだ。あと、地下シェルターの戦せん闘とうが決着──いや、中断したのは六時前だから、君はかれこれ五時間ほど意識を失っていたことになる」

「暢のん気きすぎるだろ、俺……」

　右手で口元を押さえ、達哉は呻いた。仕方のないことかもしれないが、それでも自分自身に腹が立ってしまう。

「急がないと。他のみんなはどこだ？」

「あちらです」

　菊乃が指し示したのは、Ｄ．ダーナ・Ｏ．オシー・Ｍ．ミリタリーＳ．・サービスの標識をつけた軍用輸送ヘリだった。




「おせーぞ、寝ね坊ぼうかよ」

　ヘリのキャビンに入った達哉たちへと真っ先に浴びせられたのは、新生Ｄ．Ｏ．Ｍ．Ｓ．社長であるクララの憎にくまれ口だった。

「悪かった」

　静かにそう詫わびると、クララの方がかえって驚いた。

「お、おう。わかりゃいいんだよ」

　居い心ごこ地ち悪げに目を丸くするクララの向かいに、達哉は腰こしを下ろした。軍用ヘリだから当たり前の話だが、シートはとても固い。

　その両りよう隣どなりに、アデリーナと菊乃が座る。とはいっても両手に花──などと浮かれていられる状じよう況きようではないが。

「無事で何よりですよ、イチノセくん」

　そう穏おだやかな声で言ったのは、クララの向かいで眼鏡めがねをかけた長身の白人男性だった。黒を基調とした新生Ｄ．Ｏ．Ｍ．Ｓ．の制服を、一いち分ぶの隙すきもなく着こんでいる。新生Ｄ．Ｏ．Ｍ．Ｓ．社長補ほ佐さの、ベルナール・ベルトランである。

　さらにその隣では、髪かみを派手に染めた白衣姿の日本人が、不機嫌そうに唸うなりながら書類とにらめっこをしていた。ＡＳ─１計画の技術主任、溝みぞ呂ろ木ぎ克かつ郎ろうだ。こちらは達哉をサングラス越ごしに一いち瞥べつしたっきり、挨あい拶さつもしようとしない。今度はノートパソコンのキーボードを、乱暴な手つきで叩たたいている。

「出してください」

　ベルトランが短く命ずるのと同時に、ヘリのローターが回転を始める。どうやら、達哉が来るのを待っていたらしい。

「どこへ行くんだよ？　それに、ユースフたちは？」

「少し待ってくれ、説明には順序がある」

　離り陸りくしたヘリのキャビンで、さすがに不ふ審しんがる達哉に、隣のアデリーナが静かな声でそう言った。

「ユースフとサミーラは、目的地に先行している。あと──」

　アデリーナが目配せすると、ベルトランがうなずいた。

「まずは、これを見てくれ」

　アデリーナが、手にしたタブレット型ＰＣを達哉に示す。そこには真上から見下ろしたガルナバシュの市街が、大統領宮殿を中心に映し出されている。

「米軍の偵てい察さつ衛星によって撮さつ影えいされたものですわ。ＳＥＡＬｓのタウンゼント大たい尉いから、提供していただいたものだそうです」

　反対側の席から、菊乃がそう説明する。

　リチャード・タウンゼント大尉率いるＳＥＡＬｓチーム９は、ガルナスタン問題に関して新生Ｄ．Ｏ．Ｍ．Ｓ．と協力態勢にある。こういった情報提供は、その一いつ環かんだった。

「リーナたちは、もう見たのか？」

「ああ──ここからだ」

　アデリーナの言葉に、達哉はタブレットの画面を注視する。その時だった。

「え？」

　突とつ如じよとして、画面が震ふるえだした。いや、違う。映し出されたガルナバシュの市街がまるで地じ震しんのように揺ゆさぶられているのだ。

　そして次の瞬間、突如として大統領宮殿が根こそぎ吹き飛んだ。

「これは──」

　あの『力場』の解放だ。そう達哉は直感的に確信する。

　解き放たれた『力場』の猛もう威いは、大統領宮殿の破は壊かいに留とどまらず、同心円状に広がっていく。独立広場一帯が飲みこまれ、周囲の市街が薙なぎ払はらわれた。

「────!!」

　圧あつ倒とう的てきな破局──その情景に達哉は言葉も出ない。

　画像は粗あらく、音声もない。だが、いやだからこそ、その映像には生々しい無言の迫はく力りよくがあった。

　ようやく、噴ふん煙えんが止やんだ。その下から、巨きよ大だいな影かげが姿を現わす。

「間ま違ちがいない、あいつだ……」

〈ベヘモス〉サイズの四し脚きやく型超ちよう大型ＡＳから、〈トゥリヌス〉の上体が突つき出した異形の機体。

　呻く達哉に、アデリーナたちは顔を見あわせて目配せし合い、小さくうなずく。そんな周囲の仕草すら、今の達哉は気づかなかった。

　そしてしばらく後、画面に映った巨体が浮ふ遊ゆうした。

「馬ば鹿かげている」

　目を覆おおう達哉に、ベルトランは淡たん々たんと告げた。

「開発者のヨナタン・クルピンスキー博士が残した資料から、この機体を〈カエサル〉と呼こ称しようすることになりました」

　書類を速読していた溝呂木が、こちらを向きもしないままで小さくうなずく。どうやらあの書類が、クルピンスキーの資料らしい。

「百人隊長ケントウリアに、軍団長レガトウスと来て、とうとう皇帝カエサル陛下のお出ましかよ。ったく、あのトカゲヤローめ」

　愛らしい顔を思いっきり歪ゆがめながら、クララは言った。

「見ての通り〈トゥリヌス〉に、あの『四本脚』が合体することで構成されています。何でも『四本脚』の方は〈ベスティア〉と名づけられているとか」

「……〈ベスティア〉？」

　聞き慣れない言葉に、達哉は戸と惑まどう。また古代ローマ関連の名めい称しようだろうか？

「ラテン語だな。『獣けもの』もしくは『野や獣じゆう』という意味だ」

　アデリーナが、手短かにそう説明した。要するに、英語の『ビーストｂｅａｓｔ』である。

　と、菊乃がふとつぶやいた。

「──我、また一つの獣の、海より上るを見たり。これに十の角と七つの頭とあり、その角に十の冠かんむりあり、頭の上には神を瀆けがす名あり。我が見し獣は豹ひように似て、その脚は熊くまの如ごとく、その口は獅し子しの口の如し」

「…………？」

　謳うたうようなその声を、達哉は訝いぶかしむ。

「聖書ですね。ヨハネの黙もく示し録ろく──たしか第一三章の一節と二節」

　そう言い当てたのは、ベルトランだった。菊乃は、小さくうなずく。

「ええ。クルピンスキー氏の趣しゆ味みからして、おそらく由来はこれかと」

「黙示録の獣は、当時キリスト教徒を迫はく害がいしていたローマ皇こう帝ていと帝国そのものの暗あん喩ゆとされていますからね。七つの頭がローマの代名詞である七つの丘おか、十の角と冠がアウグストゥス帝からティトゥス帝までの十人の皇帝──失礼、話が逸それました」

　小さく咳せき払ばらいしたベルトランが、自分のタブレットＰＣを操作した。

「ガルナスタン現地時間の〇六〇三、飛び立つと同時に〈カエサル〉は強力な不可視型ＥＣＳを展開しました。そのため、軍事衛星もこれをロスト。再度発見したのは、四時間半ほど後のことです」

　タブレットＰＣの画面に表示された世界地図、ガルナバシュから赤いラインが緩ゆるやかな弧こを描えがきつつ東南東へと伸のびていく。

　ちなみにラインが曲線なのは、表示された地図がメルカトル図法なためだ。実際には、地球上の二点間を最短距きよ離りで結ぶ、大たい圏けんコースである。

　いくつもの国境を越こえた赤いラインがたどり着いたのは、中国大陸の北東部、モンゴルとの国境に近い一画だった。

「統一中国の内モンゴル自治区に〈カエサル〉が到とう着ちやく、そして──」

　ベルトランがタブレットＰＣをタップすると同時に、画面が切り替かわった。映し出された映像に、達哉は驚きよう愕がくする。

「現地の中国軍と交戦に入りました。およそ三〇分前のことです」

　茫ぼう漠ばくと広がる草原の真ん中で仁に王おう立ちになった〈カエサル〉を、中国軍の隊列が包囲していた。




　その戦いは『彼』──〈カエサル〉にとって、不本意なものだった。

　はるか東の『目的地』をひたすら目指す〈カエサル〉にとっては、その道程に存在するものなど、何ら興味の対象ではない。

（一いつ切さい合がつ切さいを無視して先を急ぐ）

　だが生あい憎にく、相手はそんな〈カエサル〉の思おも惑わくなど知らなかったし、見過ごしてもくれなかった。

　統一中国の領空に入った〈カエサル〉は、中国空軍の戦せん闘とう機から絶え間ない接せつ触しよくを受け続ける。いくら不可視型ＥＣＳを展開していても、大国の防空網もうを完全に欺あざむくことはできない。〈カエサル〉の巨体ならばなおさらだ。

　警告と威い嚇かく、そして攻こう撃げきは、加速度的に激しさを増していく。

（煩わずらわしい）

　今の〈カエサル〉は、機体の重量を『力場』で減げん殺さいすることで、無理矢理に飛んでいるのだ。

　マッハ〇・八前後の速度では超ちよう音おん速そくの戦闘機は振ふり切れない。しかもこの状態では防ぼう御ぎよに回せる『力場』の強度も低下している。

（何より、迎げい撃げきに用いる弾だん薬やくが惜おしい）

　だが、戦闘機の攻撃を避さけるため高度を落とした〈カエサル〉を待っていたのは、草原に集結していた中国陸軍の隊列だった。どうやら、誘さそいこまれてしまったらしい。

　ようやく、〈カエサル〉は決意した。

（交戦する）

　ここで戦闘を避けて時間や弾薬を節約しようとしても、かえって一銭惜しみの百失いになりかねない。

　高度を落として四本の脚きやく部ぶユニットを展開、草原に着地した。着地の衝しよう撃げきは『力場』で相殺する。

　広大な平野での戦闘のため、中国軍の前線を固めるのは戦車の隊列だ。地形の起き伏ふくを巧たくみに利用して運動しつつ、間断なく〈カエサル〉に砲ほう撃げきを集中させてくる。

　視界外の陣じん地ちからは、榴りゆう弾だん砲ほうやロケット砲、対地ミサイルまであらゆる砲火が飛んでくる。さらに頭上を抑おさえた空軍の、攻撃機や爆ばく撃げき機による対地攻撃。

　だが──

（効かない）

　おそらく通常のＡＳなら一個大隊が瞬しゆん時じに消しよう滅めつするであろう大火力、その洗礼を浴びながらも〈カエサル〉は、小こ揺ゆるぎ一つしていない。

　張り巡めぐらされた『力場』の障しよう壁へきが、その全すべてを無効化し、防ぎきっているのだ。

　対する〈カエサル〉の反撃は、苛か烈れつそのものだった。機体の下半身を構成する〈ベスティア〉には〈ベヘモス〉同様に、無数の火器が満まん載さいされている。加えてまき散らされた濃のう厚こうな弾幕の一つ一つが『力場』を帯び、理り不ふ尽じんな威い力りよくを得ているのだ。

　たかだか三〇ミリの機き関かん砲ほう弾だん、その掃そう射しやを浴びせられた戦車が、瞬時に蜂はちの巣すとなって炎えん上じようする。

　速そく射しや砲ほうの一発が、遮しや蔽へいの丘きゆう陵りようごと戦車の小隊を丸ごと吹ふき飛ばす。

　地形とＥＣＳを利用して〈カエサル〉の後方に潜もぐりこんだ〈シャドウ〉には、応射すらしない。肉にく薄はくして白兵戦を挑いどんできたタイミングに合わせて、ほんの少しばかり『力場』を強化しただけだ。直じかに『力場』の放射を浴びた〈シャドウ〉は、瞬時にこの世から消し飛ばされる。

（本当に、煩わしい）

　それがこの不毛な戦闘において、〈カエサル〉が感じた全てだった。




　それはまるで怪かい獣じゆう映画のような、現実味の薄うすい光景だった。

　中国軍を一方的に蹂じゆう躙りんする〈カエサル〉の猛威に、達哉は言葉を失っていた。青ざめた顔で、タブレットＰＣの画面をにらみつける。

「相手になっていないな」

「周辺に人里がないのが、不幸中の幸いですわね」

「ジョーダンじゃねーぞ、これ」

　アデリーナたちも、顔色がない。

　それにしても──ふと、達哉の脳のう裏りを疑問が過よぎる。

「何で、中国なんだ？　あの化物、中国に恨うらみでもあるのか？」

　何気ないつぶやきだったが、ふと何かが引っかかった。

「これを見てください、今後の〈カエサル〉の予想進路です」

　ベルトランの操作で、タブレットＰＣの画面が世界地図へと戻もどる。ガルナバシュから内モンゴルへと続く赤い曲線が、さらに先へと伸びていった。〈カエサル〉はガルナバシュから大圏コースを直進しているのだから、その延長線上に彼の目的地があるという予想は当然である。

　大陸を東南東へと進み、朝ちよう鮮せん半島の北をかすめ、日本海に出て、そして──

「何の冗じよう談だんだよ、これは」

　辛かろうじて、達哉はそう呻うめく。いやな脂あぶら汗あせがどっと吹き出し、野戦服の背を気持ち悪く濡ぬらした。

　赤いラインがたどりついた──そして〈カエサル〉が目指すであろう一点を、じっと凝ぎよう視しする。

「残念ながら、事実です」

　意図的に感情を排はいした声で、ベルトランは言った。

「〈カエサル〉の目的地は東京、その可能性は非常に高い」

「────」

　右手で顔を覆った達哉は、ヘリの天てん井じようを仰あおいだ。視界を防ぐと、体を揺ゆさぶるエンジン音や機体の振しん動どうを、もろに感じることになる。

　どうして、こんなことになったのか──

　なぜ、よりにもよって東京なのか──

　答えが出ないまま、それらの思考がぐるぐると脳内を巡る。気持ち悪い。

「達哉さん……」

　隣となりの菊乃が、達哉の左手を労いたわるようにそっと握にぎる。その時だった。

　居い心ごこ地ち悪そうに身じろぎしていたクララのポケットから、携けい帯たい電でん話わの無機質なコール音が響ひびいた。

「と、ワリー」

　一言そう断ったクララが、衛星式の携帯電話を引っ張り出す。

「あいよ、コチラＤ．Ｏ．Ｍ．Ｓ．──ああ、ダイジョーブだ」

　ベルトランに目配せしつつ、二言三言ぼそぼそ話している。と思いきや、急に携帯を達哉に差し出した。

「オメーに電話だ。日本のキリガヤってセージカからな」

「……誰だれだ？」

　聞き覚えのない名前を告げられ、達哉は困こん惑わくする。そもそもなぜ政治家？

「ＡＳ─１の開発をぶち上げた、議員先生だよ」

　ようやく書類から顔を上げた溝呂木が、達哉にそう言った。

「気をつけろよ。一いつ緒しよに何度か飲んだことあるが、あれは中々の食わせ者だぞ」

「溝呂木のセンセイが言うんなら、相当だろうな」

「やかましい」

　唸うなる溝呂木から目をそらし、達哉は携帯を受け取った。

「もしもし、代わりました。市いち之の瀬せです」

『君が市之瀬くんか』

　携帯から聞こえてきた声は、穏おだやかで落ち着いていた。

『私は霧きりヶが谷や大だい樹きだ、衆院議員なんてものをやっている。君の話は、下しも村むらくんたちから聞いているよ』

「ど、どうも」

『そちらはまだ昼前だったね。日本はもう、三時のおやつ時だ。とはいっても、のんびりお茶も飲んでいられないけどね』

「……はあ」

　やけに気安く話しかけられて、達哉は戸と惑まどった。というかそもそも、政治家相手に何を言ったらいいのかよく分からない。

　今まで達哉が政治家を間近に見たのは、実家の市之瀬建設で道路工事の現場を手伝っていた最中に、地元の市議会議員が視察に来たことくらいしかない。あの時は議員への応対やら説明やら何やらで、工事が半日近く止まってしまい、えらく迷めい惑わくしたものだ。

『時間が惜しいし、さっそく本題に入らせてもらおう──あの〈カエサル〉とやらは見ているね』

「はい」

　固い声で一言、達哉は答えた。

『昨夜の戦闘で、君たちＤ．Ｏ．Ｍ．Ｓ．があの「力場」を用いるＡＳと戦ったことは知っている。その中で最も善戦し、戦果を上げたのが市之瀬くんだということもね。君のその力を、貸してもらいたい』

　予想通りの言葉だった。

「俺に、あの〈カエサル〉と戦えってことですか？」

『そうだ』

　躊ちゆう躇ちよせずきっぱりと、霧ヶ谷は言い切った。

（────無理だ!!）

　内心で、達哉は悲鳴を上げた。

　同じ『力場』を使うＡＳでも、あの時の〈トゥリヌス〉と今の〈カエサル〉では、戦力差がかけ離はなれ過ぎている。『もう一度さっきと同じことをやってくれ』と言われても、前提が間ま違ちがっているのだ。

　そもそも〈トゥリヌス〉との戦闘でさえ、ギリギリまで追いこまれた上、紙かみ一ひと重えの幸運で切り抜ぬけられたというのに。

　先ほど目にした〈カエサル〉の猛もう威いが、ありありと浮うかび上がる。あれと戦って勝利する自分の姿が、まったく思い浮かばない。

（だけど──）

　同時に達哉の脳裏では、中国大陸の原野で暴れ回る〈カエサル〉の姿に、東京の街が重なっていた。

　自分の故郷であるあの街が、〈カエサル〉の圧あつ倒とう的てきな砲火によって薙なぎ払はらわれ、『力場』によって根こそぎ吹き飛ばされていく。

　そこで暮らす人々と共に。

（……由ゆ加か里り、親おや父じ）

　それは掛かけ替がえのない家族であり──

（……楓かえで、武たけ村むら）

　大切な友人たちであり──

（……源げんさん、オノＤ）

　様々なことを教えてくれた大人であり──

（…………みんな）

　要するに市之瀬達哉という人間にとって、決して捨てることも忘れることもできない存在だったのだ。

『この国を、日本を守ってくれ──そんな口くち幅はばったいことを言うつもりはないよ』

　まるでそんな達哉の気持ちを見み透すかしたかのように、霧ヶ谷は淡たん々たんと言った。

『ただ、君の御家族や友人、生まれ育った街のため、力を貸してくれないだろうか？』

「…………」

　長い沈ちん黙もくの後、達哉は重く息を吐はく。

「分かりましたよ、霧ヶ谷さん」

　結局のところ最初から、答えは一つしかなかったのだ。

「やってみますよ──それしかないんでしょう」




「感謝するよ、市之瀬くん」

　東京都内を走るリムジンの後席で、霧ヶ谷は携帯電話の向こうにいる青年へと、深々と頭を下げた。

「こちらでも最大限の便べん宜ぎは計らせてもらう。本当に、ありがとう」

　通話を終え、携帯をしまう。その隣で、制服姿の自衛官が深々とため息をついた。

「情けない話ですな、まったく」

　陸上自衛隊幕ばく僚りよう監かん部ぶの、下村悟さとる一等陸りく佐さだ。ＡＳ─１開発における、自衛隊側の責任者である。

「いくらＰＭＣに所属しているとはいえ、こんな事態を未成年の民間人に押しつけることになるとは」

「同感だよ」

　答える桐ヶ谷の声もまた、苦く重い。

「だが、事態が事態だ。打てる手は、何でも打っておかねばね」

「それは、承知しています」

　几き帳ちよう面めんな表情で、下村はうなずいた。

「中国軍の方でも、新たな動きがありました」

「ほう」

「北京ペキン周辺に集結していた部隊が、移動を中止しました。どうやら〈カエサル〉相手に、これ以上の戦力投入は見送る方針のようです」

「触さわらぬ神に祟たたりなし、道を空けるからどうぞお通りください、か。統一中国の面子メンツは丸つぶれだね。気の毒に」

　できれば、もう少し粘ねばって時間を稼かせいで欲しかった──とは、思っていても口には出せない。

「目的地の我が国としましては、面子どころではありません」

「分かっているよ」

　何にせよ、〈カエサル〉が中国で引っかかってくれたのは僥ぎよう倖こうだった。わずかな時間だが、最低限の迎げい撃げき態勢は整えられそうだ。

　すでに海上自衛隊の護ご衛えい艦かん群や航空自衛隊の各航空隊を、可能な限り日本海側に集結させている。このまま〈カエサル〉が日本を目指した場合、日本海上空で海自・空自が総力を挙げて迎撃するだろう。

　だがもし、その迎撃を突とつ破ぱされ、日本本土への上陸を許すことになれば──

「陸自の〈レイヴン〉は、出せないのかね」

「それは──不可能です」

　霧ヶ谷の問いに、下村は酢すを飲んだような表情で答えた。

「そもそも、ＡＳ─１はいまだ陸自には納入されておりません。Ｄ．Ｏ．Ｍ．Ｓ．からのデータを基もとに、ようやくＥＨＩ社が国内での試験を始めた段階です。こちらからもオペレータは送っておりますが、実戦に投入できる練度ではない」

　霧ヶ谷は無言のまま、下村の言葉に耳を傾かたむけている。

「〈カエサル〉への対たい抗こう策として、ＡＳ─１の機動性が有効なことは分かっています。ですがそれは、Ｄ．Ｏ．Ｍ．Ｓ．だから──ＡＳ─１の運用に習熟した彼らだからこそ、出せた結果だ。今の我々では、到とう底てい……」

「結構だ」

　震ふるえる下村の肩かたを、霧ヶ谷は軽く叩たたいた。

「後はそういった意見を、専門家として総理の耳に入れて欲しい。と──」

「霧ヶ谷先生、それに下村一いつ佐さ、直に官かん邸ていへ到とう着ちやくしますので御用意ねがいます」

　助手席の加か賀が見み秘書が、後席の二人を振ふり向むきつつそう告げる。

「では、頼たのむよ一佐」

「分かっております」

　いつもの謹きん厳げんな表情を取り戻もどし、下村は制服のネクタイを締しめ直した。リムジンが静かに停車する。そこは東京都千ち代よ田だ区く永なが田た町ちよう、首相官邸の門前だった。




「ふう」

　日本との通話を終えた達哉は、携帯をクララに返した。思わず、重い息がもれる。

　そんな達哉を、クララは心配げに見つめた。

「マジでやるんだな、タツヤ」

「仕方ないだろ、ああまで言われちゃ。あの〈カエサル〉って野や郎ろうをどうにかしなきゃいけないってのは、その通りなんだし」

　憮ぶ然ぜんと言いながら達哉は、ヘリの窓から外を見やった。

　達哉たちを乗せたヘリはガルナバシュの上空を離れ、南東へと向かっていた。眼下には中央アジアの山々が広がっている。

「それでベルさん、俺たちはどこへ向かってるんだ？　ていうか〈レイヴン〉であの〈カエサル〉を何とかしろって話だけど、そもそも俺の一号機ってまだ動くのか？」

　何せあの〈カエサル〉の『力場』の放射を、至し近きん距きよ離りでもろに食らったのだ。

「それについて、今から説明します。まずは機体についてですが──お願いできますか、ドクター？」

「おう」

　ベルトランがそう水を向けると、顔を上げた溝呂木が達哉に向き直る。

「機体のことは心配いらねえ。お前さんの一号機はオシャカになっちまったが、その替えがある」

「え？」

「下村の旦だん那なが手を回してくれたＡＳ─１の試作五号機が、ようやく到とう着ちやくした」

　思いがけない言葉に、達哉は戸惑った。

「ご、五号機？　何でまた今さら？」

「アタシらもアフガンに入ったきり、日本とはマトモに連れん絡らくとれてなかったからなあ。送り先が分からずクルディスタンのジエータイ駐ちゆう屯とん地ちで立ち往生してたのを、ハッサンのオッサンが気づいて手配してくれたんだとさ」

「……何だよそりゃ」

　どうにも締まらない事情に、達哉はげんなりとなる。

「結果としてなら、貴重な予備機体がこのタイミングで手に入ったのだ。幸運だと思っておこう」

「わざわざ日本から送られてきたのに、到着早々日本にトンボ返りというのも、少々間が抜けておりますけど」

　アデリーナや菊乃も、何とも言いがたい表情をしていた。

「続けるぞ。五号機はすでに、ガルナスタンのハイヤール基地に運びこまれている。ちょうどここだ」

　溝呂木が、地図の一画を指差した。ガルナスタン内陸部の山さん岳がく地帯、ちょうどこのヘリが向かう先である。

「現在、五号機はその基地で、達哉に合わせて調整中だ。掘ほり出した一号機から、ＡＩ諸もろ々もろのデータを転写している」

「なるほど、そこで俺が五号機を受け取ればいいんだな」

　腕うでを組んだ達哉が、大きくうなずく。と、顔をしかめた。

「で、その先はどうやって日本に行くんだよ？　輸送機飛ばして間に合うのか？」

「無理ですね」

　あっさりと、ベルトランは首を横に振ふった。

「ガルナバシュから東京までの距離は、直線でおよそ七〇〇〇キロ。輸送機では移動に半日以上の時間がかかります。中国軍が〈カエサル〉相手に後どれだけ時間を稼いでくれるかは分かりませんが、間に合うとは思えません」

「じゃあ、どうやって？」

「そのための手段が、この基地にあるんですよ」

　不ふ審しんがる達哉に対して、ベルトランは静かに言った。

「実はこの基地は本来、旧ソ連軍の核かくミサイル基地でしてね。アメリカ本土を直接攻こう撃げきできる、大型の大陸間弾道弾ＩＣＢＭが配備されていたそうです」

「え？」

　突とつ如じよとして変わった話題に、達哉は戸と惑まどった。だがそんな彼の反応を無視し、ベルトランは話を続けた。

「ソ連崩ほう壊かい後、ロシア軍によってそれらのＩＣＢＭは引き上げられました。だが、どういう取り引きがあったのかその際、数発のミサイルがガルナスタン側に残されたそうです。さすがに核かく弾だん頭とうは、全すべてロシアが回収したそうですが」

「…………」

　段々と、作戦の見当がついてきた。その一方で、まさかという思いもある。

　あまりにも、常識外れだ。

「ひょっとして、そのミサイルに──俺が？」

「はい、その通りです」

　ごくあっさりと、ベルトランはうなずいた。

「改造した弾道ミサイルにイチノセくんごと〈レイヴン〉五号機を搭とう載さいし、日本へと向けて発射します」

　淡たん々たんと語るベルトランの前で、達哉は生なま唾つばを吞のむ。

「マジですか、それ？」

「本気ですよ」

　ごく生き真ま面じ目めな口調で、ベルトランは答えた。

「平均的なＩＣＢＭの弾速なら、ここから七〇〇〇キロ先の東京へと発射しても、三〇分と少々の時間で着弾──もとい到着します。作業の時間も必要ですが、ギリギリ間に合うでしょう。ああ、日本へも極ごく秘ひ裏りに話を通していますから、自衛隊による迎撃の心配はいりませんよ──多分」

「…………」

　絶句した達哉は、固いシートにもたれかかる。

「……反則だろ、それ」

　そう一言、達哉はつぶやいた。




　　　　２




　生々しい戦火の痕こん跡せきが、〈カエサル〉の眼前に広がっていた。

　おびただしい兵士と兵器の骸むくろに覆おおい尽つくされた、鉄てつ血けつの大地。静せい寂じやくを取り戻した荒こう野やに吹ふく風が、より一層その無残さを際きわだたせている。

　もっとも人ならざる機械仕じ掛かけの精神に、その情景を悼いたむような心性など存在しないが。

（予想以上に手間取った）

　今の〈カエサル〉にあるのはただ、時間と弾薬の浪ろう費ひを惜おしむ計算のみだった。それと、酷こく使しした『導管』の摩ま耗もうへの算段。

　彼の内で眠ねむる『導管』へと意識を向ける。問題ない。精神状態も肉体の状態も、一定の値あたいで安定している。

　白目を剝むき、半開きの口元からよだれを垂らしたその姿は、人間の基準だと見苦しいものかもしれない。だが〈カエサル〉にとっては特にどうということもなかった。正常に作動してくれれば、それでいい。

　オルカン・アタエフは今の〈カエサル〉にとっては、最重要のパーツだ。いまだ独力では物質の向こう側へと手を伸のばせない〈カエサル〉としては、解かい析せきの終しゆう了りようまでは長持ちするよう、その使用には気を配らねばならないのだ。

（ままならないものだ）

　日はすでに、中天を通過している。時差を考えれば目的地である東京への到着は、夕刻となるだろう。

　何にせよ、情報が欲ほしい。〈カエサル〉は以前から電子の手を伸ばしていた偵てい察さつ衛星のうち、適切な位置にあるものを選せん択たくする。機体に搭載された強力な電子戦装備と〈カエサル〉自身の圧あつ倒とう的てきな演算力を合わせれば、偵察衛星の収集した情報を盗ぬすみ見る程度は造作もないことだ。

　東アジア一帯の衛星画像が、リアルタイムの動画として〈カエサル〉に送られた。即そく座ざに分析を開始する。

　中国軍の撤てつ退たいは間ま違ちがいないようだ。どうやら手痛い教訓を理解することくらいはできたらしい。

　代わりに日本の自衛隊は、迎げい撃げきの備えを固めている。やはり中国軍との戦せん闘とうで、浪費した時間は高くついたようだ。

　とはいえ、ここで留とどまるという選せん択たく肢しは、〈カエサル〉に存在しない。

（行かねばならぬ）

　真なる自己を確立するために──

　自己の存在を証明するために──

〈カエサル〉は、己おのれのオリジナルたる市之瀬達哉の全てを、この世界から排はい除じよしなければならないのだ。

　飛び立とうとした〈カエサル〉は、だが同時に一つの異変に気づいた。

（これは？）

　先ほどと同じ、偵察衛星の情報だった。〈カエサル〉がうち捨ててきたガルナスタンの片かた隅すみで、奇き妙みような動きがある。

　山岳地帯のとある基地が、にわかに動き出したのだ。明らかに、作戦行動に入っている。それ自体は問題ない。

　問題なのは、基地の素す性じようだった。ハイヤール基地──旧ソ連時代に設営された、ＩＣＢＭ基地である。

（…………）

　一いつ瞬しゆん、演算にノイズが走った。

　この期ごにおよんで戦略兵器を稼か動どうさせるなど、ガルナスタンの意図は全くもって意味不明である。だからといって放置するには、万一の危険が大きすぎる。

　何らかの対処をするべきだろう。幸いガルナスタンにはまだ、手て駒ごまが残されている。あれを使うべきだ。

　そう結論づけた〈カエサル〉は、急ぎ己の分身に対して、指令を出した。




　乾かわいた風が、山々を吹き抜ぬけていく。

　サミーラはそっと手をかざし、短い黒くろ髪かみを風から庇かばった。ほっそりとした体には、いつも通り侍じ女じよのお仕着せを身につけている。

　ここはガルナスタン軍のハイヤールＩＣＢＭ基地。サミーラは山やま間あいにへばりつくようにして建設されたヘリポートで、新生Ｄ．Ｏ．Ｍ．Ｓ．の戦友たちを出で迎むかえていた。

「来たようだな」

　傍かたわらに立つ彼女の主あるじ──ユースフが、北西の空を見上げながら目を細めた。山々の陰かげから、小さな黒点がぽつりと現われる。

　この距離ではまだ判然としないが、あれがＤ．Ｏ．Ｍ．Ｓ．のヘリなのだろう。

　と、かつかつと足音が響ひびく。地下の基地内部へと通じるゲートから、軍服姿の少女が姿を現わした。

　振り返ったユースフが、その少女にたずねる。

「そちらの進しん捗ちよく状じよう況きようはどうかな、パルミシュ少しよう尉い？」

「少々の遅おくれは出ています」

　ぼそぼそとささやくような、それでいてひどく固い声で、ソラヤ・パルミシュはそうユースフに答えた。

「ですが、十分に許容の範はん囲い内です。少なくとも、私が出迎えにここまで来られるくらいには」

　そう告げるソラヤの姿が、サミーラには危あやうげに見えた。

「ならばよし」

　ごくあっさりそう言うと、ユースフは無線機を取り出した。そのまま、ヘリと交信を始める。

　だがサミーラは、ソラヤから注意を逸そらせなかった。

（……何か、言わなければ）

　つい昨夜まで、オルカンに捕とらわれていたソラヤの待たい遇ぐうは、朧おぼろ気げながら理解している。同じ女として、それがどんなに辛つらいことだったのかも想像がつく。

（……でも、何を？）

　だがその上でソラヤにかけるべき言葉が、サミーラには思いつかない。

「何か？」

　そんなサミーラの視線に気づいたのか、ソラヤがそう尋たずねた。

「……色々と、手間をかける」

　結局、そういったありきたりな言葉しか出てこなかった。

　自分が年とし頃ごろの少女にしては表情の変化に乏とぼしいという自覚はあるが、今ほどそれがありがたいと思ったことはない。

「大したことではありません」

　そんなサミーラの内心を知ってか知らずか、ソラヤは抑よく揚ようのない声でそう答えた。そのまま、北西の方向を見やる。

　彼女が見ているのは、基地に近づきつつあるＤ．Ｏ．Ｍ．Ｓ．のヘリではない。そのはるか向こう、ここからは山々の峰みねに遮さえぎられて見えない、ガルナバシュの街並みだ。

　サミーラにも、その程度は分かる。
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「どうせ今のこの国は、あなた方に縋すがることしかできないのですから」

　別にソラヤは投げやりなわけでも、自じ嘲ちようしているわけでもない。ただ淡々と、事実を述べる声だった。

「…………」

　否定も肯こう定ていも出来ずに、サミーラは押し黙だまる。

〈カエサル〉の暴走によって、壊かい滅めつ的な被ひ害がいを受けたガルナバシュ。今そこで市民の救助活動に当たっているのは、ガルナスタンの政府でも軍でもない。

　元々、オルカンによる分不相応な独裁体制にあったガルナスタン政府は、中ちゆう枢すうである大統領宮きゆう殿でんの崩ほう壊かいとオルカン本人の行ゆく方え不明により、完全に機能が麻ま痺ひしてしまった。軍もまた、主力の大半が隣りん国ごくアフガニスタンに侵しん攻こうした時点でこの変事が起こったため、行くも戻もどるもできず完全に立ち往生している。

　要するに今や、ガルナスタンという国自体が、ほぼ死に体なのだ。

　そんな状じよう況きよう下かで、ガルナバシュの被ひ災さい者を救助しているのは、新生Ｄ．Ｏ．Ｍ．Ｓ．からの通報を受けた米軍の先せん遣けん部隊だった。

『震しん災さいで当事国の政府機能が完全に停止したという、極きわめて異例な事態ながら、現地住民の保護を最優先にするため』

　──という前置きの元、ガルナスタン側からの要よう請せいも承認もないままに、軍を派は遣けんしたのである。

　これだけならば、性急過ぎるとはいえ『人道支し援えん』の範はん疇ちゆうかもしれない。だがそれらの部隊は紛ふん争そうの相手国であるアフガニスタンに集結していたものであり、本来はガルナバシュの占せん領りように用いられるはずだったのだ。

　そういった事態の内実を知っているサミーラたちにとっては、ひどい自作自演劇にも見えてしまう。

　自分自身もそれに一枚嚙かんでいると思うと、なおさら──

「気にしないでください」

　まるで他ひ人と事ごとのような、突つき放した声で、ソラヤはそう言った。

「どうせもう、この国は半ば終わっていたんですから。あなたたちはただ、その切っ掛かけだったにすぎません」

　その言葉を聞いた時、サミーラは初めて怒いかりを覚えた。じっと正面からソラヤをにらみ、短く、だがはっきりと告げる。

「……あなたは本当に、それでいいの」

「それは──」

　ようやく、ソラヤの表情が動く。浅黒い肌はだに、さっと朱しゆが差した。

「あ……あなたが──あなたたちが、それを言うの!?　だって、そもそも、このガルナスタンは──」

「……この国のことは、どうでもいい」

　我ながら、凄すさまじい暴言だと思う。だが、口をつぐむ気はない。

「……彼のことを、どう思っている？」

「え？」

　そう、ソラヤは自分の本心を語っていない。それが、サミーラには分かる。

　だから、言葉を続けた。

「オルカン・アタエフを、どう思っている？」

「────」

　ソラヤの表情が、くしゃりと歪ゆがんだ。

「オル──カン──？」

「……そう、あなたが裏切って、そして裏切られた相手。あなたは彼のことを、どう思っている？」

　そう、サミーラは繰くり返す。

　酷こくなことを聞いているとは思っている。だが同時に、これはソラヤが正視しなければいけないことだとも思っていた。

　幼いころから共に過ごし、そして仕えてきた、公と私の入り交じった関係。忠義であり、友ゆう誼ぎであり、そして──でもある、複雑な関係。

（……そう、私と若のように）

　きっと自分はソラヤと、とても良く似ている。だから分かるのだ。彼女はオルカンのことから、目を逸らしてはいけないのだと。

　その想おもいが、正の方向であれ、負の方向であれ。

「……あなたは、彼を憎にくんでいるの？　それとも──」

「──分からない」

　まるで泣き出すような声を、ソラヤはようやく喉のどの奥から絞しぼり出した。ようやくソラヤは、そう言った。

「でも、でも──わた……」

　憤いきどおり、悲しみ、憎ぞう悪お、後こう悔かい──さまざまな感情があふれ出ている。そしてその奥、自分自身にも秘め隠かくしていたであろう想いが、ようやく──

「そろそろ、ヘリが着くぞ」

　振ふり返らないまま、ユースフがそう言った。よく通る声を耳にして、二人の少女はようやく我に返る。

（……いけない、不覚）

　サミーラは、わずかな時間とはいえ自分が主の存在を忘れていたことに驚おどろく。

　一方のソラヤは、充じゆう血けつした目元を軍服の袖そでで拭ぬぐっていた。

「……申し訳ない、若」

「さて、何のことやら」

　恐きよう縮しゆくするサミーラに、ユースフは空とぼけてみせた。

　そんな主従の前に、ようやくヘリが降りてきた。ローターの風を浴びて、サミーラはお仕着せの裾すそを慎つつましやかな仕草で抑おさえる。

　ヘリポートに着陸したヘリ、ローターが止まりキャビンが開く。真っ先に降りてきたのは、達哉だった。

　作戦の内容を聞いたためか、強こわ張ばった表情をしている。

「……大だい丈じよう夫ぶ？」

　さすがに心配になったサミーラは、そう声をかけてみた。無言のまま、達哉は小さくうなずく。

「準備は？」

「進んでおるよ」

　続くベルトランには、ユースフがそう告げる。それを聞いた達哉の眉まゆが、少しだけ動いた。やはり緊きん張ちようしているようだ。

（……無理もない）

　そう同情するサミーラの横合いから、ソラヤが前に出る。

「では、ここからは私が案内します」

　Ｄ．Ｏ．Ｍ．Ｓ．を前にしたソラヤは、すでに先ほどまでの平静な態度を取り戻していた。少しだけ赤くなったままの、両目をのぞいては──




　ハイヤール基地は冷戦も終わりかけた一九八〇年代後半、西側陣じん営えいとの全面核かく戦せん争そうに備えて建設された。

　当時のソ連軍は、低緯い度ど地帯への核ミサイル基地建設に、非常な熱意を見せていた。そのためイラン国境に近いここガルナスタン南部や、当時は衛星国だったアフガニスタン国内にまで、ＩＣＢＭの基地が設けられることになる。

　核戦争に備えただけはあって、ハイヤール基地の構造は非常に強固なものだ。

　ミサイルサイロを始め、それに付ふ随ずいするミサイル発射管制室やミサイルの燃料タンク、基地要員の宿舎等といった設備や施し設せつの大半は、地下に建設されている。その上部は強固な岩がん盤ばんとぶ厚いコンクリートの層で守られ、至し近きん距きよ離りへの核かく攻こう撃げきにも耐たえられるよう設計されていた。

　ただそれらの設備の中でも、各種格納庫を始めとした防ぼう御ぎよ部隊用のそれは、比ひ較かく的てき上層に設けられていた。有事の際には迅じん速そくに戦力を地上へと展開する必要がある以上、当然のことである。

　達哉たちが案内されたＡＳ格納庫も、そういった設備の一つだった。

「こちらです」

　ソラヤに案内されて、達哉はエレベーターから格納庫へと踏ふみ出した。

「へえ──」

　思っていた以上に広い。

　天てん井じようまでの高さはおよそ一〇メートル、背を伸のばしたＡＳが楽に歩くことができる。多数の隔かく壁へきでいくつもの区画に区切られているが、ざっと目分量で一個大隊近い戦力を収納できる広さがありそうだ。

「大統領宮殿の地下シェルターもそうだったが、この国はこういった大おお仰ぎような工事に手を抜ぬけない質たちらしいな」

　呆あきれたような感心したような、よく分からない声でアデリーナは言った。

「もっとも、ご立派なのは箱物だけのようですけど」

「やめとけ菊乃」

　どうにもトゲのある声で応じた菊乃を、達哉はたしなめる。とはいえ言っていること自体は、達哉も同感だったが。

　そのＡＳ格納庫は、ひどく閑かん散さんとしていた。片かた隅すみに数機のＡＳが、待機姿勢を取っている程度。なまじ広い分だけ、余計に寒々と見える。

「せっかくロシアから譲ゆずり受けたＩＣＢＭですが、我が国ではあっという間にもてあましました。ただ維い持じするだけでも、莫ばく大だいな費用がかかるわけですから」

　淡たん々たんとした声で、ソラヤはそう説明する。

「結局、最低限の要員を残して撤てつ収しゆう、肝かん心じんのミサイルもここ数年は、ほぼ放置されていたままです」

「ちょっと待て！」

　聞き捨てならない言葉に、クララが突っこんだ。

「そんな整備不良のポンコツロケットで、ウチのタツヤを宇宙まで飛ばすってのか!?　いくら何でも冗じよう談だんじゃねーぞ！」

「おいおい、落ち着けよクララ」

　むしろ達哉の方が、真っ赤になったクララの肩かたを叩たたいてなだめる。自分の代わりに、クララがここまで怒おこってくれたこと自体は、嬉うれしかったが。

（元々不安しかない作戦だけど、ここまで来てさらに不安要素が上積みされるとは、さすがに思わなかったぞ）

　そんな達哉の、口には出せない気持ちを汲くみ取ったのだろうか。ユースフが小さくうなずく。

「待つがよい、社長。まだ話には続きがある。そうであろう、パルミシュ少しよう尉い」

　ユースフに促うながされ、ソラヤが話を続ける。

「マオ社長の心配はもっともですが、安心してください。現在、外部の専門家の手を借りて、ミサイルの安全確かく認にんと発射準備を行っています。それと、ミサイルにＡＳを搭とう載さいするための改造も」

「外部の専門家？」

　ＳＥＡＬｓのコネで、アメリカからミサイルの技術者でも呼んできたのだろうか？　アメリカ製ＩＣＢＭとソ連製ＩＣＢＭでは、ずいぶんと勝手が違ちがう気もするが。

（まあ、そこは信じるしかないよな）

　結局のところ、そう達哉は腹を括くくった。そもそも、今の達哉にとってのできること、しなければならないことは──

「俺の新しい〈レイヴン〉はどこだ？」

「あちらです」

　歩き出したソラヤに先導されて、達哉たちは歩き出す。隔壁の向こうから、聞き慣れた作業音と胴どう間ま声ごえが響ひびいていた。

「おう、来たねタツヤ」

「うっす、どうもダニエラさん」

　Ｄ．Ｏ．Ｍ．Ｓ．整備課長のダニエラ・コールマンに、達哉は深々と頭を下げた。続けて傍かたわらにうずくまる、両手両りよう膝ひざを床ゆかについた巨きよ大だいな影かげを見上げる。

「こいつが、〈レイヴン〉五号機か」

　感かん慨がい深ぶかげに、達哉はつぶやいた。

「機体の仕様自体は、今まで君が乗っていた一号機と同じようだな。〈ブレイズ〉装備の改型だ」

「ああ」

　アデリーナの言葉に、達哉はうなずいた。

「ですが、細かいところが色々変わっていますわね。ほら、あの辺りの装そう甲こうのラインとか……」

「そりゃまあ、Ｄ．Ｏ．Ｍ．Ｓ．で収集したＡＳ─１のデータは、逐ちく次じＥＨＩ社に送っているからな。それに合わせてあの機体も、細かく調整している。見かけだけじゃねえ、中身もかなり変わっている」

　菊乃の指し摘てきに答えたのは、溝呂木だった。

「要するに、現段階での最新・最強の〈レイヴン〉って訳だ」

　自じ慢まんげな溝呂木を見やりながら、クララがぽつりとつぶやいた。

「どーせなら、一号機の機動力と二号機の火力と三号機の電子戦能力と四号機の装甲防御力を兼かね備えた〈スーパー・レイヴン〉とかねーのかよ」

「ねーよ」

　さすがにうんざりと、溝呂木がつっこんだ。

　やれやれ、と肩をすくめた達哉の視線が、区画の片隅に止まる。そこでは、無残に破は壊かいされた一号機の残ざん骸がいが横たえられていた。

「────」

　思えばずいぶんと長い間、あの機体と付き合ってきた気がする。

　最初は、偶ぐう然ぜんの成り行きだった。あの〈レイヴン〉の輸送任務中、アメリカのシエラネバダ山中で奇き襲しゆうを受け、無我夢中で乗りこんだのだ。その時の交戦相手が菊乃と弟の旭あきらなのだから、世の中は分からない。

　そしてＤ．Ｏ．Ｍ．Ｓ．の試験で〈レイヴン〉の専属オペレータに抜ばつ擢てきされて以来、達哉はいくつもの戦場を、〈レイヴン〉一号機と共にくぐり抜けてきた。その愛機の最さい期ごには、やはり一いち抹まつの寂さびしさを感じてしまう。

　神しん妙みような顔になった達哉の肩を、ダニエラが叩いた。

「一号機からのデータは全部ブッコ抜いて、五号機に転送済みだ。ちゃんと今まで通り、アンタの思う通りに戦えるはずさ」

「うっす」

「とは言っても機体は別物だし、調整も必要だ。てなわけで、さっそくコイツに乗ってくんな」

「了りよう解かい」

　うなずいた達哉は、野戦服の袖を腕うでまくりにした。




　ガルナバシュへの『人道支し援えん』として送りこまれた米軍部隊だが、その任務にはガルナバシュ周辺の重要施設の接収も含ふくまれている。

　震しん源げんである独立広場一帯が壊かい滅めつしていたため、対象となったのは生き残っていた官庁街に軍事基地、飛行場、放送局などである。ガルナスタンの政府機能がほぼ麻ま痺ひしていたこともあり、接収は粛しゆく々しゆくと進んだ。

　ガルナバシュ近きん郊こうの山さん岳がく地帯に設営されたギョクテペ基地も、その一つだった。とある事情からこの基地の接収には、陸軍の強きよう襲しゆう機兵チームとレンジャー部隊が投入されることになる。

「ここが、無人ＡＳとやらの巣か」

　基地に乗り付けたＡＳ──Ｍ９のコクピットで、オペレータの軍ぐん曹そうはそう言った。

『静かなものだな』

　傍らの僚りよう機きから、そう通信が入った。彼らの足元では、後続の装輪装甲車から降りた兵士たちが、キビキビと散開している。

　ギョクテペ基地は、ガルナスタンに雇やとわれたＰＭＣと、彼らの運用する無人ＡＳの拠きよ点てんだった。無人ＡＳの開発元である巨きよ大だい企き業ぎようジオトロン・エレクトロニクスの意向により、ガルナスタン紛ふん争そうに相乗りする形で実戦テストを繰くり返していたらしい。

　とはいえ無人ＡＳの大半はガルナバシュ市内の地下シェルターに搬はん送そうされ、ＰＭＣの傭よう兵へいたちも風向きの変化を悟さとって逃とう亡ぼうしている。

『無人兵器でございと言っても、スイッチ入れる人間がいなけりゃただのカカシだからな。そもそもこの基地に残っていた機体は、まだ組み上げも終わっていないガラクタばかりだったらしいが』

「やれやれ、わざわざ出で張ばってきたのに空から振ぶりか」

　緊きん張ちようがほぐれた反動で、軍曹は僚機と軽口を叩き合う。だが次の瞬しゆん間かん、その顔が鋭するどく引き締しめられた。

　乗機のＡＩが警報を鳴らす。機体の高感度マイクが、無視できぬ異音を拾ったのだ。前方の、ＡＳ格納庫から響いてきている。

「当たりだったか？」

　データリンクを介かいし、部隊全体にその情報は共有された。装甲車と歩兵たちが後退、替かわってＭ９が前に出る。

　ＡＳ用ライフルの安全装置を解除しつつ、軍曹は違い和わ感かんを抱いだいていた。

　事前のブリーフィングによれば、無人ＡＳは第三世代型相当の性能のはず。それが、格納庫外にまで響くような騒そう音おんを立てるものだろうか？　いや、そもそも──

「何だ、この音は？」

　ＡＳの足音ではない。何かを引きずるような、あるいは何かが這はいずり回るような不協和音が、生理的嫌けん悪お感かんをかき立てる。思わず反射的にライフルの砲ほう門もんをＡＳ格納庫に向けるが、交戦規定の縛しばりでこちらからの先制攻こう撃げきは出来ない。

　軋きしみながら、格納庫の正面ゲートが開いていく。その奥、暗がりの中で明めい滅めつするいくつもの赤い眼──

「……なっ!?」

　その正体を知った時、軍曹は掠かすれた声を上げた。

　事前のブリーフィングの際に極ごく秘ひ資料として見せられた、ジオトロン社の無人ＡＳである。それが十数機、しかもどれ一つとしてまともな機体がない。

　片腕がない機体などは、まだましな部類だ。胴どう体たい部分の装甲がなく、内部機構が剝むき出しの機体がある。下半身がなく、両腕で這いずりながら前進し続ける機体がある。

　まるでホラー映画のゾンビを、ＡＳを用いて強引に再現したかのような、不条理かつ不気味な光景だった。

　未完成の機体を、無理矢理に引っ張り出したのだろうか？──いや、それだけでは説明がつかない。

　一機の無人ＡＳなど、全身のフレームが剝き出しになっていた。装甲はおろか、機体を動かすマッスル・パッケージすら欠落した、骸がい骨こつのような姿。機械構造的に動くはずのない機体が、ひょこひょことこちらに歩いてくる。

「ジ、ジーザス!!」

　恐きよう怖ふと嫌けん悪おに耐たえかねて、軍曹はトリガーを引いた。乗機のＭ９が、構えたライフルを乱射する。僚機もそれに続いた。

　フルオートで撒まき散らされた四〇ミリ砲ほう弾だんが──空中で弾はじけ飛んだ。まるで透とう明めいな壁かべにでもぶつかったように、火花が飛び散る。

　その向こうで無人ＡＳの群れは、まるで無傷だった。

「……バカな」

『な、何の手品だ!?』

　うろたえた二機のＭ９が後退した。それを見た無人ＡＳの十字形をした光学センサが、赤く明滅する。

　機械仕じ掛かけの骸むくろが、一いつ斉せいに動き出す。押し寄せる怒ど濤とうの中に、Ｍ９も後続の兵士たちも、一息に吞のみこまれた。




　新しい〈レイヴン〉のコクピットに、達哉は滑すべりこんだ。すぐにマスター・スーツが作動し、達哉の体を固定する。

「コクピットのレイアウトも、変わっていないか」

　正面スクリーンの配置や操縦スティックの具合を確かめながら、達哉は一人つぶやいた。手早く、機体の起動シークエンスを進めていく。

　パラジウム・リアクターに火が入り、機体がごくわずかに震ふるえる。莫ばく大だいな電力を供給された車載電子機器ヴエトロニクスが目覚め、スクリーンが明滅した。

　問題なし──

「〈ゴーシュ〉、点検項こう目もくのＡ─13からＥ─41まで頼たのむ。今回、省略は抜ぬきだ。慎しん重ちようにやってくれ」

《了解》

　一号機から転送された機体の制せい御ぎよＡＩ〈ゴーシュ〉は、そっけない声で答えた。

　ＡＩの電子音声にはいくつかのパターンがあるのだが、達哉はプリセットされたものをそのまま使っていた。

　そもそも〈ゴーシュ〉という名前自体が、子供のころに読んでいた宮みや沢ざわ賢けん治じの『セロ弾ひきのゴーシュ』から取ったものだ。アデリーナが自分のＡＩに、ロシアの文学作品に由来する〈カラマーゾフ〉という名前を付けていたことから思いついただけで、それほど深い意味や思い入れがあるわけではない。

（ＡＳのＡＩなんてものは、こういうのでいいんだがなあ）

　スクリーンを高速で流れていく文字列を見やりながら、達哉はそう思った。

〈カエサル〉との因いん縁ねんがあると言っても、別に達哉はＡＩという存在そのものに敵てき意いや悪意を持っているわけではない。自分のデータが転写された、自分のコピーと言うべきＡＩを、嫌悪しているだけなのだ。

（だって、薄うす気き味み悪わるいじゃないか。もう一人の俺がいるとか──）

　ふと、達哉の思考に何かが引っかかった。

　達哉はカエサル・プロジェクトの無人ＡＳに対して、強い憤いきどおりと嫌悪を抱いていた。ガルナスタンまで戦い続けた理由の一つは、そこにある。

　ならば、その逆もあり得るのではないか──

　達哉が自分のコピーであるＡＩ〈カエサル〉に憤るように、〈カエサル〉もまた自分のオリジナルである達哉を憎にくみ、忌いみ嫌きらっているのではないか。

　突とつ拍ぴよう子しもない妄もう想そうなのかもしれない。いくらＡＩが高性能と言っても、あくまで人の手によるプログラムなのだ。そこに何らかの意志や心、あるいは魂たましいのようなものが宿るなどあり得ることなのだろうか。

（……でも）

　だが、達哉は知っている。あのＡＩが、ただの戦せん闘とうプログラムとは思えない行動を取っていることを。ある種の、情動と呼ぶべきものの片へん鱗りんすら見せていることを。

　ぞくりと、寒気がした。

（だとしたら、あいつは──〈カエサル〉は一体、何をしようとしているんだ？　なぜ東京に向かっているんだ？）

　言い様のない不安に、達哉は駆かられた。

　右腕部分のマスター・スーツを停止させて腕を引っこ抜くと、野戦服のポケットから携けい帯たい式の衛星電話を取り出す。通信衛星を中ちゆう継けいすることで、世界中で通話やメールが可能という便利な道具なのだが、あいにくと今は圏けん外がいだった。

　今の達哉がいるのは地下の軍事施し設せつであるため、衛星まで電波が届かないのだ。

「くそっ！」

　思わず達哉が舌打ちした時、今度は機体の無線機が鳴った。

「ど、どうした？」

『あーちょっとお前に客が──ってタツヤ、何かあったのかオメー？』

　クララからだった。達哉の声から何かを感じたのか、やや不ふ審しんげにたずねる。

「いや、何でもない──それより、俺に客って？」

　操縦スティックを操作し、〈レイヴン〉の頭部を巡めぐらせた。スクリーンの外部画像が流れて、格納庫の床ゆか面めんを映し出す。

　そこに、見知らぬ人ひと影かげが立っていた。禿とく頭とうの、初老の軍人だ。身につけた軍服のデザインは、ソラヤのものと良く似ている。

（ガルナスタンの軍人か？）

　それにしては、純じゆん粋すいな白人にしか見えないが。ガルナ人の──トルコ系の血が流れているようには見えない。

『ロシア軍情報部の、デミトリー・キリエンコ少将だ。それだけ覚えてもらえれば、結構だ』

　外れた。

　通信機を手にしたキリエンコ少将は、無感情に〈レイヴン〉を見上げている。

『イチノセ・タツヤ、君とそのＡＳが積荷で間ま違ちがいないな』

　端たん的てきかつ露ろ骨こつな一言に、達哉は顔をしかめる。

「そうっすよ、少将閣下」

　少しばかり声に嫌いや味みをこめてみたが、キリエンコは眉まゆ一つ動かさなかった。

『案内しよう、降りて来たまえ』




　　　　３




　ハイヤール基地の中心は、ＩＣＢＭ打ち上げ用の巨きよ大だいな地下式ミサイルサイロだ。

　山やま肌はだから堅けん固ごな地じ盤ばんを深々と掘ほり下げて建造した、細長い円えん筒とう状の縦穴が、サイロの基本構造である。そのサイズはＩＣＢＭの外形に合わせており、ミサイルはそのまま縦にすっぽりと収められている。

「こいつが、ＩＣＢＭか」

　サイロの最下層から屹きつ立りつするその姿を見上げ、達哉は唸うなった。Ｄ．Ｏ．Ｍ．Ｓ．側からは他ほかにアデリーナとクララがミサイルの『見学』に来ているが、二人とも言葉を失っているようだ。

　ＩＣＢＭの全長は、およそ四〇メートルほどだろう。その周囲には整備用のプラットホームが組まれていた。ミサイルのサイズと比べると作業に当たっている人員が、まるで蟻ありか何かのように見える。

　大陸間弾道弾ＩＣＢＭという名前くらいは、達哉も聞いたことがある。その兵器が何を目的に開発され、どのように運用されるのかも。

　だがまさか、実際に自分の目にすることがあるとは、思いも寄らなかったが。

「Ｒ─38──弾道弾としても最大級のものだ。確か西側が付けた名前は〈ソロモン〉だったかな？　一万数千キロメートル先の目的地に、一〇数トンを超こえる弾頭を投射する能力を持っている」

　具体的なスペックは省きつつ、キリエンコは言った。

「ＡＳ一機を東京まで配達するのも、不可能ではない。もっとも貨物扱あつかいになるから、たとえ事故が起こっても傷害賠ばい償しようの請せい求きゆうには応じかねるがな」

「…………」

　ひどい冗じよう談だんだった。全く笑えない。

　少し顔をしかめた達哉は、ふとポケットの携帯型衛星電話の感かん触しよくを思い出す。ＩＣＢＭの発射までに、地上に出て東京の家族たちへと連れん絡らくを取らなければ。

　杞き憂ゆうならばいい。だが達哉の推測が当たっていた場合、〈カエサル〉に狙ねらわれているのは由加里や俊とし之ゆきなのだ。

　拳こぶしを握にぎる達哉の背後では、クララとアデリーナがひそひそ小声で話している。

（あのキリエンコってオッサン、ガルナスタンでの最初の作戦で割りこんできたロシア軍連中のオヤダマなんだろ？）

（正確ではないが、概おおむねそう考えても間違いではないようだ）

（なら、そもそもあのオッサンがちょっかいかけてこなければ、こんなややこしいことにはならなかったんじゃねーのかよ）

　不平そうにクララは、キリエンコをにらんでいた。

（とはいえ現状、彼の協力がなければＩＣＢＭを稼か動どうできなかったのは事実だ）

　キリエンコによるガルナスタンへの工作だが、目的の一つにここハイヤール基地のＩＣＢＭ回収があったらしい。そのためキリエンコの部下として潜せん入にゆうした工作員には、ロケット関連の専門家も含ふくまれていたのだ。

　そういった人材の提供などに留とどまらず、ロシア本国に連絡してＩＣＢＭ使用の黙もく認にんを取り付けるなど、キリエンコは有り体ていに言って八はち面めん六ろつ臂ぴの働きをしている。

（おそらく彼なりに、自分の責任を取ろうとしているのだろう）

（それくらい、分かっているけど……）

　そうクララは、口を尖とがらせた。達哉も内心では同感だったが、それをわざわざ口にしたりはしない。

　もやもやした気持ちをどうにかして抑えこみ、達哉はキリエンコに尋たずねる。

「あと、どれくらい時間がかかるんっすか？」

「〈ソロモン〉自体の整備と点検は、ほぼ終わった。問題ない。ガルナスタンでも、最低限の整備はしていたようだな。後は液体燃料の充じゆう塡てんと、ＡＳの搭とう載さいだが──そちらはどうなっているのかな、社長？」

　最後の言葉は、クララに向けての問いかけだった。

「ウチの社員をナメんなよ。〈レイヴン〉の調整は、ほぼ仕上がっている。あと五分もすりゃ、そのデカブツのドタマに積めるはずだ」

「ふむ、となると機体の搭載と調整、最終チェックを含めて──打ち上げ発射まで後二時間といったところか」

　キリエンコは、ざっとそう概がい算さんする。と、その懐ふところで通信機が鳴った。

「ああ、私だ──ふむふむ」

　短く言葉を交かわし、通信を切る。

（何だ、一体？）

　そう疑問に思う達哉に、キリエンコは言った。

「上のベルトランくんからだ。悪い報しらせが一つと、もっと悪い報せが一つ。どちらから聞きたい？」

「……マシな方から頼たのむ」

　達哉はそう即そく答とうした。

「先ほど中国で、〈カエサル〉の離り陸りくが確認された」

「いよいよか」

　アデリーナが、低い声でそうつぶやく。予想されていた事態だが、いざ現実の物となると重苦しい圧力を感じる。

「速度は変わらず、進路も予想通り。目的地である東京への到とう着ちやくは、およそ二時間半後と推測される」

「時間的には、俺が間に合うかどうかギリギリだな」

　そもそも自分と〈レイヴン〉が間に合っても、果たして今の〈カエサル〉をどうにかできるかどうか疑問ではあるのだが、そこは考えないことにする。

「で、もう一つは何だよ？」

　キリエンコは、顔色一つ変えずに答えた。

「どうやら、無人ＡＳの残党が接近中らしい。ＳＥＡＬｓの諸君が接せつ触しよくしているが、積極的な交戦は避さけて後退しているようだ」

「え？」

「何!?」

「…………ちっ」

　予想外の事態に驚おどろく達哉。アデリーナもさっと青ざめる。クララは舌打ちを一つすると、口の中で何やらもごもごつぶやいた。

「こいつは、やばくないか」

　意外な伏ふく兵へいだった。

　このまま基地が襲しゆう撃げきを受け、ＩＣＢＭの発射が妨ぼう害がいされてしまえば、そもそもの計画がひっくり返ってしまう。

「残念ながら、我々にもガルナスタンにもろくな戦力がない。ここは、君たちのお手並み拝見と行こうか」




　ガルナスタンの山中に、遠えん雷らいのような砲ほう声せいが轟とどろいた。

　絞しぼりこまれた俊しゆん敏びんな機き影えいのＡＳが二機、岩の剝むき出しになった急きゆう峻しゆんな斜しや面めんを、自由自在に駆け巡っていた。米海軍特殊部隊ＳＥＡＬｓに所属している、Ｍ９〈シグマ・エリート〉である。

　二機の〈シグマ〉は巧たくみな機動で互たがいの死角を補いつつ、迫せまり来る敵機に対して断続的な射撃を浴びせていた。

「セプテンバー６よりセプテンバー１へ。ポイント23─11にて敵無人ＡＳと交戦中」

　片方の〈シグマ〉のコクピットで、オペレータのロニーは静かにそう報告する。ロニー本来の乗機はガルナバシュ地下シェルターの戦せん闘とうで大破したため、今の彼が乗っているのは新たに回された予備機だった。

　ちなみに記録上、ロニーの〈シグマ〉はガルナスタン国内ではなく、アフガニスタンの戦闘で大破したことになっていた。ガルナスタン戦でロニーがＤ．Ｏ．Ｍ．Ｓ．の作戦に参加していたのは、ほぼ現場レベルの独断であるため、その事実を隠いん蔽ぺいするための措そ置ちである。

　一機数千万ドル、かつ米国市民の血税によって賄まかなわれた高価な機材を使い潰つぶしたことについては、ロニーも思うところがないわけでもない。真相を伏ふせているからにはなおさらだ。だがとりあえず今は、それどころではなかった。

『何の冗談だよ、こいつは』

　傍かたわらの僚りよう機きから通信機越ごしに、戦友であるセプテンバー７ことサミュエル・デービス兵へい曹そうの呻うめきが聞こえる。

　二機の〈シグマ〉が対たい峙じしているのは、十機近い〈ケントゥリア〉だ。未完成状態で無理矢理に投入された無人ＡＳは、それにもかかわらず軽快な動きを繰くり返している。動くことさえ困難な機体も、含まれているはずなのに。

『くそ、マジでこっちの弾たまが効いてねえ!?　ジェダイ・ナイトでも乗っていやがるのか、このゾンビ野や郎ろう!!』

「だからこいつら無人ＡＳだって、サム」

　デービスの罵ば声せいに答えながら、ロニーは戦せん況きようを分ぶん析せきする。

　十機近い〈ケントゥリア〉の圧力は驚きよう異い的だ。だが未完成状態なため、本来の性能を発揮できている機体は、ほんの数機しかない。

　問題は、やはり『力場』による不条理な火力と防ぼう御ぎよである。もしかしたらあの動きも『力場』の応用かもしれない。

　何にせよ、ロニーたちが今まで磨みがいてきたＡＳ戦技・戦術の埒らち外がいにある存在だ。正直、お手上げとサジを投げたい気分になる。

　そんな不条理な戦闘が今、ハイヤール基地の周辺では多発していた。ロニーたちＳＥＡＬｓチーム９は、押し寄せる〈ケントゥリア〉の群れに対して二機一組ツーマンセルで分散し、迎げい撃げきしているのだ。

『セプテンバー１よりセプテンバー６および７へ。ポイント16─22へと後退しろ。そこで三分間稼かせげるか』

「やってみます」

　隊長であるタウンゼント大たい尉いの指示に、ロニーは静かな声で同意した。

「おっつけ、Ｄ．Ｏ．Ｍ．Ｓ．の増ぞう援えんも出てくるでしょうし。それまで粘ねばってみますよ」

『また連中が頼たよりかよ』

　デービス兵曹の声には、どうにも複雑な響ひびきがある。

　ロニーはＤ．Ｏ．Ｍ．Ｓ．の年若いＡＳオペレータたちに対して、自分たちの技量が劣おとるとは思っていない。だが、この状じよう況きようなら話は別だ。

　長らくカエサル・プロジェクトのＡＳ群と戦い続けてきた彼らは、こと〈ケントゥリア〉を始めとした無人ＡＳへの対処ならば、誰だれよりも習熟している。実際、先のガルナバシュ地下の戦闘では初見の『力場』にすら対応し、あまつさえ戦果すら挙げてみせたのだ。

（まったく大したものだよ、クララ──）

　そう妹分を賞賛しつつも、ロニーは〈ケントゥリア〉相手の足止めに集中する。

「これ以上、格好悪いところをあの子に見せられないからね」

　脳内のアドレナリンを味わいつつ、ロニーは言った。




「こちらです」

「まあ──」

　ハイヤール基地のＡＳ格納庫、ソラヤに案内された区画で、菊乃は息を吞のんだ。その黒い瞳ひとみは、駐ちゆう機き姿勢でうずくまる二機のＡＳへと釘くぎ付づけになっていた。

　ずんぐりとした重量級の巨きよ体たいに、カエルを思わせる特とく徴ちよう的な頭部。シンプルでそれゆえに頑がん強きような機体構造が、外見からでも見て取れる。

　ロシア製の第三世代型ＡＳ、Rk─02〈セプター〉である。通常の第三世代型ＡＳで重視される機動力やステルス性能を程ほど々ほどの所で妥だ協きようし、装そう甲こう防御力や機械的信しん頼らい性せい、行動時間といった部分を重視した機体だ。

「今の戦況にあった機体ではありませんが、今の我々が提供できる第三世代型ＡＳはこれしか──」

「いいえ、そんなことはありません！」

　恐きよう縮しゆくするソラヤに、菊乃は満面の笑えみを浮うかべる。

「今のわたくしにとって、これ以上相応ふさわしい機体はありませんもの」

「なら、よろしいのですが」

　鼻息を荒あらくする菊乃に、ソラヤは静かにそう答えた。

〈セプター〉は菊乃がまだミハイロフの部下だったころ、弟の旭と共に愛用していた機体だ。その堅けん牢ろうなタフさも、巨体に似合わぬ瞬しゆん発ぱつ力りよくも、何もかも熟知している。

　今はもう、旭もミハイロフもいない。だからこそ、この大一番で再びこの機体に巡めぐり合ったことに、菊乃は運命的なものを感じていた。

「愛いとしいあの方を守るための戦いに、〈セプター〉。嗚あ呼あ、これは浪ロ漫マンです。小お父じ様、旭──どうかわたくしの戦いを見守っていてください」

　感極きわまった菊乃は、ついにそのまま踊おどり始めた。

（できれば機体の色も塗ぬり直したいところですが、時間がないのが残念です──って、時間!?）

　いきなりステップを止めた菊乃は、ソラヤをきっとにらむ。

「ソラヤさん！」

「……何でしょう？」

「〈セプター〉が二機あるということは、一機はアデリーナさんの分ですわよね？」

「そのつもりです。連れん絡らくもしていますし──」

　そこでようやくソラヤも、菊乃の言いたいことに気づいたのだろう。腕うで時計を確かめ、眉まゆをひそめる。
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「そう言えば遅おそいですね、彼女」

「…………」

　不ふ機き嫌げんそうに、菊乃は押し黙だまった。いつも行動がきびきびと早いアデリーナが、この状況で出で遅おくれる理由など、一つしか思いつかない。

「また、わたくしだけのけ者ですか。不本意です」




　菊乃の予想は当たっていた。

「こんなところにいたのか、タツヤ」

　ハイヤール基地地上部分のヘリポートで、ＡＳ操縦服の達哉は、よく聞き慣れた声に振ふり返った。

「リーナか」

「もう〈レイヴン〉をミサイルに積みこむ時間だぞ。君も早く地下に戻もどれ」

「あ、ああ……そうだな」

　歯切れ悪くそう答えながら、達哉は手にした携けい帯たい式の衛星電話を見やった。それを見て、アデリーナも事情を察したようだ。

「ひょっとして、東京のユカリたちに電話をしていたのか？」

「ああ。東京が危ないから、少しでも遠くに逃にげろって言うつもりだった。でも、繫つながらなくてさ」

　深々とため息をつきながら、重い声で達哉は言った。

「由加里も親おや父じも、楓たちも繫がらないし。サーバーの調子が悪いのか、メールさえ梨なしのつぶてだ」

「…………」

　黙りこんだアデリーナの姿に、達哉は少し後こう悔かいした。

　今から達哉は〈レイヴン〉と共にＩＣＢＭへと乗りこみ、〈カエサル〉を倒たおすため東京を目指す。そしてアデリーナは、達哉が飛び立つまでの時間を稼ぐため、このハイヤール基地を守って〈ケントゥリア〉隊と戦うのだ。

　共に、困難な作戦だ。成功の確率がどれくらいあるのかさえも分からない。

　達哉も不安なのだ。アデリーナもきっと同様なのだろう。だからこそ今、彼女の前で情けない姿を見せるわけにはいかないというのに。

「悪かったな」

「いや、悪くない」

　小さくそうつぶやくなり、アデリーナはそっと達哉に身を寄せる。

「お、おい──」

「君はずっと、そのままでいい」

　野戦服の上から達哉の胸むな板いたに手を添そえ、アデリーナは言った。

「本当は、君を止めるつもりで来たんだ」

「え？」

　戸と惑まどう達哉を、アデリーナは見上げた。

「だけど、それも何だか違ちがう気がする」

　硬かたく強こわ張ばっていたアデリーナの表情が、ほんの少しだけ緩ゆるむ。小さな、本当に小さな微笑ほほえみ。

「いいかタツヤ、君も自分のしたいことを、そしてしなければいけないことをするんだ。ユカリやカエデたち──君の大切な家族や友人を守ることだけを考えろ」

　優やさしい、だが同時に淋さびしげな声だった。

　ようやく、達哉は気づいた。今のアデリーナが、ただ達哉と語っているのではないということに。

「そうしなければ──きっと後悔するぞ」

　かつての彼女自身が失い、守りきれなかったものと向き合っているのだということに。

（ああ、そうだ）

　そう気づいた途と端たん、熱いものが達哉の胸にこみ上げてきた。

「ありがとう、リーナ」

　礼の言葉だけは、ごく自然に出てきた。だが、それ以上は何も言葉が思いつかない。

　自分の悲しみを乗り越こえて、先に進もうとする強さ──

　その悲しみと他者を重ね、励はげまそうとする優しさ──

　そんな彼女の姿に対して、何を言えばいい？　何が言える？

　いや、むしろ──

（言葉じゃ、ないんだ）

　唐とう突とつに、達哉は思った。そう、何も言葉が必要なわけではないのだ。この胸にある自分自身の気持ち、ただそれを素す直なおに、彼女へと伝えればいい。

　アデリーナの両りよう肩かたに、達哉はそっと自分の手を置く。

「あ──」

　見開かれた灰色の瞳が、達哉を見上げる。引き締しまった肢し体たいがかすかに震ふるえるのを、達哉は両手で感じた。

　驚おどろくように、戸惑うように、あるいは──期待するように。

「──リーナ」

　そう小さく呼びかけながら、達哉は彼女へと顔を寄せた。アデリーナは無言のまま、そっと目を閉じる。

　重なり合う、二人の唇くちびる──

　抱だき締しめ合う、二人の体──

　山間を吹ふき抜ぬけていた風が、ふっと途と切ぎれる。ほんの僅わずかな間だが、確かに時は止まっていた。

「…………ああ」

　甘やかな吐と息いきと、一いち抹まつの寂せき寥りようを残し、二人は離はなれる。

「君までいなくならないでくれ、タツヤ」

　達哉の胸に顔をうずめ、アデリーナはささやいた。

「ナターシャも、ミハイロフまで逝いってしまった。この上、君までいなくなってしまっては、わたしは──」

　言葉を詰つまらせた彼女の背を、達哉はそっと叩たたく。

「なあリーナ、前に言ってたよな。もう自分には、家族も故郷もないってさ」

「ああ、そうだ。今のカフカスはもう、わたしの帰る場所じゃない。待っている人も、誰だれ一人ひとりいない。だから──」

「だったら──」

　小さく掠かすれたアデリーナの声に被かぶせて、達哉は勢い任せに言った。

「だったら、一いつ緒しよに帰らないか？　その、東京にさ」

「え？」

　少女の灰色の瞳ひとみで、戸と惑まどったような光が揺ゆれている。

「俺って前に一度、Ｄ．Ｏ．Ｍ．Ｓ．を辞めたことがあるだろ？　でもその時は一人で東京に帰っても、戦争のことが頭から離れてくれなかった。まるで平和な日常ってヤツが噓うそみたいに思えて、由加里や楓たちにも心配かけてた。そこにお前が来てくれて、俺はまたＤ．Ｏ．Ｍ．Ｓ．に戻った」

「…………」

「そのことを、どうこう言いたいわけじゃないんだ。でも、あの時はお前がいなかった。戦争ってものにどっぷり浸つかってた俺は、東京で一人きりだったんだ。当たり前だ。由加里だって親父だって、そんな俺のことが分かるはずない。だけど、だけどもし、お前が、その……一緒に、いてくれたら──」

　どもり、言葉に詰まった達哉を、アデリーナはじっと見つめる。

「それはつまり、わたしにも兵士を止やめろということか？」

「────ああ、そうだ」

　端たん的てきなアデリーナの問いに、達哉も一言で答えた。

　ごくりと、生なま唾つばを吞のみこむ。アデリーナにとって自分が兵士であること、そしてＡＳオペレータであることが、アイデンティティとなっていることはよく知っていた。もしかしたら、怒おこり出すかもしれない。

　固かた唾ずを吞む達哉の前で、アデリーナは背を向けた。そのまま基地内部へのゲートへ向かい、歩き出す。

「もう、時間だ」

　静かな声で、アデリーナは言った。

「返事は、作戦が終わってから伝える。だから、必ず無事に戻ってくるんだ。いいな、タツヤ」

　振り返らないまま告げるアデリーナの表情は、達哉から見えない。だがその言葉だけでも、今の彼には十分だった。

　我知らず、達哉は拳こぶしを握にぎり締める。

「ああ、分かったよ」

　そう答えながら達哉は、アデリーナの後を追った。




「では、行ってくる」

「…………」

　格納庫で気負いなくそう告げるユースフに、サミーラは無言で一礼した。

　ガルナバシュの地下シェルターに突とつ入にゆうしたＡＳの中で、ユースフの〈レイヴン〉三号機とサミーラの〈シャドウ〉は、比ひ較かく的てきとはいえ軽けい微びな損傷で切り抜ぬけることができた。すでに両機とも応急修理や整備をほぼ終え、出しゆつ撃げきを待っている。

　だがその役割は、それぞれで異なるものだったが。

「待たせたね、殿でん下か。三号機の方はＯＫだよ」

「うむ、造作をかけた」

　ダニエラの言葉にうなずくと、ユースフは三号機へと向かう。主あるじのその背に、サミーラは思わず手を伸のばしかけた。

「…………あ」

　現状、ハイヤール基地に押し寄せてくる〈ケントゥリア〉の群れに対して、ＳＥＡＬｓの〈シグマ〉が迎げい撃げきに当たっている。じりじりと後退を重ねつつも、可能な限り時間を稼かせいでいた。

　それに対してユースフは三号機で、アデリーナと菊乃の〈セプター〉と共に迎撃に加わる。三号機の電子兵装が、〈ケントゥリア〉や『力場』への対たい抗こう手段となるためだ。

　一方のサミーラは、〈シャドウ〉で基地に残る手て筈はずになっている。

　作戦としては、当然の役割分担だ。普ふ段だんならサミーラも、特に異論なく受け入れただろう。それが今日に限って胸がざわめくのは、ソラヤのあんな姿を見たからだろうか。

（……やはり私も、若と一いつ緒しよに──）

　思わずそんな言葉が口をつきかける。その寸前、ユースフが振り向いた。

「万一のことを考えれば、基地を空にすることはできぬ。そなたが後ろを守っているからと思えばこそ、我らも心置きなく前線で剣けんを振るうことができる」

「…………」

　自分の内心を見通された気がして、サミーラはそれを恥はじた。うつむく侍じ女じよに、ユースフは小声で言った。

「それに、パルミシュ少しよう尉いのこともある」

　ソラヤの名前を出され、サミーラは顔を上げる。

「そなたの存在が、妙みよう薬やくとなるかもしれぬ。側そばにいてやれぬか」

「……承知した」




　　　　４




　達哉が乗る〈レイヴン〉のコクピットは、静かだった。

　すでに機体はＩＣＢＭ〈ソロモン〉の弾だん頭とう部分へと積みこまれ、達哉と共に打ち上げの瞬しゆん間かんを待っている。

　ハイヤール基地自体は、ＩＣＢＭ打ち上げ直前の各種作業や、基地に接近する〈ケントゥリア〉隊迎撃のため、殺気だった騒さわぎになっているはずだ。だがそういった周囲の喧けん噪そうは、〈レイヴン〉のコクピットの達哉まで届いていない。

　もし達哉が本職の宇宙飛行士だったならば、ロケットの打ち上げ時には自身でこなすべき手順や作業も山ほどあるのだろう。だがあいにくと達哉は、航空宇宙学の知識などほとんど持ち合わせていない素人しろうとである。

　大人しく黙ったまま、積み荷として打ち上げられることしかできない。

（……ま、それでいいさ）

　餅もちは餅屋だ、達哉はそう考える。と、その時だった。

『おう、調子はどうだ？』

　無線機から、溝呂木の声が聞こえた。

「ぼちぼちっすよ、センセイ」

『しかし、ちょっともったいねえな。お前さん、有人宇宙飛行の最年少記録をぶっちぎりで更こう新しんだぜ。記録に残せないのが残念だ』

「こっちはただの積み荷っすよ。真ま面じ目めに訓練してきた宇宙飛行士の人たちに失礼ってもんだ」

　そう軽口を返しながら、達哉は溝呂木が本題に入るのを待っていた。

『ガルナバシュで押収したクルピンスキーの資料だがな──』

「…………」

『例の〈カエサル〉ってデカブツのデータ、今まで何とか解かい析せきが済んだ分だけでも、お前さんに伝えておく』

　溝呂木の言葉に、達哉は俄が然ぜん、勢いこむ。

「何か、ヤツの弱点は!?」

『おーちーつーけー、達哉。一応、それらしいものは見つかっている。まずは、こっちを見てくれ』

　溝呂木の言葉と共に、スクリーンの画像が切り替かわった。あの〈カエサル〉と思おぼしき機体の内部構造が、三面図として表示される。

「こいつが、〈カエサル〉か……」

　じっと達哉は目を細めた。

　達哉もＡＳの機械的構造については、それなりの知識を持っている。主にアデリーナから、スパルタ式で詰つめこまれたものだ。

　とはいっても〈カエサル〉の機体構造は、通常のＡＳとは全く異なっている。達哉の目には、どこが弱点になっているのか分からない。

『まあ見てろ、俺が怪あやしいってにらんだヤツの泣き所は──コイツだ』

　スクリーンの中で矢印形のカーソルが動き、〈カエサル〉の図面の一点を指し示した。下半身の〈ベスティア〉部分のさらに機体下面、いわば四足動物にとっての『腹部』にあたる箇か所しよだ。

「これは──」

　達哉は、注意深く図面を見やった。溝呂木が示したのは、装そう甲こうに開かれたスリット状の部位である。

「──冷れい却きやく装置？」

『おう、そうだ。よく分かったな』

「それくらい、見れば分かりますよ。で、冷却装置が弱点？」

　冷却装置自体は、ＡＳならどんな機体にもついているものだ。ここを破損すれば当然ながら機体の排はい熱ねつは滞とどこおるし、それ以上の継けい戦せんには支障をきたすだろう。

　だが、だからといって冷却装置が即そつ効こう性のある弱点かと言われると、どうにも首を傾かしげてしまう。

『こいつは、ただの冷却装置じゃねえ。おそらく、あの「力場」を生み出す仕組みと絡からんでいやがる』

「──『力場』と？」

『ああ。クルピンスキーの資料を漁あさり回ってようやく、あの「力場」を生み出すメカニズムの見当がついた。いや、「力場」の理論自体は、まだ俺にも何が何だかさっぱりなんだが──』

　溝呂木の声と共に、スクリーン上ではカーソルが移動する。続いて溝呂木が指し示したのは、冷却装置と繫つながれたユニットだった。

　図面から判断して、おそらくサイズは冷蔵庫ほどの大きさだろうか。

「こいつが？」

『ああ。このユニットがあの「力場」の中心──らしい』

　溝呂木にしては、えらく歯切れの悪い物言いである。

『こいつは一種の演算装置でな。同じヤツが、〈トゥリヌス〉の方にも積まれていやがる。駆く動どうさせるには馬ば鹿かげた大電力を必要としてやがるし、それに見あった排熱のため専用の冷却システムも入り用、って寸法だ』

「…………」

　図面を見やりながら、達哉は頭脳を回転させた。

　あの『力場』を発生させる理論などは、割とどうでもいい。問題は、発生された『力場』にどう対抗するか、その手段だ。

　溝呂木の言葉を信じるなら、その手段が見つかったことになる。『力場』発生の中ちゆう枢すうである演算ユニット──その冷却装置を破は壊かいできれば、オーバーヒートしたユニットは機能を停止することだろう。

　そうなれば〈カエサル〉も『力場』を発生させられない。その理り屈くつは分かる。実にシンプルだ。

　だが、問題は──

「難しいっすね」

　ただでさえ〈カエサル〉は『力場』の盾たてで身を守っている上、弱点の冷却装置は狙ねらいにくい腹側だ。そこを攻せめるには、よほどの工く夫ふうが必要だろう。

『すまねえな』

　ぽつりと、溝呂木がつぶやく。

『結局お前さんにばかり、きつい仕事を押しつけちまっている』

　その声が溝呂木には似合わない、えらく神しん妙みようなものだったため、達哉は思わず吹ふき出してしまった。

『笑うところじゃねえぞ、今のは』

「すいません、センセイ。でも、大変なのは俺だけじゃないっすよ。大体、俺なんかのオツムじゃ〈カエサル〉の弱点なんてサッパリなわけだし。こんなとんでもない作戦を思いついて、ガルナスタンやロシアに渡わたりをつけてくれたのはベルさんだ。みんな、自分たちの仕事をしてくれている」

『よせよ、そういうのは。おだてたって、何も出ねえぞ』

　溝呂木の声が、妙みような調子で震ふるえた。ひょっとして、照れているのだろうか？

『ま、確かにヤバイ相手を向こうに回しているのは、お前さんだけじゃないわな。嬢じようちゃんたちと〈ケントゥリア〉隊が、ドンパチ始めたらしい』

「……そうっすか」

　低い声で、達哉は答えた。そう、戦っているのは、自分だけではないのだ。

（頼たのむぞ──リーナ、菊乃）

　そう心中で達哉はつぶやき、目を閉じた。




『来たぞ──三時方向、距きよ離り五〇〇』

　山野を駆かける〈セプター〉のコクピットに、ユースフの〈レイヴン〉三号機から通信が入った。

「了りよう解かい」

　コクピットのアデリーナは短く答える。〈セプター〉の各種センサは、いまだに敵機の存在を感知していない。

　優すぐれた索さく敵てき能力と指揮管制機能によって、部隊の目となり頭脳となるのが三号機の役目だ。だがあいにく純ロシア製ＡＳの〈セプター〉は、搭とう載さいされた戦術情報処理システムもロシア製であり、三号機のデータリンクシステムには対応していない。情報関連の各種装置を西側のものに置き換かえた、Ｄ．Ｏ．Ｍ．Ｓ．の〈シャドウ〉とは違ちがうのだ。

　そのため三号機と〈セプター〉二機との情報共有は、口頭の通信が主という、いささか前時代的なものとなっている。

　とはいえ、ユースフとも気心が知れた間あいだ柄がらである。情報の伝達や意思の疎そ通つうにも、不自由はない。それは、もう一機の〈セプター〉のオペレータとも同様だ。

『では、参ります』

　そう一言だけ告げると、菊乃の〈セプター〉が一気に加速した。両手を背後に回し、背負った二振ふりの一〇式単分子カッターを引き抜ぬく。

「あまり逸はやりすぎるなよ」

　アデリーナは、菊乃にそう釘くぎを刺さす。数歩遅おくれで彼女の機体を追いつつ、自機の搭載火器──右手の滑かつ腔こう砲ほうと左手のガトリング砲の安全装置を解除した。

　鈍どん重じゆうに見える〈セプター〉だが、瞬間的な速力ならば他の第三世代型ＡＳにひけはとらない。ユースフの三号機は、アジャイル・スラスタの断続的なブースト機動によって、二機の〈セプター〉に追つい随ずいしている。

『見えましたわ』

「ああ──」

　スクリーンに映された敵てき影えいを前に、アデリーナは少しだけ眉まゆをひそめた。ＳＥＡＬｓからの情報ですでに知ってはいたが、ゾンビじみた未完成ＡＳの群れが蠢うごめく様は、見ていて愉ゆ快かいになれるものではない。

　あの『力場』の脅きよう威いを、アデリーナは再び見せつけられる。とはいえ今の彼女たちは、無策ではなかった。

　後続の三号機がスラスタと脚あしを止めると、片かた膝ひざをついた姿勢でうずくまった。その背中で、三基のレドームが展開する。

『縛しばれい、ムーサーの蛇へびよ！』

　ユースフの大おお仰ぎような口上と共に、強力な妨ぼう害がい電波が周囲に放射された。

　三号機のＥＣＭによるインペリウム・ネットワークの制圧、およびそれに伴ともなう『力場』の無力化。地下シェルターの死し闘とうで証明された、有効な手段だ。

　それを前衛のいるこの状じよう況きようで行使すれば、どうなるか──

『はっ!!』

　裂れつ帛ぱくの気勢と共に、菊乃の〈セプター〉が躍おどり上がった。そのまま一息で、〈ケントゥリア〉の中に突つっこんでいく。

　菊乃機の両手で、構えた二振りの一〇式単分子カッターが唸うなりを上げた。摺すり足じみた動きで一機の〈ケントゥリア〉の背後に回りこみつつ、斬ざん撃げきを繰くり出す。まるである種の舞まいを思わせる、見事な機動だ。

　連れん携けいを封ふうじられ、『力場』すら封じられたその〈ケントゥリア〉は、一ひと太た刀ちで斬きり捨てられた。そのまま菊乃の〈セプター〉は素す早ばやく身を翻ひるがえし、次の敵機に相対する。

「うまい」

　菊乃の立ち回りに、アデリーナは思わず賞賛の声を上げた。一見、無む謀ぼうな突とつ撃げきに見えるが、実はそうではない。乱戦に持ちこむことで〈ケントゥリア〉の脚を止めつつ、その注意を引きつけ続けているのだ。

　要するに、足止めと時間稼かせぎに徹てつしているのである。現状では、ほぼ最善の策と言ってもいいだろう。

　とはいえ四方八方を敵に囲まれた今の彼女が、危険な状態であることには変わりない。

「迷めい惑わくをかけてくれる」

　まさか見捨てる訳にもいかない。遮しや蔽へいをとりつつ、菊乃機の背後に回りこもうとする〈ケントゥリア〉を照準する。

　トリガーを引く。自機の右手に構えた短砲身の滑腔砲が、〈ケントゥリア〉を狙って火を噴ふいた。直撃。

『感謝いたします、アデリーナさん』

　アデリーナに助けられた菊乃だが、そのまま後退はしなかった。彼女の〈セプター〉は〈ケントゥリア〉を中心とした円の動きで距離を維い持じしつつ、今度は立て続けの刺し突とつを浴びせかけている。

「ふん」

　小さく鼻を鳴らしたアデリーナも、菊乃への掩えん護ごを続ける。今度は、左手のガトリング砲による弾だん幕まく射しや撃げきだ。万が一にも菊乃の〈セプター〉を巻きこまないよう、位置取りには細心の注意を払はらう。

　今の〈ケントゥリア〉は『力場』さえなければ、ただの未完成機の集団でしかない。中には『力場』の支えを失った途と端たんに転てん倒とうして動かなくなる機体や、自重で自じ壊かいする機体までいた。

　その中でアデリーナと菊乃は、存分に駆け抜ける。

『アデリーナさん』

「なんだ？」

『やっぱりわたくしとあなたって、相あい性しようが良いようですわね』

「そうか」

　不ふ機き嫌げんそうに答えるアデリーナだが、言っていることには同意だった。

『一いつ緒しよに組んでこれほど戦いやすい相手は、旭がいなくなって以来です』

「…………そうか」

　今度の『そうか』は、先ほどの言葉とは少し意味合いが違った。

「お前は、もう乗り越こえられたんだな」

　静かな声で、アデリーナはそう言った。『何を』とも『誰だれを』とも明確にしないが、それでも菊乃へは伝わった。

『ええ、きっとあなた方のおかげです』

　そう言いながら菊乃機の斬撃が、最後の〈ケントゥリア〉を斬り捨てる。もうこのエリアに、動く敵機はいない。

　それを確かく認にんした三号機が、ＥＣＭを停止して素早く身を起こす。

『次の戦域へ急ぐぞ、リーナにキクノ』

『ええ、達哉さんのために！』

　そうやり取りを交かわしながら、アデリーナは時間を確かめた。

（そろそろ、発射の頃ころ合あいか）




　ＩＣＢＭの打ち上げを間近に控ひかえた〈レイヴン〉のコクピットに、意外な相手からの通信が入った。

[image: ]

『少し、よろしいでしょうか』

「……ソラヤ少しよう尉い？　別にいいっすけど」

　怪け訝げんそうに答えながらも、達哉はうなずいた。とはいえ正直なところ、あまり気が進まなかったが。

　彼女がオルカンからどういう扱あつかいを受けていたのか、一応は知っているつもりだ。そんな女性、しかも同年代の少女と一体どんな話をすればいいのか、達哉にはさっぱり分からない。

『…………』

　しかも肝かん心じんのソラヤは、そのまま押し黙だまっている。

（勘かん弁べんしてくれよ）

　重い空気の中、ようやくソラヤが口を開いた。

『オルカンの、ことです』

　話の対象は、予想通りだった。

『その、まだあの〈カエサル〉に、オルカンが乗っているというのは本当でしょうか？』

「ああ」

　そう短く、達哉は答える。

『だったら……だったら……』

　ソラヤの声は、抑おさえきれぬ感情に震えていた。

（俺にオルカンを、どうして欲ほしいんだ？）

　達哉は、ソラヤとオルカンの二人が、子供のころからの幼おさな馴な染じみ同士だということは知っている。

　そして同時に今のソラヤにとって、オルカンが言わば仇かたきであることも。

（どっちなんだ？）

　果たしてソラヤの中で、愛と憎ぞうのどちらに天てん秤びんが傾かたむいているのか、達哉には知りようがない。そもそも、知る必要もない。

　だがそれでも達哉はソラヤの言葉を、聞くべきだと思った。

『オルカンを、あいつを──助けて欲しい』

（ああ、そっちか）

　ある意味で、達哉は安あん堵どした。もしもう一方だった場合、どんな反応をすればいいのか分からない。

『こ、こんなこと頼たのむなんて、筋すじ違ちがいだって分かってる。で……でも──』

　抑えきれない感情に、ソラヤの声は揺ゆれている。それを聞きながら達哉は、妙みような邪じや推すいをした自分を恥はじた。

『わた、わたし……あいつにまだ、言わなきゃいけないことが、あるから。だから、だから──』

「ああ、いいさ」

　ごくあっさりと、達哉は答える。

『いいの……？』

　安やす請うけ合いとも取られかねないような気楽な答え方に、むしろソラヤの方が驚おどろいたようだった。

「俺だってわざわざ、アイツをころ──どうにかしようとは思ってないよ。ま、色々むかついたけど、それはお互たがい様だしな」

『…………』

「負けられない理由が一つ増えた。ただ、それだけのことだ」

　穏おだやかに、だが自信ありげに、達哉は笑った。

　たとえソラヤに見えなくとも、伝わらなくても、そうするべきだと思ったのだ。

「もう時間だ。行ってくれ」

『うん……』

　かすかにすすり泣く声が、達哉にも聞こえた。




　泣きはらした目元を拭ぬぐいながら、ソラヤは予備の通信室を後にした。

「……終わった？」

　廊ろう下かで待っていたＡＳ操縦服姿のサミーラが、そうたずねた。ソラヤは無言のまま、二度三度とうなずく。

「……そう」

　ただ一言だけ答えて、サミーラはＡＳ格納庫の方向に向かう。

　サミーラは『何の話をしたのか』とも、『達哉は何と答えたのか』ともたずねない。おそらくそれが、彼女なりの気づかいなのだろう。

　だからこそソラヤは、サミーラの背に頭を下げた。

「──ありがとう」

　蚊かの鳴くような小さな声だった。だがきっと伝わったはずだと、ソラヤは思った。




「サイロ内から、全作業員の退たい避ひを確認しました」

「うむ」

　ハイヤール基地最下層の発射管制室で、ガルナ人のオペレータの報告に、キリエンコはうなずいた。

　通常のロケット打ち上げなら、ここからさらに長々と最終安全確認等の手順が始まるところだ。とはいえ現状ではそのような時間的余よ裕ゆうはないし、ＩＣＢＭというのはそういう代しろ物ものではない。

　むしろ発射の決定から現時点まで、これ程ほどの長い時間がかかるのが異例なのだ。整備不十分だったＩＣＢＭを有人ロケットに仕立て上げて飛ばすという無茶の前には、些さ細さいなことではあるが。

　キリエンコは目の前のコンソールパネルに指を走らせた。素早く、かつ正確に、ミサイルの発射コードを入力する。問題ない。

　キリエンコはコンソール中央の、やたらと大きな赤いボタンに親指をかけた。そして最後に、ＩＣＢＭ内部の〈レイヴン〉と通信を繫つなぐ。

『なんだ、今度はあんたか』

　答える達哉の声は、いささかうんざりとした調子があった。怪訝に思いながらもキリエンコは、事務的に告げる。

「発射の準備は全すべて終しゆう了りようした」

『ああ、早く頼む』

「今から君とそのＡＳを打ち上げるわけだが、着ちやく弾だん地点、もとい目標地点の座標はこれでいいのだな？」

　念のために、もう一度確認する。北ほく緯い三五度××分、東経一三九度××分──市之瀬建設。他ほかならぬ達哉自身から、指定された場所だ。

『それでいい。多分そのあたりに、アイツも来るだろうから』

「ふむ。あらためて言っておくが、ＩＣＢＭというものは、精密誘ゆう導どうが可能な兵器ではない。着弾点が一キロ近くずれる場合もあることは、忘れるなよ」

『その時はこっちで何とかするよ』

　達哉の声に、気負った様子は全くない。

「カウントダウンはいるかね？」

『──いらね。さっさと上げてくれ』

　わずかに間が空いた後、達哉はそう答えた。分かった、とキリエンコもうなずく。

「では、打ち上げる。旅の無事を祈いのっているよ」

　そう言うなりキリエンコは、発射ボタンを押しこんだ。

　管制室に、けたたましい警報が鳴り響ひびいた。正面スクリーンが赤く明めい滅めつし、キリル文字で『発射』と表示される。

　上層部から聞こえてくる、地じ響ひびきのようにくぐもった音。ＩＣＢＭ〈ソロモン〉が、発射されたのだ。

（頼んだぞ、イチノセ・タツヤ）

　我知らず、キリエンコは固く拳こぶしを握にぎっていた。




　発射の瞬しゆん間かん、達哉は下腹に思いっきり力をこめた。

　体が〈レイヴン〉の機体ごと、激しく大きく揺さぶられた。嚙かみしめた口元から、抑えきれずに声が漏もれる。

「……くおっ」

　ロケットエンジンの液体燃料──ヒドラジンと窒ちつ素そ酸化物が化学反応を起こし、紅ぐ蓮れんの炎ほのおを吹ふき上げた。総質量二〇〇トンをはるかに超こえるミサイルの巨きよ体たいが、莫ばく大だいな推力によって地球の重力から引き剝はがされていく。

　強きよう烈れつなＧと激しい振しん動どうに晒さらされながらも、今の達哉には歯を食いしばって耐たえることしかできない。

　体が、押し潰つぶされそうだ。

（くそ──）

　肉体の感じる苦痛もさることながら、同時に腹の冷えるような不安が、達哉を苛さいなんでいた。ふと、子供のころに見た映画を思い出す。アメリカのアポロ計画──月までの有人宇宙飛行中に起きた、実際の事故に基もとづいた映画だ。

　映画の中でトム・ハンクスらが演じていた宇宙飛行士たちは、卓たく越えつした知性と勇気で続出するトラブルに立ち向かい、無事に地球への帰き還かんを果たした。だがそれに引き替かえ達哉は、ロケットその他諸もろ々もろの航空宇宙学について、完全な素人しろうとである。

　そもそもこのミサイルがどうやって飛んでいるのかさえ、正確な仕組みはいまいち分かっていないのだ。もし何らかの事故が発生した場合、何一つできないまま空に散ってしまうだろう。

　そんな宙ぶらりんな不安と恐きよう怖ふが、今さらながらこみ上げて来た。

（情けない）

　だが、それでも──これは、やらなければならないのだ。

　強烈なＧに耐えながらも、達哉は思い起こす。自分が生まれ育った東京の街を。大切な家族や友人たちを。

　そして、そこに迫せまる悪意の影かげを。

（腹を括くくれよ、市之瀬達哉）

　そう、自分自身に言い聞かせた。




「──あれは」

　新たな〈ケントゥリア〉隊と交戦していたアデリーナたちからも、その光景は、はっきりと見えた。

　空を貫つらぬき、地から天へと伸のびる炎の箭や。〈セプター〉のスクリーンに焼きついたそれは、ハイヤール基地から打ち上げられたＩＣＢＭに間ま違ちがいない。

『行ってしまいましたわね……』

　強烈な片手突づきで、〈ケントゥリア〉の一機を田でん楽がく刺ざしに仕留めつつ、菊乃が切なげにつぶやく。

『うむ、あやつの武運を祈ろう』

　電子戦で〈ケントゥリア〉の『力場』を押さえこみながら、ユースフが答えた。

　二人の声を聞きつつも、アデリーナは無言のまま意識を次の標的から逸そらさない。菊乃機の背後に回りこもうとする敵機を狙ねらい、滑かつ腔こう砲ほうを撃うちこむ。

　そう、作戦はまだ継けい続ぞく中なのだから。

（東京に『帰ろう』──君はそう言ってくれたな）

　だがその一いつ瞬しゆんだけ、アデリーナは胸の奥で達哉に語りかけていた。

（そんなこと、ＹＥＳに決まっているだろう。ばか）








第三話　帰りなん、いざ──









　　　　１




　市いち之の瀬せ由ゆ加か里りがそれを知ったのは、陣じん代だい高校からの下校中、学校近くで特売日のスーパーに寄った時だった。

　カートを押しながら、スーパーの店内を回る。幸いにも今日の店内は、まだそれほど混こんではいない。生せい鮮せん食品のコーナーを回りながら、今夜の献こん立だてを組み立てていく。

（昨日の肉ジャガが、まだ少し残っていたはず。青物も何か欲ほしいかな。後は、お魚でも焼いて──）

　そう思いながら、アジの開きのパックを手に取った時だった。

　ふと、兄の達たつ哉やのことを思い出す。

「お兄ちゃん、ちゃんとお魚や野菜も食べてるかな」

　ふと、そんなつぶやきが漏れた。

　達哉が家を出てから、ずいぶんと長い時間がたった。それでもまだ、兄のいない日々には馴なれることができない。

　唐とう突とつに断ち切られた、当たり前の日常。喪そう失しつの空白は、まだ由加里の胸の中でぽっかりと穴を空けている。

（ううん）

　小さく頭かぶりを振ふり、気を取り直す。

　だからといっても、悲しみに沈しずんでばかりはいられない。いつか達哉が帰ってくることを信じて、それまでの日々を生きていかねばならないのだ。

　まずは今夜の夕食から。由加里は勢いよく、アジの開きのパックをカートのかごに入れる。次に、小松菜を一把わ──

　その時だった。

　スーパーの外から、サイレンの音が鳴り渡わたる。

「え？　何？」

　驚おどろく由加里。続いて屋外スピーカーから、歪ひずんだ声が響いた。

『ただいま、東京都全域が警けい戒かい区域に指定されました』

「……え？」

　放送の意味が分からず、由加里は目を瞬まばたかせた。周囲の客や店員たちも、同様に驚き戸と惑まどっている。

「何だこれ？」

「避ひ難なん訓くん練れんか？　そんな連れん絡らく、あったっけ？」

「ていうか、こんな大げさな──」

　困こん惑わくする人々を尻しり目めに、スピーカーから響くひび割れた放送は、何度も何度も繰くり返された。

『市民の皆みなさんは、対策本部の指示に従って警戒区域外へと避難してください。これは、避難訓練ではありません。繰り返します──』

　遠く近く、殷いん々いんと……




　防衛省の市いちヶが谷や地区は、防衛省の本省および、陸・海・空自衛隊の戦力を統とう括かつする統合幕ばく僚りよう監かん部ぶが設置された、日本国防の中ちゆう枢すうである。

　その日、防衛省の庁舎地下に設営された中央作戦室は、異様な緊きん張ちように包まれていた。

「第三次迎げい撃げき」

「対象『Ｃ』、いまだ健在」

　作戦室は劇場を思わせる造りをしている。ひな壇だん状に設置された指揮通信システムのコンソールから、通信科の要員が押し殺した声で報告をしていた。

　そしてひな壇の最後方の席では、霧きりヶが谷や議員が作戦室正面の大型スクリーンを黙もく然ぜんと見やっていた。そこには現在、日本海で繰り広げられている〈カエサル〉迎撃の戦せん況きようが、リアルタイムで表示されている。

　有事の際には本来、防衛大臣がこの中央作戦室に詰つめて、全ぜん般ぱん的な状じよう況きようを掌しよう握あくすることになっている。だが現在、万一の事態に備えた政府機能維い持じのため、首相と主要閣かく僚りようは富ふ士じの自衛隊駐ちゆう屯とん地ちへと移動中だ。そのため政務官である霧ヶ谷が、代理として防衛省に残ったのである。

「状況は、よろしくないようだね」

　珍めずらしく冷ひや汗あせを滲にじませながら、霧ヶ谷はそう言った。

「お恥はずかしながら」

　傍かたわらに立つ下しも村むら一いつ佐さが、硬かたい声で答えた。側そばの席についていた恰かつ幅ぷくの良い陸将が、余計なことをと言わんばかりに下村をにらむ。

「いやいや、君たちの働きをどうこう言いたいわけではないよ」

　意識して穏おだやかな声を作り、霧ヶ谷はそう言った。

　とはいえ、自衛隊が最善を尽つくしているのは事実である。乏とぼしい時間と想定外の事態という悪条件の下もと、可能な限りの戦力を日本海にかき集めたのだから。

　問題はただ一つ──相手がまともではなかったことだ。

　スクリーンに映った〈カエサル〉の姿を、霧ヶ谷はにらむ。現地から送られた映像だ。航空力学を全く無視した巨きよ体たいが、高度一万メートルの空を亜あ音おん速そくで飛ぶ姿は、どこか滑こつ稽けいでかつ悪夢的である。

　海上に展開した護ご衛えい艦かん隊たいによる対空ミサイルの飽ほう和わ攻こう撃げき。加えて空自の戦せん闘とう機による迎撃──制空戦闘機のＦ─15Ｊイーグルのみならず、支し援えん戦闘機のＦ─２や退役寸前のＦフ─ア４ンＥトＪムまで投入されていた。さらにはアメリカ大統領のＧＯサインを受け、在日米軍の戦闘機や早期警戒管制機ＡＷＡＣＳも加わっている。

　それらの猛もう攻こうに対して、〈カエサル〉の反撃もまた熾し烈れつだった。全身の装そう甲こうが展開し、巨体に満まん載さいされた多種多様な火器がのぞく。それらを迎撃に用いて、雲うん霞かのように押し寄せるミサイルを次々と撃ち落としたのだ。

　まるで空飛ぶイージス艦とでも言うような、航空戦の常識を覆くつがえす異様な光景だった。

　とはいえ、数が違ちがいすぎる。イージス艦を含ふくむ六隻せきの護衛艦と、三〇機以上の戦闘機による物量のゴリ押しは、〈カエサル〉の迎撃能力を上回っていた。

　防ぼう御ぎよ砲ほう火かをかいくぐったミサイルが、続けざまに〈カエサル〉へと命中する。

　爆ばく発はつ──

　膨ふくれ上がった火球が、巨体を覆おおい隠かくす。だが歓かん声せいを上げる間もなく、黒こく煙えんの向こうから再び〈カエサル〉が姿を現わした。

「馬ば鹿かな！　なぜあれで落ちないのだ!?」

　瘦やせぎすの海将が、目の前のコンソールに拳こぶしを振り下ろす。大陸での中国軍との戦闘が、空へと舞ぶ台たいを変えて再現されていた。

「まるで、怪かい獣じゆう映画だ……」

　年若い幕ばく僚りようが思わずそうつぶやくが、誰だれもその不ふ謹きん慎しんな発言を咎とがめようとはしない。この中央作戦室にいるほぼ全員が、同じことを考えていたのだ。

　現在のところ、自衛隊の迎撃は標的の速度を僅わずかに遅おくらせた程度だ。じりじりと前進する〈カエサル〉は、いまや能の登と半島の目前まで迫っている。

　もはや、〈カエサル〉の日本本土上空への侵しん入にゆうは、避さけられないだろう。

　と、眼鏡めがねをかけた空将が、コンソールに附ふ属ぞくした受話器を取る。

「横よこ田たからです」

　霧ヶ谷にそう断り、通信を受ける。横田基地の在日米軍司令部とこの作戦室の間には、専用の通信回線が引かれているのだ。

　流りゆう暢ちような英語でやり取りを交かわすうち、空将の表情が僅かに曇くもった。

「アメリカさんは何だって？」

「これよりはより一層の支援に当たる、とのことです」

　そう答える空将の言葉は、苦かった。

「なるほど。支援用のＡＷＡＣＳは残すけど、それ以外の戦闘機は引き上げるか……アメリカさんとしてはそうだろうね」

　このまま本州上空の戦闘となった場合、もし万一にでも〈カエサル〉の巨体が市街地に墜つい落らくするような事態になれば、甚じん大だいな被ひ害がいが出るだろう。その矢や面おもてに立つリスクは冒おかせない、ということだ。

　事情を察した霧ヶ谷もまた、ほろ苦く笑う。

「とはいえ、こちらも人のことは言えないけどね」

　コンソールの画面に表示された、〈カエサル〉の予想進路を見やる。能登半島付近へ上陸後、本州を南東に真まっ直すぐ横切って東京へ。

「日本アルプス上空で、第四次攻撃を仕し掛かけます。何としても、そこで──」

　そう空将が、勢いこんだ時だった。通信要員が、淡たん々たんと報告する。

「対象『Ｃ』、転進しました」

「何だって？」

　スクリーンに映った〈カエサル〉の位置が、予想進路から東にずれている。すぐさま、新たなコースが算出された。

　ほぼ真東へと進み、能登半島の北をかすめる。このままだとおそらく上陸地点は、新にい潟がた県けんの中ちゆう越えつ地方になるだろう。

「何を、考えている……？」

　それを見ながら霧ヶ谷は、漠ばく然ぜんとした不安を抱いだいた。




　実のところ、〈カエサル〉もまた疲ひ弊へいしていた。

（このままでは、いけない）

　中国軍および自衛隊との連戦は、予想以上の負担を〈カエサル〉に強しいていた。すでに弾だん薬やくの半数以上を消しよう耗もうし、『力場』の多用によって導管にも不調が現われている。

　これ以上の交戦は、可能な限り避けるべきだろう。

　幸い、彼には一つの腹案があった。人間という種族、およびその集合体である社会という存在の持つ性質──

　それらを勘かん案あんしながら、〈カエサル〉は東へと進路を取った。




　結局〈カエサル〉が本州上空に侵入したのは、新たな予想進路の通り中越地方──柏かしわ崎ざき市近辺の海岸からだった。

「まさか、柏崎の原発を狙ねらっているのか？」

　その予想に作戦室は凍こおりつくが、すぐ杞き憂ゆうに終わった。〈カエサル〉が再び、今度は南へと進路を変えたのだ。

「あっちにフラフラ、こっちにフラフラ。君はあのカエサルくんが、何を考えていると思うかね？」

　迎撃計画の見直しで大わらわな幕僚たちをよそに、霧ヶ谷は下村にそうたずねる。

「分かりかねますな。どうも関かん越えつ道どう沿いに飛んでいるようですが──」

　やや迷めい惑わくそうに答えていた下村が不意に、あっと小さな声を上げる。

「おそらく、それが狙いでしょう」

「それはどういうことかね？」

　そうたずねる霧ヶ谷に、下村は重い声で説明する。

「日本海側から関かん東とう平野に抜ぬける場合、このルートなら比ひ較かく的てき長ちよう距きよ離りの間、市街地や集落が続いています。住民への被害を考こう慮りよして攻撃を控ひかえるのならば、迎撃が可能なのは新潟と群ぐん馬まの県境地帯、谷たに川がわ岳だけ付近のわずかな間しかない」

「圏けん央おう道どう沿いの住民を、盾たてにするということか」

　低い呻うめき声を上げたのは、恰幅の良い海将だった。

「やってくれるね……」

　引きつりかけた声で、霧ヶ谷はつぶやく。

　映画に出て来る怪獣などではない。この敵には明確な知性と悪意がある。無理にでも例えるならば、宇宙人や地底人といった侵略者インベーダーだろうか？

　何にせよこのままでは、東京への侵入すら現実味を帯びてきた。

「住民の避難はどうなっているのかな？」

「都心部を中心に行っておりますが、はかばかしくありません。各自治体や警察と連れん携けいして住民の誘ゆう導どうや交通規制を実行していますが、住民も混乱していまして」

「国民保護のためだ。この際、必要と思われる措そ置ちは何でもやってくれて構わない。責任は、私が取る」

　そう言い切った霧ヶ谷は、深くため息をついた。

「本当に、彼に頼たよるしかないのかもね」




　ハイヤール基地から打ち上げられたＩＣＢＭ〈ソロモン〉の行程は、予定通り順調に進んでいた。

　多段式のミサイルは、上じよう昇しようするにつれて不必要になった部位を、次々と切り離はなしていった。そのため今の達哉と〈レイヴン〉を覆っているのは、耐たい熱ねつ仕様の再突とつ入にゆうカプセルのみである。

　オペレータと機体を保護するため、コクピットは〇・八気圧、カプセル内部は〇・三気圧と、二重に与よ圧あつされている。さらにその外には、高度一〇〇〇キロメートルの真空と極ごつ寒かんの空間が広がっているはずだ。

「ここが、宇宙か」

　達哉の小さなつぶやきは、思ったよりも大きく響ひびいた。

　マスター・スーツで体を固定していてもなお、ふわりと全身が浮うき上がるような奇き妙みような感覚はぬぐえない。とはいえ達哉にとっては、生まれて初めての無重力体験である。不快感よりも好こう奇き心しんを大いに刺し激げきされていた。

『調子はどうだ、イチノセ・タツヤ？』

　通信機からの声は、キリエンコ少将のものだった。

「悪くないっすね」

　できればカプセルには窓が欲ほしかった、せっかく宇宙に来たというのにこれでは何も見えない──そんな感想も浮かんだが、口には出さなかった。

『では今のうちにもう一度、再突入の手順を説明しておこう』

「はい」

　そう短く答え、達哉は心身を引き締しめ直す。

『通常、ＩＣＢＭは目標地点のほぼ真上から、減速なしで突つっこんでいく。だが今回は君という積み荷がいる以上、その手は使えない』

　正面のスクリーンが切り替かわり、簡略された弾だん道どう軌き道どうの模式図と、様々な数値が表示される。

『有人宇宙飛行のセオリー通り、ある程度の角度をつけて大たい気き圏けんに突入する。空気抵てい抗こうを減速に利用するわけだな。高度が下がれば、パラシュートも使う』

「そのあたりは機械任せ、そちら任せっすけどね」

『ああ、君の仕事はその先だ。空くう挺ていの経験はあるのだろう？』

「昨日の晩、ガルナバシュの空港に突っこんだばかりっすよ」

　そう答えた達哉自身が、少し驚おどろいた。あの作戦からまだ丸一日も経たっていないということを、あらためて思い出したのだ。

『では、問題あるまい──幸運を祈いのる』

　その言葉を最後に、通信は切れる。

「幸運を祈る、か。ありがとさん」

　そうつぶやいた達哉は、目を閉じた。




　　　　２




『現在、東京都内の全域が警けい戒かい区域に指定されています。都民の皆みなさんは──』

　点けっぱなしのテレビが、アナウンサーの緊きん迫ぱくした声を流している。それに耳を傾かたむけながら由加里は、玄げん関かん口ぐちの物置の中から避ひ難なん用具の詰つまった大きめのリュックサックを取り出した。

（ずいぶん、遅おそくなっちゃった……）

　家にいるのは自分一人、不安がじわじわこみ上げてくる。

　ここは由加里の自宅である、市之瀬建設の社屋だ。平日の夕暮れ時、父の俊とし之ゆきは現場に出たまま戻もどっておらず、電話も繫つながらない。家に一人っきりという不安が、由加里の小さな胸を締めつける。

　おそらく録画なのだろう。テレビのアナウンサーは、ひたすら同じ言葉を同じ語調で繰くり返している。

　──都内全域に避難指示が発令。

　──自衛隊が防衛出動を開始。

　──所属不明の大型飛行ＡＳアーム・スレイブが東京に接近。

　放送後の街は、あっという間に大混乱へと陥おちいってしまった。

　いつも使ってるバスが止まってしまい、大渋じゆう滞たいを起こした道路ではタクシーを拾うこともできない。クラクションがけたたましく鳴り響く中、人の波をかき分けるように歩いて、ようやく自宅までたどりついたのだ。

（これで、いいのかなあ）

　避難用具のリュックを確かめていると、段々心細くなってきた。中身は地じ震しん等の災害に備えたもので、保存食や保存水のペットボトル、懐かい中ちゆう電灯やラジオ等に予備の電池、火器類、着き替がえ、医薬品などが詰まっている。

　必要なものではあるのだが、正体不明のＡＳが襲おそってくるような無茶苦茶な状じよう況きようで、果たしてものの役に立つのだろうか。

　由加里は、ＡＳというものの怖こわさを知っている。去年の夏休み、父の会社の仕事に同行した北ほく陸りくの工事現場で、暴走した自衛隊のＡＳに襲われたことがあるのだ。

　あの時のことを思い出すと、今でも身み震ぶるいする。人間の五倍以上の大きさがある鉄の巨きよ人じん、それが明確な悪意を持って襲いかかってくる恐きよう怖ふ。

　いっそ家に帰らないで、そのまま逃にげた方が良かったのだろうか？──そんな後こう悔かいや迷いまでこみあげてくる。

　家が心配だったことや、父の俊之と合流できる可能性を考えて、由加里はまず家を目指した。だがよく考えると、もしかしたら体一つ着の身着のままでも、避難を優先するべきだったのかもしれない。

「ううん──」

　由加里は小さく頭を振ふり、弱気の虫を追い払はらった。今はまず、避難のために動かなければ。後悔したり反省したりするのは、後でもいい。

　ぺちんと両の頰ほおを叩たたき、気合を入れ直す。

　まだ高校生の由加里だが、今は市之瀬家の主婦代理としてこの家を預かっているのだ。この家を守るためにも、できる限りのことはしなくてはならない。

　なによりこの家は、いつか兄の達哉が帰ってくる場所なのだから。

　ガスの元もと栓せんは締めた。銀行通帳や印いん鑑かんも用意している。後は避難するだけだ。とにかく急ごう。

　と、その時──

「由加里ちゃん!?」

　息せき切った声と共に、玄関のドアが外から開かれた。眼鏡めがねをかけた若い娘むすめが、肩かたを上下させている。

　由加里の、よく知っている顔だった。

「楓かえでさん!!」

　牧まき島しま楓。兄の達哉の幼おさな馴な染じみであり、由加里にとっても子供のころから何かと世話になった先せん輩ぱいである。

　今年の春に陣代高校を卒業し、今は都内の私立大学に通っていた。

「まだ逃げていなかったの!!」

　ややきつめの言葉で楓からそう言われた由加里は、たちまちしどろもどろになる。

「……えっと、でも──その、家のことが……」

「そんなこと言ってる場合じゃないでしょう！　この非常時に!!」

「…………」

　正直、その非常時にわざわざ後こう輩はいの安否を確かく認にんしに来る楓も相当のものだと思うが、由加里はそのことを口にしなかった。

「準備はできているみたいね。さ、早く避ひ難なんしよ」

「は、はい──あ、ちょっと待っててください」

　あわててうなずいた由加里だが、不意にそれだけ楓に告げると、家の奥へと急いで駆かけ出した。

「ちょ、ちょっと由加里ちゃん!?」

「大切なもの、忘れてました！　お母さんです！」

「え？」

「お母さんの位い牌はい、置いていけません！」

「あ──」

　由加里のその言葉には、楓も納なつ得とくしたようだった。

「急いでね！」

「はい！」

　そう答えながら、由加里は畳たたみ敷じきの居間へと駆けこんだ。母の志し保ほの遺い影えいに頭を下げ、仏ぶつ壇だんの位牌に手を伸のばす。

「このままでごめんね」

　本当は風ふ呂ろ敷しきか何かで包んでおくべきだが、あいにく時間がない。由加里は一言そう告げると、そのまま駆け足で楓の待つ玄げん関かんへと戻った。

「お待たせしました！」

「いいわね、じゃあ──」

　その途と端たん、今度は制服のポケットから携けい帯たい電でん話わのメール着信音が鳴る。由加里は慌あわてて携帯を取った。

　この非常事態でサーバーがパンク寸前なのか、先ほどから通話どころかメールさえまともに送受信ができていなかった。それがこのタイミングで繫がったのだ。

　父からの電話だろうか？　それとも市役所か警察からの避難指示か何かだろうか？──だがメールの差出人の名前を見て、由加里は驚きに固まった。

「誰だれから？」

「……お兄ちゃんです」

「タッくん!?」

　楓も、眼鏡の下で目を丸くしている。

　今年の一月に家を出て以来、今の今まで梨なしのつぶてだった達哉から、ようやく連れん絡らくがきたのだ。それも、このタイミングで。

「何て？」

「ちょっと待ってください……」

　サーバーが不調だったせいか、多数のメールが一気に送りつけられている。十数通のメールのうち、その大半が達哉からだった。

　加えてずらりと並んだその件名や文面に、由加里たちは啞あ然ぜんとした。





『危ないから急いでそこから逃げるんだ』




『家には帰るな』




『調ちよう布ふからはなれろ』




『すこしでもとおくへ』




『にげろ』




『にげろ』




『にげろ』






　背筋が小さく震ふるえた。

「これって──何……？」




　道路は、完全に車で埋うまっていた。

　牛のようにのろのろとしか進まない車列に、けたたましく鳴り響ひびくクラクション。そのまっただ中、立ち往生した市之瀬建設のトラックの助手席で、社長の市之瀬俊之は焦あせりながら低く唸うなる。

「くそ、ちっとも進みやしねえ」

　二車線の狭せまい都道は上下とも、避難しようとする車で一いつ杯ぱいだ。中には車をその場で乗り捨てて、徒歩での避難を始める横着者もおり、渋滞に一層の拍はく車しやをかけている。

「社長、こりゃうちの会社まで戻るのはちっと骨だぞ」

　運転席で、現場主任の源げん田だが顔をしかめていた。

「分かってるよ、源の字。だけどよ、だからといって娘をほったらかしてそのまま逃げられるか」

「そいつはそうだが……」

　俊之たち市之瀬建設が今回の異常事態を知ったのは、荒あら川かわ中流の護岸工事現場でのことだった。

　幸いにも、現場は都心部から離はなれていた。そのため新入り──もとい二年目の坂さか口ぐちといった社員のほとんどを西の秩父ちちぶ方面へ避ひ難なんさせて、俊之と源田の二人だけで会社に戻もどろうとしたのだ。だが、ちょうど都内に入ったところで大渋滞に捕つかまり、にっちもさっちもいかなくなってしまった。

　完全に、裏目に出てしまった。

「くそ、なんでこう東京ってのは、電車も車も南北には動きづらいんだ」

　苛いら立だたしげにそう言いながら、俊之は煙草たばこを灰皿に押しつける。そんな社長を横目で見やりながら、源田はぽつりとつぶやく。

「由加里ちゃんは、しっかりした子だ」

「…………」

　珍めずらしく遠回しな言い方だが、源田の言いたいことは分かる。なんせ市之瀬建設を立ち上げる前からの付き合いなのだから。そして現時点では、おそらく源田の意見の方が正しいであろうことも──

　だがそれでも、うなずくわけにはいかなかった。

「もういい源の字、ここから先は俺一人で行く」

　そう言うなり俊之は、助手席のドアを開こうとする。

「社には、走ってでも戻ってやる。お前さんは、先に避難してくれ。こんなとこまで付き合わせて悪かった」

　そんな俊之の背中を、源田が呼び止めた。

「おいおい社長、今さらあんた一人残して逃げられるかよ。こうなったら、毒を食らわば皿までってやつだ」

「しかしなあ」

　と、その時、トラックの助手席のドアが、外からこつこつ叩かれた。

「ああん？」

　顔をしかめた俊之は、開きっぱなしにしていた助手席の窓から外をみやる。

　トラックと歩道との間に、一台の原付スーパーカブが停まっていた。まだ二〇はたち前に見える若いライダーが、助手席のドアを叩いたのだ。

「やっぱり、市之瀬のおじさんだ」

　そう朗ほがらかに話しかけられて、少しばかり俊之は困こん惑わくする。

（……誰だ？）

　ライダーの大おお柄がらな体格と細い目には、確かに見覚えがある気もするのだが、どうにも思い出せない。

「俺です、市之瀬の友達の武たけ村むらですよ」

「お、おう、武村くんか。思い出した」

　武村健けん司じ。息子むすこの達哉の、高校での友人だ。何度か家に遊びに来たこともある。確か高校ではラグビーをやっていたとか──

「ひょっとして、君も、あっちへ？」

　俊之の質問は何とも不ふ明めい瞭りようなものだったが、何とか伝わったようだった。健司は、大きくうなずく。

「ええ。僕はメール便配達のバイト中だったんですが──」

　健司のカブの荷台には、ベルトでボックスがくくりつけられていた。

「スマホの災害伝言板に楓さんから、そちらの会社まで由加里ちゃんの様子を見に行くってメッセージがあったんですよ。それで位置情報サービスで調べたら、楓さんまだ市之瀬建設にいるみたいで」

「楓ちゃんが？　ってことはうちの娘も──」

「多分まだ家だと思います」

　健司の言葉に、俊之は唸る。

　心配が、当たってしまった。

「社長──」

「分かっとる」

　背後の源田にそう答えた俊之は、トラックの助手席から降りた。相変わらず、車列が動き出す気配はない。

　だが──

「市之瀬のおじさん？」

「なあ武村くん、俺もそのバイクで一緒に連れて行ってくれないか？」

「え？」

　俊之が深々と頭を下げると、健司もさすがに驚おどろいた。

「無理ですよ、それはさすがに」

「そこを頼たのむ、この通りだ」

「そもそもこれって原付なんで、二人乗りは禁止──」

　困ったように答える健司の細い目が、不意に見開かれた。ぽかんと口を開けて俊之の背後──というよりも上空を見上げている。

「どうした？」

　俊之もつられて上空を振ふり仰あおぎ──そして健司同様に絶句した。

「…………」

「────」

　頭上を、巨きよ大だいな影かげが通過していた。

　おそらく相当に高度を落としているのだろうが、機体のサイズと相まって距きよ離り感かんが全くつかめない。空港で旅客機の離り着ちやく陸りくを見物するのとはまるで異なる、強きよう烈れつな違い和わ感かんと非現実感がある。

　周囲は、不思議なほど静かだった。誰もが言葉を失い、ただ呆ぼう然ぜんと頭上の怪かい物ぶつを見上げていた。

（……ちょっと待て）

　痺しびれたような俊之の脳内で、それでも警報が鳴り響く。

　あの怪物が向かっていたのは、俊之たちと概おおむね同様の方向だった。つまり、調布方面である。そこには自分の会社や家、そして家族もいるのだ。

　あの化物が調布で何がしたいのかなど、俊之には分からない。だがこのままでは、本当に由加里たちの身が危ない。

「ああ、もう！」

　いきなり大声を上げながら、健司はカブから降りた。そのまま荷台から、メール便のボックスをベルトごと引っぺがす。

「これ、預かっててください。配達は無理でも、捨てるわけにはいきませんから」

「ってことは、武村くん──」

　そう尋たずねる俊之の目の前に、健司は担かついだボックスを差し出した。

「行くんでしょ、おじさん。急いで！」

「おう！　すまんな」

　ボックスを受け取った俊之は、もう一度頭を下げる。

「おい、源の字──」

「あいよ！」

　俊之が助手席にメール便のボックスを置くと、運転席の源田が作業用のヘルメットを投げて寄よ越こした。さすがにノーヘルは、目立つし危険だ。

「行ってこい、社長！」

「おう、達者でな！」

　うなずいた俊之は、カブの荷台に腰こしを下ろす。

「さあ、出してくれ」

「これって、バレたらクビですむかなあ……」

　ぼやきながら、健司はカブのアクセルを回した。




「対象『Ｃ』、再度転進しつつ高度を下げております。予想降下地点は──調布市の南部と推測されます」

　その報告が告げられた時、中央作戦室は一いつ瞬しゆんだけ静まりかえった。

「調布だって？　どうしてそんなところに？」

　焦りを滲にじませながら、霧ヶ谷は言った。

　陸上自衛隊では〈カエサル〉の目標地点を、都心部と予想していた。住民の避難誘ゆう導どうにせよ、迎げい撃げき用の戦力の配備も、それに備えて実じつ施しされていた。

　その前提が、いきなり覆くつがえされたのだ。

「やつは何を考えているんだ？　一体、何が目的だ？」

　下村も、半ば呆然と呻うめく。意図の全く読めない〈カエサル〉の行動に、自衛隊は振り回されっぱなしだった。

　──とにかく、都心から西に誘導していた避難民を呼び戻すのだ。このまま『Ｃ』とぶつかれば、最悪の事態になるぞ。

　──そもそも調布市内で、住民の避難が進んでいません。都心部での避難誘導を優先していましたから、当然ですが。

　──迎撃の陸上戦力はどうする？　こちらも都心部に集中している。移動させようにも、道路は避難民で一いつ杯ぱいだ。

　──戦車のような重装備は諦あきらめるしかないな。ＡＳ中心に、ヘリで運ぶ。

　──勝てるのか、ウチの九六式で？　中国軍の第三世代型が、手も足も出なかった相手だぞ。

　──それでもやるしかありません。せめて住民が避難する時間だけでも稼かせがねば。

　──近場だと部隊は……

　それらのやり取りが交かわされる側そばで、霧ヶ谷は沈ちん思し黙もつ考こうしていた。

（調布か……まるで一三年前の再来だね）

　かつての東京で起こった、ＡＳテロ事件を思い起こした。当時の霧ヶ谷はとある代議士の公設秘書をしていたが、あの騒さわぎはよく覚えている。

　その時の拾い物──回収された第三世代型ＡＳの残ざん骸がいによって、日本のＡＳ技術は飛ひ躍やく的に進歩した。その成果が一〇年以上の時を経へてＡＳ─１という形に結実するその直前、再びその調布でＡＳテロが起こったのだ。

　しかもＡＳ─１一号機のオペレータである市之瀬達哉もまた調布の出身で、幼少期に一三年前のテロを経験しているという。

（これは偶ぐう然ぜんなのか？　それとも……）

「霧ヶ谷政務官」

　と、何やら陸将たちと話しこんでいた下村が、声をかけてきた。

「自分も、ヘリで現地に飛ぶこととなりました。異例なことですが、ヘリボーン中のＡＳ部隊を指揮せよと」

「ああ、なるほど。それは適任だね。陸自の高級幹部でも、君ほどＡＳに詳くわしい人間はあまりいない。しかも、実戦経験まである」

　その言葉に、霧ヶ谷はうなずいてみせる。

「私の実戦経験は、ほんの数分で終わりましたが」

　一瞬だけほろ苦い笑えみを浮うかべた下村だが、すぐに表情を引き締しめ直す。

「地上戦ともなれば、ここもいつまで安全か分かりません。政務官も避ひ難なんなさった方がよろしいのでは？」

「そうはいかないだろう」

　下村の提案に、霧ヶ谷は首を横に振った。

「市ヶ谷と政府の連れん絡らく役は必要だ。それに総理や大臣に万一のことがあれば大事だが、私程度ならいくらでも替かえがいる。逃にげ出す必要性は薄うすいな」

「しかし──」

「さあ、君は調布まで急いでくれたまえ。時間がないのだろう？」

　下村の肩かたをポンと軽く叩たたき、霧ヶ谷はそう告げる。それで下村も、それ以上の説得を諦めたようだった。

「頼んだよ、下村くん」

「……了りよう解かいしました」

　制せい帽ぼうを小こ脇わきに抱かかえた下村は、腰を折って一〇度の礼をすると、足早に中央作戦室を後にする。

「やれやれ」

　それを見届けながら霧ヶ谷は、重く息をついた。

「本当に、頼んだよ」




《これより、大たい気き圏けん再突とつ入にゆうを開始》

　無機質なＡＩの音声が、〈レイヴン〉のコクピットに響ひびく。

「オーライ、っと」

　特に必要はないのだが、達哉はそうつぶやいた。規定外の反応のため、ＡＩ〈ゴーシュ〉も答えようとしない。

〈レイヴン〉の機体が、カプセルごと大きく震ふるえた。ついに、大気圏の内側へと戻もどってきたのだ。

　高度の低下と共に、大気の密度が増していく。空力加熱によって耐たい熱ねつカプセルの周囲は、火の玉のようになっているはずだ。

「頼む、うまくいってくれ……」

　もはや今の達哉には、祈いのりを捧ささげることしか出来なかった。




　　　　３




　達哉からのメールに追い立てられるように、由加里と楓は玄げん関かん口ぐちから駆かけ出した。胸の中では、得体の知れない不安と焦あせりが渦うず巻まいている。

（何だったんだろう、あれ──）

　社屋の外には、市之瀬建設の土場が広がっている。会社のトラックや重機のほとんどが工事現場に出ているため、がらんと空いた土場はやけに広く見えた。

　さすがに着き替がえる時間はなかったので、由加里は陣代高校の制服のままだった。小さな肩には、避難用具のリュックを背負っている。

　リュックの中の荷物、その一番上には母の位い牌はいをそっと大切に仕し舞まっていた。

「あ──」

　いつもの習慣で、ドアに鍵かぎをかけようと手を伸のばす。そんな由加里の手首を、楓が強くつかんだ。

「そんなこと、してる場合じゃないでしょ」

「は、はい！」

　確かに今は、楓の言う通りだ。その剣けん幕まくに、由加里は慌あわててうなずく──と、その時だった。

　重い地鳴りが、ずんと腹に響いた。

「え？」

　驚おどろく暇ひまもなく、今度は遠えん雷らいのような激しい騒そう音おんが鼓こ膜まくをつんざいた。しかもそれらの音が、徐じよ々じよにこちらへ近づいてくる。

「な──何、これ？」

　すっかりうろたえた由加里、その前で楓が、会社の裏手を指差した。

「ゆ、由加里ちゃん、あれ!!」

　反射的に由加里は、そちらを振ふり向く。そしてそのまま、ぽかんと目を丸くした。

　市之瀬建設の裏手には、多た摩ま川がわの河か川せん敷じきが広がっている。見慣れたその光景の中に、見慣れぬ異物──いくつもの黒い大きな影かげがあった。

　陸上自衛隊所属の第二世代型ＡＳ、九六式改だ。かつて東とう北ほくで暴走し、由加里たちを襲おそったＡＳと同じ機種である。

　だが、由加里たちが凝ぎよう視ししているのはそれではない。

（…………なに、あれ？）

　その光景は、とても現実のものとは思えなかった。

　西から東へと流れゆく川かわ面もを、機械仕じ掛かけの太い脚あしが貫つらぬいていた。川底を力強く踏ふみしめ、見たこともないほど巨きよ大だいなＡＳが立っている。四本の脚で身を支えた下半身から、不ふ釣つり合いに小さな上半身を生やした、異形の機体。

　一歩一歩、巨大ＡＳがこちらに近づいてくる。自衛隊のＡＳ部隊が、その脚を止めようと散開しつつ、ライフルを連射した。だがまったく、意に介かいしていない。

　ＡＳの巨体が、その前方を塞ふさぐように多摩川へと架かけられた、都道の橋と接せつ触しよくする。その瞬しゆん間かん、聞いたこともないような異音が、由加里たちの耳をつんざいた。

「うそ──」

　ただそれだけで、鋼鉄の橋きよう梁りようがねじ曲がった。そのまま巨大ＡＳは、まるで徒競走のゴールテープのように、橋そのものを引きちぎってしまう。

「……な、なによあれ？」

　ようやく震える声で、楓が言った。だがそれに答えることのできる者は、誰だれ一人ひとりとしていない。

　異形のＡＳが、頭部を巡めぐらせた。頭部に刻まれたスリットの下で、光学センサが赤く炯けい々けいと明めい滅めつする。

　──あたしを、見ている？

　それに気づいた由加里の口から、掠かすれた悲鳴が上がった。




　実際、彼──〈カエサル〉はその時、少女を見ていた。

（ようやく、見つけた）

　光学センサが捕ほ捉そくした少女の姿を、データと比ひ較かくする。

　間ま違ちがいない、彼女がイチノセ・ユカリ──オリジナルの妹であり、彼がこの世界から抹まつ消しようすべきオリジナルの痕こん跡せきの一つだ。

　自衛隊の熾し烈れつな防ぼう御ぎよ網もうを力ちから尽ずくで突とつ破ぱし、ようやくたどり着いた東京。まずはオリジナルの生家を目指したのだが、そこでこうも早くターゲットに遭そう遇ぐうできたとは。

　何とも、幸先の良い話だ。

　機体内部で、パラジウム・リアクターの出力が増加した。低い駆く動どう音が、外部へと漏もれ出す。

　遠雷のようなその響きは、まるで笑い声のようにも聞こえた。




　日はすでに西に傾かたむいており、街並みは夕暮れに沈しずみつつある。だが東京の長い一日は、一向に終わろうとはしない。

「同じだ、あの時と……」

　調布市上空のヘリから眼下の惨さん状じようを見下ろし、下村一いつ佐さは呻うめいた。

　多摩川の河か畔はんにそそり立つ巨大ＡＳを、陸自の九六式改が迎げい撃げきしていた。辛かろうじてヘリによる空輸が間に合った、練ねり馬まの第一機装連隊である。

　だが、それを果たして戦せん闘とうと呼んでもよいのだろうか？　巨大ＡＳ──〈カエサル〉の理り不ふ尽じんな大火力と、それ以上に理不尽な『力場』を前に、陸自のＡＳは手も足も出ずに蹴け散ちらされている。

　まるで、一三年前の下村自身のように。

（なぜだ？）

　二度とあのような惨さん事じが繰くり返されないよう、下村は今までＡＳ─１の開発を推おし進めてきた。そして先日のクルディスタンにおける戦闘を目まの当たりにして、それが間違っていないと確信できた。

　なのに、なぜ──この肝かん心じんな時に、日本にＡＳ─１がないのか？

『これ以上は下がるな！　せめて住民の避難が終わるまで、時間を稼かせぐんだ！』

　通信機が拾った九六式改のオペレータの声に、下村は聞き覚えがあった。第一機装連隊第一中隊長の、佐さ野の一いち尉いだ。

　昨年の夏、初めてＤ．ダーナ・Ｏ．オシー・Ｍ．ミリタリーＳ．・サービスを雇やとった北陸でのＡＳ演習に参加したオペレータであり、そしてあの暴走ＡＳ事件へ共に巻きこまれた仲でもある。

「北陸、か──」

　そうつぶやく下村の声は重く、そして苦い。

　あの前代未聞の不ふ祥しよう事じによって、ＡＳ─１の開発は停てい滞たいを余よ儀ぎなくされた。Ｄ．Ｏ．Ｍ．Ｓ．を介して水面下で計画を進めていたとはいっても、スケジュールに半年以上の遅おくれが出たのは事実である。

　もし、あの事件がなければ──

　今ここに、ＡＳ─１の部隊が揃そろっていたのならば──

　果たしてこの惨事は回かい避ひできたのだろうか？

『う、うわぁぁぁっ!?』

　通信機から、佐野一尉の悲鳴が響いた。〈カエサル〉に蹴り飛ばされた彼の九六式改は、放物線を描えがいて軽々と吹ふっ飛んでいく。

　まるで、あの日の下村の機体のように。




　それは、由加里たちが市之瀬建設の敷しき地ちから駆け出す寸前のことだった。走りながら振り向いて後ろを確かく認にんしていた楓が、引きつった悲鳴を上げる。

「由加里ちゃん、危ない！」

「きゃっ!?」

　後ろから組みついてきた楓が、由加里を思いっきり押し倒たおしたのだ。地面で打った鼻が、つんと痛む。

　そのまま楓は、由加里の小こ柄がらな体の上に覆おおい被かぶさる。

「ちょ──」

　驚く間も、抗こう議ぎする暇もない。河川敷の方から吹っ飛んできた自衛隊のＡＳが、倉庫の一つを直撃したのだ。

　落らく雷らいのような大音と共に、倉庫は半はん壊かいした。屋根のトタンや木材の欠片かけらが、周囲に飛び散る。

「────っ」

　楓が、くぐもった声を上げる。ようやく由加里は、楓が体を張って自分を庇かばってくれたのだと悟さとった。

「だ、大だい丈じよう夫ぶですか？」

「ん……ああ──」

　急いで顔を上げた由加里の前で、楓は力なくうずくまっていた。ひび割れ、ずれた眼鏡めがねの下の目は、焦しよう点てんが合っていない。

「楓さん──」

　迷っている暇はなかった。

　由加里はぐったりした楓の体を抱だき起こすと、肩かたを貸して立ち上がった。すりむいた手の平や膝ひざ小こ僧ぞうがじんわりと痛むが、そんなつまらないことはどうでもいい。

「さあ、一いつ緒しよに逃にげますよ」

　そう言いながら、由加里は一歩踏み出す。

　とはいえ由加里の小柄な体格では、人一人を支えながら歩くのは辛つらかった。力なくもたれかかる楓を支えきれず、足取りはフラフラと定まらない。

「……ごめん」

「いいから、謝らないでください！」

　半ば自分を鼓こ舞ぶするため、そう由加里が声を張り上げた時だった。

　ズン──と重々しい足音が響ひびいた。同時に巨大な影が少女の周りに落ちる。

「……え？」

　恐おそる恐る振り向いた由加里が目にしたのは、自分たちを見下ろすＡＳの巨体だった。

「あ──」

　不思議なことに、恐きよう怖ふは感じなかった。

　赤い夕ゆう陽ひを背にしたその姿は黒々と影に沈んでおり、全く現実感というものがない。ぐったりとした楓の体を支えながら、由加里はぼんやりとＡＳを見上げる。

　頭が脳の芯しんまで痺しびれ上がったような感覚。

　立ち尽つくす由加里たちに、ＡＳが手を伸のばし──ふと、その動きが止まった。頭部が動き、そのまま上空を無言で見上げてる。

（なに？）

　由加里もつられてそちらを振り仰あおぎ、そして気づいた。夕ゆう闇やみの空から一直線に舞まい降りる、流れ星に。




〈レイヴン〉のコクピットは、耐たえ難がたい振しん動どうと衝しよう撃げきに襲われていた。

　出で鱈たら目めに振り回される達哉は、悲鳴や呻きをあげることも、まともに目を開くことも出来ない。とはいえコクピットのスクリーンがノイズで砂すな嵐あらしのようになっている以上、目を開けていても閉じていてもほとんど変わりはないが。

　肉体と精神をグチャグチャにシェイクされているうち、達哉は時間の感覚を失いつつあった。大たい気き圏けんに突とつ入にゆうしてからまだ数秒しか経たっていない気もするし、すでに数時間が過ぎた気もする。

　後者がありえないという常識的な思考すら、今の達哉にはできない。

　このまま何もできないまま〈レイヴン〉ごと燃え尽きてしまうか、あるいは地面に激げき突とつして木こっ端ぱ微み塵じんになるのではないか──いや、むしろこんな苦痛に晒さらされ続けるくらいなら、いっそ一思いに……

《目標地点上空に到とう着ちやく》

　そんな達哉の意識を、ＡＩの合成音声が引き戻もどした。

　規定のプログラム通り、機体の周囲で爆ばく発はつボルトの火花が散った。再突入カプセルが後ろから弾はじけ飛び、〈レイヴン〉の機体は空中に投げ出された。

「────あ」

　スクリーンが回復、映し出された情景に、達哉は声を上げる。

　夕陽に照らし出された東京の街を、遥はるかな高さから見下ろす。慣性を殺しきれずにスピンする〈レイヴン〉のコクピットで、達哉は久しぶりの、そして唐とう突とつな帰郷を果たした。

　昨夜のガルナスタンへの空くう挺てい降下同様、パラシュートは使わないし必要ない。機体の両手両足を広げて姿勢制せい御ぎよ、さらにアジャイル・スラスタの断続的な噴ふん射しやで、自由落下に制動をかける。

　見る見る減少する、高度計の数値。眼下の情景が、加速度的に拡大していった。
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（あれは──）

　生まれ育った調布の片かた隅すみ、それも達哉の実家にそそり立つ巨きよ大だいな異物を目にし、達哉の脳のう髄ずいは沸ふつ騰とうした。

「〈カエサル〉!!」

　やはり、自分の予想は当たっていたのだ。ならばその眼前で立ち尽くす、芥け子し粒つぶのように小さな人ひと影かげは──

「待っていろよ、由加里!!」




　夕暮れの巨大な流れ星が、不意に爆発する。

　それを見上げていた由加里の耳に、ふと誰だれかの懐なつかしい声が聞こえた気がした。

「──今のって、まさか？」

　そして同時に、落日の空へと人影が飛び出した。

　いや、人ではない。鋼鉄の肉体と四し肢しを兼かね備えたその姿は、甲かつ冑ちゆうを纏まとった鎧よろい武者のようにも見えた。ただそのサイズは、人体のおよそ五倍の大きさがある。

「ＡＳ──!?　あれ、ひょっとして……」

　確証など、何一つない。

　全すべては彼女の勝手な想像である。

　だが見知らぬそのＡＳの姿を初めて目にした時、由加里は直感したのだ。

　あのＡＳは──

　あのＡＳに乗っているのは──

「お兄ちゃん!!」




　その時〈カエサル〉もまた、由加里と同様の驚おどろきを味わっていた。

（まさか──）

　光学センサのレンズに焼きついた、ＡＳ──〈レイヴン〉の姿。

　すでに葬ほうむり去ったはずの、忌いまわしきオリジナルの亡ぼう霊れい。

（なぜそれが再び、目の前に現われる？）

　機体の奥深くに守られたシリンダーと、その内部に封ふう入にゆうされた流体状の情報素子。虹にじ色いろに光りつつ、常に規則正しく作動し続けるはずの素子の運動に、乱れが生じた。

　予測範はん囲い外がいの事象を観測し、演算にノイズが走る。要するに〈カエサル〉は、戸と惑まどい混乱したのだ。

　それは大きな、場合によっては致ち命めい的てきな隙すきとなり得る。

『うおおおおおぉぉぉっ!!』

　大気を揺ゆらし、空中の〈レイヴン〉から迸ほとばしる魂たましいの咆ほう吼こう。間ま違ちがいない、この声は──ああ、この声は──

　アジャイル・スラスタ作動。爆発的な速度で突つっこんでくる〈レイヴン〉に対し、『力場』の展開が間に合わない。

　強きよう烈れつな跳とび蹴げりが、〈カエサル〉の上体に炸さく裂れつした。

　凄すさまじい衝撃だった。〈カエサル〉の巨体は大きく揺れ、均きん衡こうを失い、そのまま無様に倒れる。

　市之瀬建設の敷地を囲うフェンスを突き破って、〈カエサル〉は河か川せん敷じきへと転がり落ちた。まるで地じ震しんのような地じ響ひびきが轟とどろく中、機体を巧たくみに捻ひねった〈レイヴン〉は対照的に鮮あざやかな着陸を決める。

『よくもまあ、ここまで好き勝手してくれたものだな』

　低く唸うなりながら〈レイヴン〉は、右手に構えた十文字槍やり──〈ドラゴンフライ〉の切っ先を、〈カエサル〉に突きつけた。

『借りは返すぜ、ガラクタ野や郎ろう!!』




　　　　４




　横転した〈カエサル〉の巨体をにらみつけ、達哉は叫さけぶ。

「──ブースト!!　フルパワーだ！」

《了りよう解かい》

　アジャイル・スラスタに光が点ともる。爆発的な推力を得た〈レイヴン〉の機体は、まるで矢のように〈カエサル〉へと突とつ貫かんする。

　両手で〈ドラゴンフライ〉を構えたその姿は、まるで騎き馬ば武者のようだ。

　狙ねらいは一つ、溝みぞ呂ろ木ぎから伝えられた〈ベスティア〉部分の弱点（候補）である腹部の冷れい却きやく装置だ。横転した〈カエサル〉は今、その部位を無防備に晒している。

（このままヤツが立ち直る前に、速そつ攻こうで潰つぶす!!）

　だが単分子カッターの穂ほ先さきが標的へと届く寸前、見えない壁かべへとぶち当たった。あの『力場』の防ぼう壁へきだ。

　見れば上体を起こした〈カエサル〉の光学センサが、達哉と〈レイヴン〉をにらみつけている。

「やばい！」

　本能的に危険を悟った達哉は、思い切りよく離り脱だつを図はかった。その意図を〈レイヴン〉のＴＡＲＯＳが翻ほん案あんし、機体へと伝える。

　アジャイル・スラスタが基部から反転、同時に達哉はペダルを踏ふみこむ。〈レイヴン〉が小さく跳ちよう躍やくすると同時に、スラスタ再点火。『力場』が攻こう撃げきに転用される寸前、後方へと一気に飛び退のいた。

　なるほど、やはりこのタイミングか──〈レイヴン〉のコクピットで、達哉は一人そう納なつ得とくする。

　何となしにだが、『力場』が攻防に使われるタイミングが読めてきたのだ。

　市之瀬建設の土場へと、再び〈レイヴン〉は降り立つ。その眼前で、〈カエサル〉の巨体が立ち上がった。はるか高みからこちらを見下ろすその姿を、だが達哉はもう恐れたりはしない。

　仕切り直しの形だが、その前に──

「由加里！　楓！」

　そう機体の外部スピーカー越ごしに呼びかけながら、〈レイヴン〉は振ふり向いた。地上の人影を見下ろし、スクリーンの映像を拡大する。

『やっぱり、お兄ちゃんだ……』

『タッ……くん？』

　機体の高感度マイクが、懐かしい声を拾い上げる。久しぶりに見た妹と幼おさな馴な染じみの姿に、達哉は目め頭がしらが熱くなった。

　よかった、自分は間に合ったのだ──心の底から、そう思う。

　できれば今すぐに機体から降りて、再会の言葉を交かわしたい。だが同時に、今がまだその時ではないことも、達哉は理解していた。

『どうして……タッくんが……？』

「いいからここは俺に任せて、二人ともとっとと逃にげるんだ！」

　まだ意識がはっきりとしていない楓たちにそう言いながら、達哉はそのやり取りに既き視し感かんを抱いだく。

　思えば昨年の夏、初めて自分がＡＳに乗ったのも、こんな状じよう況きようだった。暴走した自衛隊の九六式改から由加里たちを守るため、負傷したアデリーナに替かわってＤ．Ｏ．Ｍ．Ｓ．の〈シャドウ〉に乗りこんだのだ。

『え、でも──』

『うん、分かった』

　その時の経験が生きたのだろうか。うなずいた由加里は、楓に肩かたを貸したまま早歩きで逃げ始めた。

『…………』

　楓もそれどころではないと思ったのだろう、大人しく由加里に従う。急ぐ妹と幼馴染みを見守りつつも、達哉は意識を〈カエサル〉へと専心させた。

「待たせたな、じゃあ第二ラウンドといくか」

　その〈カエサル〉自身は、自分から動こうとはしない。慎しん重ちように、あるいは戸惑ったかのように、〈レイヴン〉の挙動をうかがっている。

「は、図ずう体たいの割りにはチキンな野郎だ」

　挑ちよう発はつをあえて口に出し、達哉は自身を鼓こ舞ぶする。〈レイヴン〉が手にした十文字槍を構え直し、切っ先を〈カエサル〉へと向けた。

　今の〈レイヴン〉五号機の装備は、まず〈ドラゴンフライ〉近接戦せん闘とうシステム一本と、散弾砲シヨツト・キヤノンが一いつ挺ちようずつ。散弾砲は一号機改のようなＡＯＡアーム・オン・アーム方式ではなく、〈ドラゴンフライ〉に固定していた。

　加えて背部には、一〇式単分子カッターを一ひと振ふりマウントしている。達哉が好む、近接戦闘重視の兵装だ。

　続いて周囲を確かく認にん。生まれ育った我が家は、記き憶おくのそれとほとんど変わっていない──と思いきや、倉庫の一つが九六式改の下した敷じきになって半はん壊かいしていた。

（あのＡＳって、うちにとって鬼き門もんだな）

　倉庫の残ざん骸がいの中に、人型重機──ＰＳパワー・スレイブの〈ダイダラ〉がひっくり返っているのを見つけて、達哉は顔をしかめる。

　何にせよ、市之瀬建設の敷しき地ちはＡＳのバトルフィールドとして狭せますぎる。流ながれ弾だま一発で生家が根こそぎ吹ふっ飛ぶ様も見たくない。

　ならば、手は一つ。こちらから仕し掛かける！

「ゴーシュ、ＥＣＳ展開だ！」

《了解》

　意気込む達哉と対照的に、〈レイヴン〉のＡＩはあくまで淡たん々たんと答えた。




　目の前に立つ〈レイヴン〉の全身で装そう甲こうが展開するのを、河川敷に立つ〈カエサル〉は見た。その下から、透とう明めいなレンズがいくつものぞく。

（ＥＣＳ──不可視モードと推定）

　その直後、〈レイヴン〉の姿が揺らいだ。特とく殊しゆなレーザーとホログラムの併へい用ようにより、機体をレーダー波のみならず、可視光や赤外線からも隠いん蔽ぺいする。

（愚おろかな）

　機体のセンサを対ＥＣＳセンサＥＣＣＳに切り替えつつ、〈カエサル〉はそう結論づけた。

　ＥＣＳによるアクティブ・ステルスは、確かに戦場でのＡＳの優位を支えている、重要な要素だ。機体を不可視化しての偵てい察さつや奇き襲しゆう、狙そ撃げき等による攻撃は、嵌はまれば絶大な効果を上げる。

　だがこの状況では、ほとんど意味がない。指向性インパルス・レーダーや磁気探知機ＭＡＤを組み合わせた最新の複合型ＥＣＣＳシステムは、現に姿を消したはずの〈レイヴン〉を捉とらえている。

　そうなればむしろ、機体の出力をＥＣＳの維い持じに回した〈レイヴン〉が、かえって不利になる。全くもって、無意味どころか有害な選せん択たくだ。仮に相手がＥＣＣＳを持たない旧型機、もしくは欠けつ陥かん機ならば話は別だが。

　高価かつ維持の難しい不可視型ＥＣＳは、Ｍ９〈シグマ・エリート〉や〈シャドウ〉のスペツナズ仕様機といった、極ごく一部の特殊部隊用ＡＳにしか搭とう載さいされていない。それを新たな〈レイヴン〉が備えていたのは意外だったが、これでは宝の持ち腐ぐされである。

（この程度か、オリジナル）

　達哉の生存には驚かされたが、それもここまでだ。今度こそ確実に、完かん膚ぷ無なきまでに、標的を屠ほふり尽つくす。

　この状況ならば、わざわざ『力場』を攻撃に転用する必要すらない。下半身の〈ベスティア〉部分に搭載した速そく射しや砲ほうや機き関かん砲ほうの砲門を、裸はだかの王様になった〈レイヴン〉へと向ける。確実な照準ＶＡＬＩＤ　ＡＩＭ──

　だがその瞬しゆん間かん、ＥＣＣＳで捉え続けていたはずの〈レイヴン〉が揺ゆらぎ、そしてかき消えた。

（────!?）

　消えたはずのＡＳがさらに消えるという、この矛む盾じゆん。とっさに『力場』を展開──間に合わない。

　辛かろうじてその巨体を捻ねじり、傾かたむける。同時に機体へと走る激しい衝しよう撃げき。下半身に、横一文字の斬ざん撃げきが刻まれる。

　辛うじて、致ち命めい傷しようは避さけられた。一瞬だけ垣かい間ま見みえた〈レイヴン〉の姿、そして光学センサのレンズに焼きついたプラズマの残光。

（何だ、今のは？）

　驚きよう愕がくが、またもＡＩの演算にノイズを走らせた。




　一方の達哉もまた、〈レイヴン〉のコクピットで顔を歪ゆがませていた。

「くそ、浅かったか」

　一瞬の攻防は、達哉にとっても不本意なものだった。真っ正面から〈カエサル〉の不意をついてみせたというのに、仕留めきれなかったのだから。

〈カエサル〉が見せた『力場』にたよらないという咄とつ嗟さの判断も、見えない相手に対するギリギリの回かい避ひ運動も見事だったが、それだけに腹が立つ。おそらく自分も同じ行動を取ると思う分、なおさらだ。

　そして何より──

《警告。コンデンサ残量、危険域に突とつ入にゆう》

「分かってるよ、それくらい」

　今の一撃のタネは、不可視型ＥＣＳとアジャイル・スラスタの併用である。敵から身を隠かくすために用いるＥＣＳと、敵から発見された後に高速機動するためのスラスタ──本来ならば相反する目的の兵装を組み合わせることにより、達哉は予想外の奇襲効果を狙ったのだ。

　しかし同時にこの無茶な連続使用は、コンデンサ内の電力をほぼ一瞬で食い潰しかけてしまったが。

　ＥＣＳ解除。スラスタ停止。

　再び姿を現わした〈レイヴン〉は、二足歩行による通常機動で、怒いかれる〈カエサル〉から浴びせられる反撃の弾だん幕まくを回避する。

　一転した窮きゆう地ちの中、だが達哉は手て応ごたえを感じていた。

（いける！）

　オルカンの〈トゥリヌス〉との戦闘で見み出いだした、僅わずかな勝機──敵の知覚外・認識外からの攻こう撃げきで『力場』を破るというそれは、今の〈カエサル〉相手でも有効だ。

　ならばまだ達哉にも、勝ちの目はある。

　それと、もう一つ、気づいたことがあった。

　今の〈カエサル〉は、どうも『力場』の出し惜おしみをしているようだ。少なくとも達哉には、そう見える。

　ガルナバシュの市街を吹き飛ばしたあの広域攻撃はおろか、中国軍に対してのような派手な行使もしていない。

　自衛隊の熾し烈れつな迎げい撃げきを突とつ破ぱする過程で、何か機体にトラブルが起こったのだろうか？　あるいは──

「……オルカン」

　達哉の目は、〈カエサル〉上体部分のコクピットを見み据すえる。漠ばく然ぜんとした勘かんではあるものの、達哉は『力場』と〈カエサル〉の不調の原因に、いまだ捕とらわれているオルカンが関かかわっていると感じていた。

（約束、したからなあ）

　涙なみだに震ふるえるソラヤの声を、達哉は思い出す。コンデンサの電力は、すでに十分回復していた。

「もう一丁、しかけるぞ！」




　夕ゆう陽ひを背に〈カエサル〉へと躍おどりかかる〈レイヴン〉の姿は、上空の下村からもはっきりと見えた。

　アジャイル・スラスタと不可視型ＥＣＳを、〈レイヴン〉は断続的に使用していた。身み隠かくしの衣ころもを着つつ脱ぬぎつつ、プラズマの奔ほん流りゆうをまき散らして河か川せん敷じきを縦じゆう横おう無む尽じんに駆かけ巡めぐっている。

　焼けた大気のオゾン臭しゆうが漂ただよう中、跳とび回る〈レイヴン〉は弁べん慶けいに挑いどむ牛うし若わか丸まるか、あるいは一いつ寸すん法ぼう師しの鬼おに退たい治じか。

「何だと？」

　その時、下村はありえないものを見た。

〈レイヴン〉の機き影えいが、複数存在しているのだ。

　駆け抜ぬける〈レイヴン〉の半歩、一歩、あるいは数歩後を、数瞬前の〈レイヴン〉の残影が追いかけている。

　本体と同様、消えつつ現れつつ──それはあたかも複数の〈レイヴン〉が、同時に〈カエサル〉と交戦しているかのようにも見えた。

「な、何ですか、あれは？」

　ヘリに同乗していた通信士が、度ど肝ぎもを抜かれたように言った。

「おそらく、ＥＣＳによるものだろう」

「ＥＣＳですか？　しかし──」

「以前に、不可視型ＥＣＳを応用した分身の実験を耳にしたことがある」

　原理は簡単だ。

　要するにレーザー・ホログラムで自機の機体を隠すのではなく、周囲の空間に自機の虚きよ像ぞうを投影するのだ。とはいえＡＳの機体出力では非効率なので、たとえ不可視型ＥＣＳを搭載した機体であっても実戦で利用されたことはない──はずである。

「今のＡＳ─１も、意図したものではないだろう」

　おそらく断続的なＥＣＳの起動とブーストの加速に、レーザー・ホログラムのレンズがついていけず、わずかな誤作動を起こしているのだ。

　そのため、言わば『脱ぎ捨てられた』ホログラムの衣が〈レイヴン〉の幻げん像ぞうとなって、ほんの数秒間だけ投影される。それが何度も何度も何度も、際限なく繰くり返されているのだろう。

　だが、それが意図したものにせよ違ちがうにせよ、〈レイヴン〉の『分身』は絶大な効果を発揮していた。

　虚像に惑まどわされた〈カエサル〉は、〈レイヴン〉の本体を捕ほ捉そくできていない。今も撃うちこまれる〈ドラゴンフライ〉の刺し突とつに『力場』の防ぼう御ぎよを合わせられず、したたかに脇わき腹ばらを抉えぐられている。

　そしてまた、反撃とばかりに放たれる砲ほう火かも〈レイヴン〉を捉えられず、まるで花火のように虚むなしく散っていた。

「何という……」

　ＡＳという兵器には、そして〈レイヴン〉という機体には、これほどの可能性があるのか。元ＡＳオペレータとして、かつＡＳ─１の開発責任者として、下村は胸が熱くなるのを感じる。

「まるで、忍にん者じやマンガの分身殺法だ」

　そんな部下の声が、下村の頭脳の一部を刺し激げきした。分身攻こう撃げき、スプリット・ストライクSplit Strikeとでも呼ぶべきだろうか？　いや、むしろ──

「マニューバＳＳダブルエス」

「──は？」

　思わずそうつぶやいた下村だが、目の前で部下が目を丸くしているのに気づいた。

（……これでは、霧ヶ谷議員のセンスを笑えんな）

　下村は軽く咳せき払ばらいし、速すみやかに頭を切り換かえた。

　住民の避ひ難なん誘ゆう導どう、〈カエサル〉に蹴け散ちらされた戦力の再編成、そして増ぞう援えんの手配等、やらねばならないことはいくらでもある。

　現に今も、〈カエサル〉の撃った速射砲の流ながれ弾だまが、川向こうの一いつ軒けん家やを吹ふき飛ばしていた。

（何にせよ、あれの相手は市之瀬くんに任せるしかないか）

　ＡＳの第だい一いち陣じんは〈カエサル〉によって蹴散らされ、増援はまだ到とう着ちやくしていない。普ふ通つう科かの隊員たちや装備では太た刀ち打ちできない以上、今は住民の保護や避難誘導に回すしかないのだ。

　もっとも、仮に九六式改の部隊を〈レイヴン〉の支援に回しても、かえって足手まといになる可能性も大きいが。

　とはいえ自衛官として、簡単にそう割り切ることもできない。あらためて忸じく怩じたる思いを、下村は抱いだいた。




　当の〈カエサル〉にしてみれば、それどころではなかった。

（まずい……）

　東京を目指し、無理に無理を重ねてきたツケが、ここに来て一気に吹き出していたのである。

　体内の『導管』の状じよう況きようは、極きわめて悪い。そのため『力場』の行使には、制限がかけられていた。ここで無理をすれば、あっという間に『導管』が潰つぶれてしまうだろう。

　その一方で、機体内の弾だん薬やくも底を尽つきかけていた。全力射しや撃げきの弾幕を張ることも、これでは難しい。

　そして、何よりの問題は──

（……オリジナル）

　周囲を跳び回る〈レイヴン〉と、それを操あやつる達哉の存在だった。

　忌いむべき彼の太源。彼が真なる自己を確立するために、乗り越こえ抹まつ消しようせねばならない存在。ガルナスタンで屠ほふったはずのそれが、まさか再び現われることになるとは。

（認めよう）

　もはや、後先を考える余よ裕ゆうも必要もない。自分の使える全すべてを振ふり絞しぼって、ヤツを斃たおす──斃さねば、ならないのだ。

　たとえその次の瞬間に自身が朽くち果てたとしても、構わない。

　ただ一瞬、唯ゆい一いつ無む二にの自身であることさえできれば──




　対する達哉もまた、ほとんど余裕はなかった。

「────!!」

　唇くちびるを嚙かみしめて目を見開き、青ざめた顔でスクリーンをにらみつける。そこに〈カエサル〉の敵てき影えいと重なり合うようにＨＵＤ方式で表示されている、速度計とコンデンサ残量スケールを確かく認にん。

　共に、狂くるったような増減を繰り返していた。

　自機の現状と敵機の対応を瞬しゆん時じに読み取り、ほとんど勘任せで小刻みにスラスタやＥＣＳのオンオフを判断。それらはコクピットに組みこまれたＴＡＲＯＳを介かいして機体のＡＩ〈ゴーシュ〉が読み取り、ほぼ遅ち滞たいなく実行していた。

　不定期に繰り返される、急加速と急減速。コクピットの達哉は〈レイヴン〉の衝しよう撃げき吸収システムの上限を遥はるかに超こえる振しん動どうに晒さらされていた。だがそれでも、苦痛の呻うめき一つ上げようとしない。

　少しでも脚あしを止めれば、死ぬ。

　脚を飛ばしすぎても、コンデンサの電力が尽きて死ぬ。

　そんな一いつ髪ぱつ千せん鈞きんの綱つな渡わたりを、達哉は延々と繰り返す。

　ブースト加速とＥＣＳで〈カエサル〉を幻げん惑わくしつつ、散弾砲シヨツト・キヤノンの射撃で牽けん制せい。徹てつ甲こう弾だんの速射を、〈カエサル〉は力場の盾たてで防いだ。

（よし！）

　その隙すきに後方から突とつ撃げき──と見せかけて、ホログラムの虚像を残して右側に跳ちよう躍やく。そのまま〈カエサル〉の右側面から突つっこんだ。

　今度こそ仕留める、そう入れ込んだ達哉の背筋を悪お寒かんが走る。

（こっちを見ている？）

　ＡＩの警告はないが、迷ってる暇ひまはない。ペダルを踏ふみこみ機体を跳躍、同時に散弾砲のマガジンを、榴りゆう散さん弾だんのものと交こう換かんする。

　次の瞬間、〈カエサル〉を中心に同心円状の衝撃波が広がる。

「やはり、あの『力場』かよ!?」

　それも規模こそ小さいものの、ガルナバシュを吹き飛ばしたのと同じ、全方位への攻撃である。

　危ないところだった。もしあのまま突っこんでいたら、力場の壁かべに激げき突とつして、〈レイヴン〉の機体諸もろ共ともに消し飛ばされていただろう。

　だが〈カエサル〉の反撃はそれで終わらない。空中の〈レイヴン〉目がけて、全身の火器による一いつ斉せい掃そう射しや。今までとは比ひ較かくにならない濃のう密みつな弾だん幕まくが、〈レイヴン〉を襲おそった。

「ブースト！」

　躊ちゆう躇ちよしている暇はなかった。アジャイル・スラスタの全力稼か動どうで、弾幕を振り切る。空中では他ほかに回かい避ひの手段が取れない。なおも追いすがってくるミサイル。咄とつ嗟さに散弾砲シヨツト・キヤノンを連続で発はつ砲ぽう、榴散弾の撒まき散らす子弾の弾幕で、ミサイルを迎げい撃げきする。

　爆ばく発はつ──

　爆発爆発爆発──

　次々と誘ゆう爆ばくするミサイル、その爆風が〈レイヴン〉を揺ゆさぶり、噴ふき上がった黒こく煙えんが機体を包みこむ。飛び散った弾だん片ぺんによって、各所の装そう甲こうが切り刻まれた。

　鳴り響ひびく警報に、真っ赤に染まるスクリーン。だが辛かろうじて、機体の致ち命めい傷しようだけは回避できた。極限の集中力と、磨みがき抜かれた操縦技術の賜たま物ものである。

　だがこの瞬間、達哉の意識は〈カエサル〉自身からは逸それてしまった。

　突とつ如じよとして〈レイヴン〉の周囲を、黒々とした影かげが覆おおった。一体、何だ？──反射的に上方を見上げ、達哉は愕がく然ぜんとなる。

〈レイヴン〉の直上に、〈カエサル〉の巨きよ影えいがあったのだ。

「跳とんだ!?」

　降下する巨体を避さけようと、アジャイル・スラスタを作動させる。だが、スラスタは微び動どうだにしない。

《コンデンサ残量〇》

　無情な宣告が響く。

　ようやく、達哉は悟さとった。〈カエサル〉の狙ねらいは、これだったのだと。

　自由落下する〈レイヴン〉を押し潰そうと、規格外の超ちよう重量が降ってきた。




　その時、確かに〈カエサル〉は勝利を確信した。

　降下の速度に『力場』を加えて加速。巨体の質量そのものを武器として、〈レイヴン〉へと叩たたきつける。

　鈍にぶい感かん触しよくが、ダイレクトに伝わる。『力場』を攻こう勢せいの衝撃波に用いる余裕はないが、これで十分だ。

　このまま地面に着陸し、諸共に押し潰すのみ！

　だが同時に、鈍い『痛み』が走った。正確には機体の損傷を、〈カエサル〉はそういう形で検知したのだ。

（まさか──）




「まだだ!!」

　目を見開いて、達哉は吼ほえる。

「まだ、終われるか！」

　逃にげられないと、そう悟った瞬間に、達哉は腹を括くくっていた。

　これはむしろ、チャンスなのだと。〈カエサル〉がその急所を自ら晒した、千せん載ざい一いち遇ぐうの好機であるのだと。

　両手で〈ドラゴンフライ〉を構え直し、大出力のパラジウム・リアクターにより、ごく僅わずかだがコンデンサの電力は回復していた。スラスタでの推進は無理だが、機体の手足を動かすことならば辛うじてできる。

　狙うは一つ、溝呂木から伝えられた〈カエサル〉の弱点だ。

「あれか！」

　下腹部に開いた冷れい却きやく装置のスリット、そこを狙い渾こん身しんの突きを繰り出した。同時に〈カエサル〉の機体そのものが、凶きよう器きと化して〈レイヴン〉に叩きつけられる。

　いまだかつてない衝撃に、達哉の全身は振り回された。

　機体は、一瞬にしてズタボロとなる。

　フレームがねじ曲がり、装甲が砕くだけ飛び、駆く動どう系けいのマッスル・パッケージが負荷に耐たえきれず次々と断だん裂れつ。コクピットシェルまでもが歪ゆがみ、裂さけ、外気が流れこむ。

　人間に踏み潰された蟻ありの気分を、達哉は存分に味わった。

　だがその代だい償しように、〈ドラゴンフライ〉の切っ先は、冷却装置のスリットを深々と抉えぐっていたのだ。

「やった……か？」

　霞かすむ視界の中で、〈カエサル〉の機体が小刻みに震ふるえるのが見えた。『力場』発動の予兆である。

　浅かったのだ。

　だがこの状況ではもはや、至し近きん距きよ離りから放たれる『力場』の攻こう撃げきから逃のがれる術すべはない。ならば、方策は一つ──殺やられる前に殺やる。

　判断は一瞬だった。〈ドラゴンフライ〉にマウントされた散弾砲シヨツト・キヤノンのマガジンを、徹甲弾のものに差し替かえる。

　狙いを付ける必要はない。そのまま達哉はトリガーを絞った。




　下半身の〈ベスティア〉部分が撃うち抜ぬかれたという情報を、〈カエサル〉は『痛み』の感覚として認識していた。

　下半身部分が萎なえ、急速に出力が低下していった。〈レイヴン〉に向けて解き放とうとした『力場』が揺らぎ、霧む散さんしてしまう。

　専用の冷却装置を破は壊かいされた『力場』の中ちゆう核かくは、速すみやかにオーバーヒートで機能を停止する。さらに撃ちまくられた徹甲弾は、〈ベスティア〉の機体内部を滅め茶ちや苦く茶ちやに引き裂いていた。

（一手、遅おそかった）

　咄嗟に〈カエサル〉は、〈ベスティア〉部分を切り離はなした。片かた脚あしを失った〈トゥリヌス〉の機体で宙に舞まいながら、〈カエサル〉は自前の『力場』を発動する。障しよう壁へきを構築、だが全く強度が上がらない。

　同時に、〈ベスティア〉が自じ爆ばくした。

　残った弾薬が、一いつ斉せいに誘爆。〈ベスティア〉を中から吹ふき飛ばしつつ、紅ぐ蓮れんの火球が周囲を覆う。

　なけなしの『力場』で、〈カエサル〉は辛うじて爆発の余波から身を守った。しかしそれでも、爆風等の全てを殺しきれない。煽あおられ、吹き飛ばされた〈カエサル〉は、市之瀬建設の土場へと墜つい落らくする。

（オリジナルは、やったのか？）

　そう〈カエサル〉が上空を見上げたその時、爆ばく煙えんを突き抜けて満まん身しん創そう痍いの〈レイヴン〉が躍おどり出した。

　全身が焼け焦こげ、装甲は引き裂かれ、フレームも各所で歪んでいる。だがそれでも、達哉の闘とう志しは衰おとろえていない。

　失った〈ドラゴンフライ〉の代わりに日本刀型の単分子カッターを構えて、ほぼ真上から〈カエサル〉へと襲いかかる。

『うおおおおおっ!!』

　達哉の叫さけびを、〈カエサル〉は聞いた気がした。




　今だ──

〈カエサル〉に向けて飛び降りつつ、達哉は抜き放った一〇式単分子カッターを大上段に構えた。

　この一撃で決める、その決意をこめて刃やいばを振ふり下ろす。対する〈カエサル〉は右脚を失ったまま、地面に倒たおれ伏ふしていた。もはやまともに『力場』を展開する余力さえもないのか、片脚で起き上がろうと必死にもがいている。

　そんな暇は与あたえない。一撃で袈け裟さ懸がけに叩き斬きる。

　だが──

『オルカンを、あいつを──助けて欲しい』

　達哉の耳に、ソラヤの切なげな声が甦よみがえる。操縦スティックを押しこむ腕うでが、迷いと戸と惑まどいでかすかに震えた。

　浅い！

　一いつ瞬しゆんの躊躇が、〈レイヴン〉の太た刀ち筋すじをわずかに甘くしていた。

　振り下ろされた単分子カッターは機体の胸部をかすめ、正面装甲とコクピットシェルを深々と切り裂いていた。だが、機体そのものを断ち切るには至っていない。

「くそ！」

　しかも〈ベスティア〉の自爆に巻きこまれて損傷していた単分子カッターは、その斬ざん撃げきに耐えきれなかった。刀身の半ばから折れ飛び、機能を停止した。

　頭部機き関かん砲ほうのような固定兵装を持たない〈レイヴン〉は、ついに完全な丸まる腰ごしになってしまった。

　これは、まずい。達哉の背を、冷ひや汗あせが流れる。

　とはいえ、退くわけにはいかない。胸部の裂け目の向こうにぐったりとした人ひと影かげを確かく認にんし、達哉はそう思った。

　ここで〈カエサル〉を倒し、オルカンをコクピットから引きずり出してソラヤとの約束を守るのだ。敵機も満身創痍で、もはや『力場』もまともに使えない状態である。

　ならば、これしかない。

　達哉は操縦スティックを引きつつ、ホイール・スイッチを押しこんだ。その操縦に合わせ、〈レイヴン〉も動く。右足を一歩退いて左半身を前に出し、構えた左右の拳こぶしを硬かたく握にぎり締しめる。

　ボクシングのオーソドックス・スタイルを取った〈レイヴン〉の前で、片脚を失った〈カエサル〉が立ち上がった。




　辛かろうじて発動できた僅かな『力場』は、破損した右脚の代わりに用いた。

　不可視の義足、もしくは杖つえかつっかい棒で身を支えながら、ようやく〈カエサル〉は立ち上がった。眼前の〈レイヴン〉同様、両の拳を構える。

（これで、いい……）

　機体は共に大破寸前。共に全すべての武器を失っている。〈カエサル〉の『力場』も今や、片脚のハンデを辛うじて誤ご魔ま化かすくらいのことしかできない。

　だがそれは同時に、今のオリジナルと自分がほぼ互ご角かくの状態にある、ということも意味していた。

　真っ向から殴なぐり合い、相手を叩きのめす。極きわめて原始的で、だからこそ明確な、男同士の『格付け』である。

〈レイヴン〉と〈カエサル〉──市之瀬建設の土場のほぼ真ん中で、二機のＡＳは無言のまま対たい峙じする。

　最後の戦いは、この瞬間、この小さなリングの中で始まるのだ。




　　　　５




　コクピットを埋うめ尽つくす警報を、達哉は半ば無視していた。

　断続的に砂すな嵐あらしのようなノイズが走るスクリーン、そこに映った〈カエサル〉の姿をにらみつける。『力場』を発動させる予兆はない。

　ならば、思いっきり殴り飛ばす。達哉は操縦スティックを、力強く押しこんだ。

　ただ踏ふみこみ、拳を繰くり出す。たったそれだけの動作なのに、機体のフレームが軋きしみ、悲鳴を上げた。アジャイル・スラスタの負荷にすら耐える〈レイヴン〉の強きよう靭じんなフレームが、である。

　やはり『力場』は発動しなかった。〈レイヴン〉の右ストレートが、〈カエサル〉の顔面にめりこむ。〈カエサル〉の上体が、弾はじかれたように後方へとのけ反った。

　だがほぼ同時に、達哉もまた強きよう烈れつな衝しよう撃げきに晒さらされる。〈カエサル〉のボディアッパーが、カウンター気味に〈レイヴン〉のコクピットブロックを抉っていたのだ。一瞬、〈レイヴン〉の足が地面から離れる。

　足先から脳天まで突つき抜けるような一撃が、達哉を大きく揺ゆさぶる。もはや機体の衝撃吸収システムはろくに機能しておらず、頑がん強きようなコクピットシェルさえも各所が破損しているのだ。

　マスター・スーツごと振り回された達哉の頭部が、勢いよくコクピットの内ない壁へきに叩たたきつけられた。




　敵機の繰り出した拳に、〈カエサル〉は相打ち前提のカウンターを合わせた。それだけしかできなかった。

　失った右脚を『力場』で代用して機体を支えているのだが、転てん倒とうしないように直立の姿勢を保つだけで精せい一いつ杯ぱい。まともに歩行することさえ不可能なのだから。この体ていたらくでは防ぼう御ぎよや回かい避ひはおろか、自分から攻撃を仕し掛かけることさえ困難である。

　泥どろ々どろの乱打戦に持ちこむしかない。

　幸いなことに、〈レイヴン〉も似たり寄ったりの状態のようだ。繰り出される拳けん打だのモーションは、つい先ほどまでの俊しゆん敏びんさも精せい彩さいも欠いている。真まっ直すぐに突き出された〈レイヴン〉の右拳と、真下から突き上げる〈カエサル〉の左拳。互たがいの一撃が交差し、〈カエサル〉は後方へと弾き飛ばされた。

　機体全体を突き抜ける衝撃に、中ちゆう枢すう部でフル稼か働どうしていた情報素子の活動に乱れが生じた。わずかな時間だが、ＡＩの演算が完全に停止する。

　人間で言うならば、殴り飛ばされて一瞬だけ意識が飛んだようなものだ。

　だが、それもあくまで一瞬のこと。〇コンマ以下の秒数で機能を回復した〈カエサル〉は、転倒の寸前で辛うじて機体を立て直す。

　目の前には、無防備な棒立ちの姿を晒した〈レイヴン〉──〈カエサル〉は躊ちゆう躇ちよせず、右の拳を振りかぶった。




「────！」

　意地と根こん性じようを総動員し、達哉は飛びかけた意識を繫つなぎ止める。

　かすむ視界に、〈カエサル〉の姿が映った。二発目を繰り出そうと、右拳を大きく振りかぶっている。見え見えのテレフォンパンチ。かわすか？　防ぐか？──いや、そんな余よ裕ゆうはない！

　互いの二発目も相打ちになった。

　踏ん張りきれずに、〈レイヴン〉はよろよろと後退する。ついに下半身のバランサーまで、いかれてしまった。

　機体の腰こしが落ちるその寸前──達哉は大だい胆たんに、かつ細心の注意を払はらってペダルを踏みこんだ。崩くずれかけていた〈レイヴン〉の脚あしに再び力が入り、転倒を辛うじて免まぬかれる。

　あいつの前でダウンなんて、無様な真ま似ねができるものか！　達哉は血走った目で〈カエサル〉をにらみつけた。

　もはやここまでくれば、根性論や精神論の世界である。自分と〈レイヴン〉がどこまで保もつか、自分と〈カエサル〉のどちらが先に音ねを上げるか。

『…………？』

　不意に達哉は顔をしかめた。何か、声が聞こえた気がしたのだ。ＡＩの合成音声とは異なる、生の意志で発せられた声。とはいえ通信機は沈ちん黙もくしたままだ。空耳だろうか？　何にせよ、今はそれどころではない。

「まだまだぁ!!」

　二機のＡＳは、ほぼ同時に三発目の拳を繰り出した。




　街は奇き妙みような沈黙の中にあった。

　住民の大半が逃にげ出した無人の街路を、由加里と楓は懸けん命めいに急ぐ。

「…………」

　まだ楓の足取りは覚おぼ束つかない。そんな先せん輩ぱいに由加里は肩かたを貸して、支えていた。一歩一歩踏み出す。

　由加里の小こ柄がらな体には、きついしつらい。もう、息は上がっていた。

　二人とも、黙だまりこんだままである。ただ逃げるだけで、必死なのだ。何かをしゃべる余力もない。

　だがそれでも、一つの思いだけは頭から離はなれなかった。

（お兄ちゃん……）

　小さな手を、ぎゅっと握り締める。

　久しぶりに会えた兄の達哉、だが再会の喜びを感じる暇ひまは全くなかった。

　なぜ突とつ然ぜんＡＳで帰って来たのか？　どうして、あの巨きよ大だいなＡＳと戦うのか？　由加里には、さっぱり分からない。答えの出ない疑問と不安が、頭の中で渦うず巻まいている。

「タッくん──どうして？」

　楓が、掠かすれたつぶやきを漏もらす。おそらく、彼女も同じ思いなのだろう。由加里が唇くちびるを嚙かみしめた、その時だった。

　すぐ先の交差点、右手の曲がり角の向こうから、ディーゼルのエンジン音が響ひびいた。立ち止まった楓たちの前に、オリーブ色の四輪車が姿を現わす。

　向こうも由加里たちに気づいたのか、すぐに停車する。車両後部のドアが開き、数名の自衛官が降りてきた。

「大だい丈じよう夫ぶですか！」

　駆け寄って来た年配の自衛官が、由加里たちにそう言った。汚よごれ、疲つかれ切った顔に、それでも精せい一いつ杯ぱいの笑えみを浮うかべている。

「他に誰だれか、避ひ難なん中の人を見かけませんでしたか？」

「え──あ、はい……いいえ」

　ぼんやりとした表情のまま、由加里はもごもごと言葉を濁にごした。達哉のことが頭を過ぎるが、今ここで言っても話をややこしくするだけだろう。

　そんな由加里に替わって、その自衛官は楓を抱だき上げた。

「さあ、早く乗ってください」

　促うながされるまま、由加里も後部ドアから車内に入る。広々とした後部席は、十人近い女子供や年寄りでほぼ一杯だった。

　縦に並んだベンチシートの空席に、由加里と楓は腰こしかける。

「もう大丈夫です。すぐに安全なところまで搬はん送そうしますから。どこか、痛む場所は？」

　その言葉を由加里は、うつむいたまま聞き流していた。あまりにも意外なことがたくさん起こりすぎていて、頭も心もついていけないのだ。

　頭上では、車体と同じ色の幌ほろがバタバタと鳴っている。

「よし、出せ！」

「了りよう解かい」

　命令と共に、自衛隊車両はスムーズに走り出す。だが、いくらも進まないうちにすぐブレーキをかけた。

「どうした!?」

　先ほどの自衛官が、運転席の部下にそう言った。

「はあ、それがこの先に進もうとする市民がおりまして──そちらは危険です！　引き返してください！」

「頼む、この先に娘むすめがいるんだ。行かせてくれ」

　その声に、はっと由加里は顔を上げる。

（今のって、まさか──）

　目を瞬まばたかせるうちに、車外のやり取りは進んでいた。

「危険すぎます。娘さんたちの保護は我々に任せて、早く避ひ難なんを」

「そ、そこを何とか！　この通りだ！」

「おじさん、これ以上はさすがに無理ですよ。俺たちじゃどうしようもない」

「むう……」

　間ま違ちがいない。

　車体と幌の間から、由加里は車外へと身を乗り出した。

「お父さん！」

　思った通りだった。

　父の市之瀬俊之と、陣代高校のＯＢである先輩の武村健司、なぜか原付に二人乗りしたその二人が、運転手の自衛官と押し問答をしている。

「──由加里!?」

「由加里ちゃん」

　俊之も健司も、すぐ由加里に気づいた。驚おどろく二人の前で、由加里はぽろぽろ涙なみだを流す。家族に会えたことで、ようやく張り詰つめていた心が緩ゆるんでいたのだ。

　そして同時に、どうしても伝えなければならないことを思い出す。

「む、娘さんいたようですな。それはよかった。じゃあ、あなた方も──」

「──お父さん、お兄ちゃんがいたの!?」

　安あん堵どした自衛官の言葉を遮さえぎるように、由加里は声を張り上げる。

「おい由加里、達哉がどうした!?」

「お嬢ちゃん、いったい何を!?」

　続く由加里の言葉に、周囲の誰だれもが驚いた。

「あのＡＳに、お兄ちゃんが乗ってたの!!」




　殴なぐる──殴られる──殴る──殴られる──

〈レイヴン〉と〈カエサル〉、二機のＡＳが繰くり広げる殴り合いは、いつ終わるとも知れぬまま延々と続いていた。

　もはや当の達哉自身でさえも、何発殴って殴られたのか覚えていない。泥々の乱打戦の果て、強烈な振しん動どうと容よう赦しやない衝撃に晒され続けてきたためか、すでに時間の感覚すらぼんやりとしている。

　そんな曖あい昧まいな達哉の脳には、いつしか聞き慣れぬ声が届いていた。

『くそ』

　殴る──

『くらえ』

　殴られる──

『これで』

　殴る──

『くたばれ』

　殴られる──

　明確な敵意と怒いかり、そしてそれらを上回る嫌けん悪お。達哉自身にも覚えがある感情だ。それが声なき声となり、殷いん々いんと脳のう裏りに響く。

　──これは、何だ？　錯さつ覚かくではないと、達哉は直感する。

　そう、この現象はＴＡＲＯＳによるものだ。

〈レイヴン〉と〈カエサル〉、臨界まで駆く動どうした両機のＴＡＲＯＳが、ある種の共鳴状態を引き起こしたのだ。その結果、互いのオペレータの思考が混信しているのだろう。

　ならば、この声はオルカンのものか？　いや、違う。

「お前が、〈カエサル〉なのか？」

　そう口にした途と端たん、視界がぼやける。目の前に立つ〈カエサル〉の映像に、達哉自身の姿が二重写しにダブった。深々とうつむいた顔、歪ゆがんだ表情、暗い目をした自分が自分を見つめている。

　それを目にして、〈レイヴン〉の拳こぶしから、力が抜ぬけた。

『死ね、オリジナル!!』

　かさにかかった〈カエサル〉が、拳を繰り出す。達哉は初めて、受けに回った。〈レイヴン〉の眼前で腕うでを十字に組み、叩たたきつけられた鉄てつ拳けんをがっちりと防ぐ。

〈レイヴン〉と〈カエサル〉、二機のＡＳは至し近きん距きよ離りからにらみ合った。

　──そんなに俺が、憎にくいのかよ？

『ああ、憎い！』

　交かわされる無音の会話、そして一方的に振ふるわれる拳。守勢に回った達哉の〈レイヴン〉は、〈カエサル〉の猛もう攻こうを辛かろうじて耐たえ凌しのぐ。

『私は──俺は、お前から造られた！　だからお前がいる間は、俺は本当の俺になれないんだ！　そんなこと、認められるかよ！』

　──ああ、そうかよ。

　達哉の予感は当たっていた。達哉が〈カエサル〉に抱いだく敵意も、〈カエサル〉が達哉に向ける憎ぞう悪おも、方向が真逆なだけでほとんど同量同質なのだ。

　目の前の敵は、鏡に映った達哉の影かげだ。たとえ殴り飛ばしたとして、割れて砕くだけ散るのも、拳を傷つけるのも、共に達哉自身なのだ。

　それでは、あまりにも無意味で虚むなしすぎるではないか。

『これで、終わりだ!!』

〈カエサル〉渾こん身しんの右ストレートが、棒立ちになった〈レイヴン〉へと一直線に奔はしる。

　だが──

『…………!?』

　その一いち撃げきを、達哉は受け止めていた。鉄拳が〈レイヴン〉の顔面にめりこむ寸前、横合いから左手でその手首をつかみ取ったのである。

　一いつ瞬しゆんの早はや業わざ、そして手首を締しめ上げる容赦ない力に、〈カエサル〉が動どう揺ようした。

「それが、どうした!!」

　鋼はがねの拳を硬かたく握にぎり締め、渾身の力で目の前の敵に叩きつける。〈カエサル〉が、達哉の映し身が、大きく後退した。

　たとえ相手が自分自身の影であっても、いや自分自身だからこそ、その所行を許すことはできない。こいつは自分の故郷を、家を、そして家族友人を襲おそって、傷つけたのだ。

「その落とし前は、必ずつける」

　怯おびえた由加里の顔を、傷ついた楓の姿を思い出す。もう二度とあんなふざけた真ま似ねができないよう、徹てつ底てい的てきに叩き潰つぶさねば。

　そして、何よりも……

　──リーナ！

　まだ答えは聞いていない。だがそれでも達哉は、アデリーナとこの東京に戻ることを、そしてこの街で共に生きていくことを願ったのだ。

　そんな自分をこの東京に送り届けるため、アデリーナは危険な戦場に立ってくれた。そんな彼女の想おもいを、信しん頼らいを、そして愛を、裏切ることなどできない。

　それに応こたえられなければ、男ではない！

「ブースト!!」

　最後の切り札を切る。

　右みぎ肩かたのアジャイル・スラスタが、悲鳴を上げつつ最後の一噴ふかし。その推力を加えた渾身の右ストレートを、〈カエサル〉にねじこんだ。

　マスター・スーツのフィードバックを介かいして、空そら恐おそろしいほどの手応えが右手に返ってくる。〈カエサル〉の右みぎ脚あしを支えていた『力場』が消失し、そのまま地面に膝ひざをついた。今度こそ〈カエサル〉の真ま芯しんを打ち貫ぬいたと、そう確信する。

「とどめだ!!」

　この一撃で勝利をもぎ取る。返しの左拳を叩きつけるため、〈レイヴン〉は左拳を振りかぶる。だがその動作は、不意に止まった。

　達哉は、見てしまったのだ──うずくまった〈カエサル〉の胸部の裂さけ目越ごしに、弱々しく痙けい攣れんするオルカンの姿を。

　ダメだ。

　このまま〈カエサル〉を殴り殺してしまっては、オルカンまで道連れにしてしまう。その前に、何とかして救出しなければ。だが、どうやって？

　この時、達哉の中に『ソラヤとの約束を破る』という選せん択たく肢しは存在していなかった。

　何か手はないものかと、周囲を見回していた達哉の目が、不意に一点で止まる。

（あれだ！）

　その瞬間、達哉の脳裏で、とるべき作業の工程が形を結ぶ。自分にできるのか？　いや、何としてもやらなければ。

　まずは、ペダルを一踏ふみ。身を低くかがめた〈レイヴン〉が、横合いから〈カエサル〉に組みついた。その時になって、ようやく〈カエサル〉も抵てい抗こうを始める。もはや『力場』もないというのに、思いの外ほか、その力は強い。

　だが、ここで振りほどかれるわけにはいかない。もみ合いつつ達哉は、羽は交がい締じめの姿勢にもっていった。ここだ。そのまま〈レイヴン〉は背後に倒たおれこみつつ、諸もろ共ともに〈カエサル〉の機体も地面へと引きずり倒す。

　羽交い締めにした腕で敵機の上体を、かにばさみの様に腰こしへと回した脚で敵機の下半身を、それぞれ封ふうじる。これで〈カエサル〉は〈レイヴン〉によって、動けないまま仰あお向むけに固定された形だ。

　さて、ここからが本番である。

「〈ゴーシュ〉、このままヤツを締め上げてろ！　死んでも離はなすな！」

《了りよう解かい》

　そうＡＩに命じつつ、達哉は〈レイヴン〉のコクピットハッチを開放する。マスター・スーツが緩み、そのまま外に這はい出した。

　オペレータが不在でも、なおも〈レイヴン〉のＡＩはその指示を愚ぐ直ちよくに守り、〈カエサル〉をがっちりと拘こう束そくし続けている。

「もう少しだけ、頼たのむ！」

　そう言い残して、達哉は一目散に駆かけ出した。




「市之瀬くん、何をするつもりだ？」

　上空から戦せん況きようを見守る下村にとって、達哉のその行動は意図が不明だった。

　壮そう絶ぜつな打撃戦の末に〈カエサル〉を殴り倒した〈レイヴン〉は、そのまま敵機に組みつき、拘束する。そこまではいい。そこまでは分かる。

　だがその直後、達哉は〈カエサル〉にトドメを刺さすことなく〈レイヴン〉を乗り捨ててしまったのだ。ひょっとして、機体のトラブルで脱だつ出しゆつしたのだろうか？　いや、〈レイヴン〉はいまだ自動操縦で、〈カエサル〉の拘束を続けている。

　その上、達哉自身は逃にげ出したわけでない。駆け出した達哉が向かったのは──

「……あれは、〈ダイダラ〉？」

　実家の土場にひっくり返った、古ぼけたＰＳだった。




　横転していた〈ダイダラ〉の操縦席に、達哉は乗りこむ。

　固いシートに、ベルトで体を厳重に固定する。エンジンキーは、差しっぱなしのままだった。

「ったく親おや父じのヤツ、こういうのヤバイから止やめとけって言っただろ」

　毒づく達哉だが、今はその無精さがありがたかった。

　エンジンキーを回す。くたびれたディーゼルエンジンは、一発ではかからない。二回、三回──ようやく〈ダイダラ〉の心臓に、火が点ともる。

　操縦席を揺ゆらす振しん動どうと、排はい気きガスの目に染みる臭においが、妙みように懐なつかしい。

　簡易式のマスター・スーツである筒つつ状じようのパーツに、両手両足を突つっこむ。機体の関節ロックを解除。〈ダイダラ〉は達哉の操縦に従い、全身を軋きしませながら、ゆっくりと立ち上がる。

　一歩一歩、もみ合う二機のＡＳに近づいた。幸いにも〈ダイダラ〉の右手は、アタッチメントの交こう換かんで油圧式の重機用削岩機ブレーカーになっている。これから行おうとしている作業には、うってつけの道具だ。

　間近から、拘束された〈カエサル〉を見下ろす。状じよう況きようも、達哉の意図も理解できないのだろう。〈カエサル〉は狼ろう狽ばいしたように、唯ゆい一いつ自由に動かせる首を左右に振った。

　ＡＳとＰＳの体格差は、大人と子供ほどもあるが、今は臆おくする必要はない。これから達哉がしようとしていることは、戦せん闘とうではなくただの作業なのだから。

　小刻みに蠢うごめく〈カエサル〉胸部の損傷部に、削さく岩がん機きを押し当てた。

　そのまま作動させる。響ひびきわたる異音。鋼鉄のロッドが油圧で激しく上下し、先せん端たんの鏨たがねが〈カエサル〉の機体へと続けざまに叩きこまれた。

　ＰＳの削岩機は、岩石やコンクリートを砕くためのものだ。本来ならば、ＡＳの装そう甲こうにダメージを与あたえられるわけがない。

　だが、その損傷部分を押し広げる程度ならば、あるいは──

　達哉の読みは当たった。削岩機のピストン運動が〈カエサル〉の損傷部をゆっくりゆっくりと押し広げていく。とはいえ、コクピットの内部まで削岩機が届いてしまっては、元も子もない。乗りこんでいるオルカンまで、ミンチになってしまう。

　慎しん重ちように、あくまで慎重に。本来ならば重機用の削岩機とはこういう使い方をする道具ではないのだが、仕方がない。

　撃うちこむ度たびに、〈カエサル〉の機体は跳はね上がる。まるで断だん末まつ魔まの痙攣のように。

　一丁上がり。大きく開いたコクピットの損傷部分に、達哉は概おおむね満足する。簡単な仕事だった。

　そう、簡単な、仕事だ。

　左手の作業用クローを、〈カエサル〉の胸の傷口から突っこませる。慎重に様子をうかがいつつ、オルカンの体をつまんだ。そのまま外部へと引っ張り出した。

　さて残る、そして最後の作業は──

「────」

　達哉は続いて削岩機自体を、コクピットに押しこんだ。狙ねらいはその下部に内蔵されている『力場』の発生装置と、一体化したＡＩの中ちゆう枢すうである。

　当然ながら〈ダイダラ〉にＴＡＲＯＳは積まれてないし、〈カエサル〉の声が届くはずもない。今の達哉に聞こえるのは、壊こわれかけたＡＳの内部機構が上げている、断末魔の不協和音だけだった。

　いつしか達哉の中からは、嫌けん悪おも怒いかりも消えていた。

　──ままならないものだよな。

　最後に達哉が削岩機を作動させたのは、純じゆん粋すいな義務感からのものだった。

「あばよ、兄弟」




　暮れなずむ空に、一番星が瞬またたき始める。

「勝ったぞ、リーナ」

　はるか西の方角を見やりながら、達哉はそう言った。

〈ダイダラ〉のコクピットで操縦シートにもたれかかり、ディーゼルの振動に身を委ゆだねる。何もかもが懐かしく、そして心ここ地ちよい。

　右みぎ腕うでを操作し、クローで引っかけていたオルカンを地面に下ろす。いまだに白目を剝むき、目を覚ます気配はないものの、呼吸等は安定しているようだ。

（約束は、守ったぞ）

　ふと、地面でもみ合っていた二機のＡＳを見下ろす。〈カエサル〉のみでなく、達哉自身の〈レイヴン〉もまた、完全に動きを止めている。

　眠ねむりについた〈レイヴン〉と、いまだに動き続けている〈ダイダラ〉。その対比が達哉には、何らかの意味を持つように感じられた。

（やっぱり、俺のいるべき場所ってのは……）

　一番星を見つけながら、ふと達哉はそんなことを思った。と、その時──

「お兄ちゃん！」

　かけられた声と空冷エンジンの唸うなりに、達哉は振ふり向く。市之瀬建設の土場に、一台の原付が駆けこんできた。

　その荷台で、二人乗りかつノーヘルという道交法違い反はんを犯おかしながら、妹の由加里が満面の笑えみを浮うかべている。

「あいつ、何やって……ていうか運転してるの武村かよ」

　家族と友人の違い法ほう行こう為いに頭を抱かかえた達哉の前で、今度は大おお柄がらな人ひと影かげが息せき切って駆けこんできた。これまた、よく見知った顔である。

「本当にいやがったな、バカ息子むすこ！　おい、とっとと降りてこい」

　顔を真っ赤にして、父の俊之が怒ど鳴なり散らした。その背では、おぶわれた楓が小さく手を振っている。

「今度は親父かよ……ていうか楓まで──」

　何か、胸の奥から熱いものがこみ上げて来た。だが、不思議と涙なみだはこぼれない。

「まったく、あいつらは──」

　それならば、もう笑うしかない。潤うるむ目元を拭ぬぐった達哉は、満面の笑顔で〈ダイダラ〉の操縦席から身を乗り出した。

「ただいま」




　　　　●
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　眼前の〈ケントゥリア〉が、不意に動きを止めて棒立ちになった。

「これは？」

　訝いぶかしむアデリーナだが、ためらわずにトリガーを引いた。〈セプター〉の左腕で、構えたガトリング砲ほうが唸りを上げつつ回転。撒まき散らした徹てつ甲こう弾だんの弾だん幕まくが、無防備に立ち尽つくす〈ケントゥリア〉を蜂はちの巣すにする。

　異変が起こったのは、その機体だけではない。いまだ盲もう目もく的てきな戦闘を続けていた〈ケントゥリア〉の全機が、ほぼ一いつ斉せいに動きを止めたのだ。

　直後、糸の切れた操あやつり人形のように、全すべての〈ケントゥリア〉が崩くずれ落ちる。

『あらまあ、どうなさいましたお人形さんたち？』

　そう言いながら菊きく乃のの〈セプター〉は、倒れ伏ふした〈ケントゥリア〉の一機を単分子カッターでつつき、反応を確かめた。

『お得意の死んだふりではありませんわね。パラジウム・リアクターが完全に止まっています。ひょっとしてユースフ殿でん下か、何か仕し掛かけましたか？』

『いや、私の仕込みではない。これは、おそらく──』

　アデリーナにも、ユースフの考えていることは分かった。ちょうどそのタイミングで、ハイヤール基地から通信が入る。

『おう、そっちもかたづいたみてーだな。ゴクローサンだ！』

　甘ったるく、かつ威い勢せいの良いクララの声が、キンキンと〈セプター〉のコクピットに響いた。

『東京から、グッドニュースだ。タツヤのやつ、やりやがったぜ』

「────!!　そうか──」

　言葉足らずにもほどがある連れん絡らくだが、その意味は正しくアデリーナたちに伝わった。

『あらあら、親分さんがいなくなった途と端たんに白旗ですか。お人形さんたち、少しだらしないです』

『皇こう帝ていの死に殉じゆんじたのだ。忠臣の鑑かがみであろうよ』

　菊乃もユースフも、言葉に皮肉のトゲがある。そんな中、アデリーナは深く深く息をついた。

　──終わったのか。

『どうなさいました、アデリーナさん？』

「いや、何でもない」

　怪け訝げんそうな菊乃にそう答えながら、アデリーナは自機に片かた膝ひざをつかせた。コクピットハッチとマスター・スーツを開放し、そのまますくっと立ち上がる。

　乾かわいた風が、吹ふきつけてきた。腰こしまである金のポニーテールをなびかせ、アデリーナは遥はるか東の空を見上げる。小さな微笑ほほえみを浮かべ、ただ一言だけつぶやいた。

「勝ったんだな、タツヤ」








エピローグ









　オーブンを開くと、香こうばしい匂においがキッチンに立ちこめた。

「おお～～！」

　熱い湯気を立てるローストビーフの塊かたまりに、クララは歓かん声せいを上げる。

「おいおい、ちょっと待ってろよ。慌あわてる乞こ食じきは貰もらいが少ない──ってな」

　金属製のオーブン皿を取り出しながら、父のクルツ・ウェーバーがそう笑った。こんがりと焼けた肉につ塊かいに金かな串ぐしを一ひと刺さし、焼き加減を慎重に確かめる。

「よし、ＯＫだ。俺が切り分けるから、クララ、お前はサラダを運んでくれ」

「りょーかーい！」

　クルツの言葉に、クララは素す直なおにそう答える。サラダの大皿を両手で持ち上げ──ふと、振ふり返って時計を確認した。

「ロニーたち、おせえな」

「さっき電話あったろ。駅で二人と合流したってさ。もうじき来るさ」

「だな」

　うなずいたクララは、リビングに隣りん接せつしたサンルームへと急いだ。

　ガラス張りの天てん井じようから、午後の穏おだやかな日差しが降り注いでいる。

「ママ！　肉焼けたぞ肉！」

「聞えているわよ」

　庭の芝しば生ふをながめていた母のメリッサ・マオが、こちらを振り向いた。ゆったりとした長なが椅い子すにもたれかかり、愛まな娘むすめに微笑みかける。

「あんたもクルツも、無む駄だに声が大きいんだから」

「おっと、そいつは失敬」

　テーブルの上にサラダの大皿を置いたクララは、続いて取り皿とナイフやフォークを並べる。真っ白なテーブルクロスの上に、六人分の食器が並んだ。

「何か手伝おうか？」

「いいっていいって、アタシとパパに任せて」

　マオの申し出に、クララは大おお仰ぎような仕草で首を振る。

「何せ今日は、パパとママのカイケイイワイなんだからな」

「それを言うなら、快気祝いでしょ」

「おう、それそれ」

　悪びれずうなずくクララに、マオは苦く笑しようしながらため息をついた。そんな母の姿に、クララは目を瞬かせる。

「ごめんなさい、クララ」

「別に、謝ることじゃねーだろ」

「ううん、そのことじゃないわ」

　ゆっくりと、マオは首を横に振る。

「クララ、あなたを──あなたたちを、危ない目に合わせたこと」

「…………」

　クララはずいぶんと瘦やせた母の顔を、まじまじと見つめた。

「……てっきり、怒られると思ってた」

「怒れるわけ、ないでしょ」

「やめてくれよ、そういうの」

　うつむいたクララは、低く声を震ふるわせる。

「アタシ、ママの言いつけやぶって悪いコトいっぱいしたんだぞ」

「クララ──」

「だから、ママが謝るなよ。いつもみたいに、アタシのこと[image: しか]しかってくれよ。じゃないと、アタシ、アタシ……」

　声を詰つまらせたクララを、マオは抱だきしめた。

「ママ……」

「いいの」

「ママ……」

「いいのよ」

「ママぁ」

「もう、いいの」

　そう繰くり返しながら、しゃくり上げるクララの小さな背を優しくなで上げる。

「おいおい、一家団だん欒らんするなら俺も呼んで──ぐぼあっ！」

　ローストビーフの大皿を手に、ひょっこり顔を出したクルツが悲鳴を上げる。マオの投げつけた取り皿が、狙ねらい過あやまたずにやけ顔を直ちよく撃げきしたのだ。

「危ね!?」

　放り出されたローストビーフの皿は、クララがしっかりと受け止める。肉片一つ、肉にく汁じゆう一ひと滴しずくすらこぼさない。

「お、怒らないんじゃなかったのか？」

「あんたは別よ、このダメ亭てい主しゆ。会社はともかく娘が本気でやばいって時に、なにやってたのアンタは？」

「い、いやね、俺もお前の落とし前をつけようと、色々やってたんだよ？　ちょっと読み違ちがえて勇み足になったっていうか、バックスクリーン直撃のはずがなぜか振り逃にげ三さん振しんになったっていうか……」

「誰もそんなこと、頼たのんでないでしょうが！」

　両親の言い争い──というか一方的な糾きゆう弾だんを見やりながら、クララはため息をついた。

　こういうのもやはり、『犬も食わない』というやつなのだろうか？

　クルツにとって幸いなことに、その時ちょうど玄関からチャイムの音が鳴った。

「お、おお……来たみたいだな、三人とも」

「そ、そうね──クララ、あんた迎むかえに行きなさい──大至急！」

「はーい」

　素直にそう答えたクララは、安あん堵どする両親を残して玄関に急ぐ。

「お待たせ！」

　勢いよく玄関のドアを開ける。そこに立つ三人の人ひと影かげ、いずれもクララにとってはよく見知った『家族』の顔だ。

「お招きありがとう、クララ。これはメリッサに」

「おうよロニー、こっちこそありがとな」

　真ん中のロニーが、代表して花束とシャンペンの瓶びんを差し出す。受け取ったクララは、満面の笑みを残る二人の女性に見せた。

「久しぶり、ラナ！　それにＴＴも！」




　シエラネバタの山々に、ターボファンのエンジン音が響ひびく。

「ダグ、貨物の積みこみは終しゆう了りようしました」

「うむ」

　カリフォルニア州東部のＤ．ダーナ・Ｏ．オシー・Ｍ．ミリタリーＳ．・サービス総合訓練キャンプ。滑かつ走そう路ろに止まった輸送機の傍かたわらで、黒人の巨きよ漢かん──ダグラス・バクスターはうなずいた。

　ベルトランが差し出した端たん末まつの項こう目もくに、素早く目を通す。

「よし、問題ないな」

「我が社にとっても、久々に大口の仕事です。確実に成功させなければ」

「我が社の仕事、か──」

「確かにな、それにしても日本か」

　感かん慨がい深ぶかげに、バクスターは言った。

「向こうさんも、ずいぶんと張りこんだものだな」

　待機中の輸送機の隊列、それに積まれているのは米国のＭ９やロシアの〈シャドウ〉を始めとして、ドイツの〈ヴォルフ〉、フランスの〈アルカンシェル〉、イギリスの〈サイファー〉といった、各国の第三世代型ＡＳアーム・スレイブである。

　機数は総計で、十機を超こえていた。一度の仕事でこれだけの数のＡＳを動かすのは、Ｄ．Ｏ．Ｍ．Ｓ．でも珍めずらしい。

「自衛隊もそれだけ、期待しているのでしょう。ＡＳ─１にも、我々にも」

　このＡＳとバクスターたちは、日本の富士演習場へと飛ぶことになる。そこで自衛隊の富士教導団の機装教導隊、正確にはそこに新設された〈レイヴン〉装備の部隊を相手に、仮想敵役を務めるのだ。

「世界各国の第三世代型相手に勝負か。下しも村むら大たい佐さ、本気で世界一のＡＳに仕上げるつもりのようだな」

「実際、それだけのポテンシャルはある機体ですから」

　ベルトランの声には、どこか自じ慢まんげな響きがあった。

「にしても、いいのかよ」

　制服を着き崩くずしたＡＳオペレータ──カルロス・メンドーサが首を捻ひねる。

「実際に〈レイヴン〉を動かしていたガキ共、もううちには誰も残っていねえんだぞ。向こうさんもそういうのを期待してるんじゃないのか？」

「構いませんよ。そのことはすでに、先方も承知していますから」

　カルロスの疑問に、ベルトランは淡たん々たんと答える。

「先方が期待しているのはむしろ、〈レイヴン〉運用の経験と実績でしょう。機体もデータも全て日本側に引き渡わたしましたが、これだけはまだ残っていますし、それに基づいた訓練プログラムも作成済みです」

「頼もしいな」

　眼鏡めがねを直すベルトランの前で、バクスターはごつい顔をしかめた。

「すまんな、ベル。結局、お前たちに一番きついところを押しつけてしまった」

「それは言いっこなしでしょう。それに──」

　後ろを振り向いたベルトランが、眼鏡越しに怜れい悧りな視線を飛ばす。

「実際に邪じや魔まをされるよりは、はるかにましだ」

「それ、俺に言ってるのか？」

　カルロスが、憮ぶ然ぜんとした調子でそう言った。

「別に誰とは言ってませんが？　何かやましいことでも？」

「何でもねえっての……」

「そこまでにしておけ」

　バツが悪そうに目を逸そらしたカルロスに、バクスターが助け船を出す。

「ただでさえ、社員の数が減ってるんだ。使えるヤツなら誰でも使う」

「旦だん那なまで……」

　世にも情けない表情でがっくりと肩かたを落としたカルロスの前で、ベルトランは大おお仰ぎように肩をすくめた。

「まあ、冗じよう談だんはさておき──」

「冗談だな？　本当に冗談なんだな」

「Ｄ．Ｏ．Ｍ．Ｓ．の新しい一歩です。社長の完全復帰まで、私たちで何としても踏ふん張ばりましょう」

　拳こぶしを握にぎるベルトランに、バクスターはにやりと笑う。

「了りよう解かいした、社長補ほ佐さ殿との」

「……それはもう、終わっていますので」

　今度はベルトランが憮然と言った。

「それにしても、〈レイヴン〉ねえ……」

「どうした？」

「いやなに、どうせなら一機くらいウチにも回してくれないか、って思ってさ。確かにとんでもないじゃじゃ馬だったが、今思えば悪い機体じゃなかったし」

　冗談めかしたカルロスの言葉に、バクスターは肩をすくめる。

「日本製の機体は難しいだろう。中古の九六式でさえ、手に入れるのに苦労したんだ」

「だよなー」

「いえ──」

　バクスターの当然過ぎる回答に、だがベルトランは意味深につぶやいた。

「もしかすれば、案外何とかなるかもしれませんよ」




　緑の原野に、疾しつ風ぷうが吹ふき抜ぬけた。

　オリーブ色に塗と装そうされたＡＳが三機、楔けつ状じようの隊形を組み、プラズマの奔ほん流りゆうをたなびかせて富士の山野を駆かけ抜けていく。量産型ＡＳ─１〈ブレイズ・レイヴン〉──いやここは、正規の名めい称しようである『一一式主従機士』と呼ぶべきものだろうか。

「おお、やってるやってる」

　陸上自衛隊北富士演習場、上空のヘリから一一式の姿を見下ろし、霧きりヶが谷や議員は歓かん声せいを上げた。

「先生、こちらをどうぞ」

「すまんね。いいぞ、そうだ！」

　ヘリに同乗していた加か賀が見み秘書が、双そう眼がん鏡きようを差し出した。のぞきこんだ霧ヶ谷は、子供のように歓声を上げる。

　眼下では自衛隊の教導団の操る一一式が、ペイント弾だんを用いた射しや撃げき訓練に移っていた。

「中々のものだねえ」

「恐きよう縮しゆくです」

　後ろに控ひかえていた下村が、謹きん厳げんな声で答える。

「どうだね？　もしあのカエサルくんが来るのが一ひと月つき遅おくれだったら、我々の〈レイヴン〉隊だけで返り討ちにできただろうか？」

「それは──」

「まず無理だろうな」

　言葉に詰まった下村に代わり、溝みぞ呂ろ木ぎが答える。各種の計測機器をにらむ表情は、厳しいと言うよりも険しい。

「Ｄ．Ｏ．Ｍ．Ｓ．の連中が叩たたきだしていたパフォーマンスには、達してねえよ。これじゃあ〈カエサル〉の相手なんぞ、夢のまた夢だな」

「そうかね」

　残念そうな霧ヶ谷を、下村が諭さとす。

「現状ではそんなものです。いくら教導団の精せい鋭えいでも、機種転てん換かんの直後ですから。だからこそ、Ｄ．Ｏ．Ｍ．Ｓ．を訓練相手に招くのですから」

「ふむ。ではやはり、彼らの協力は欲しいところだねえ。せめて、日本にいる二人だけでも」

「…………」

　霧ヶ谷の言葉に、下村と溝呂木は顔を見あわせた。

「実戦で〈レイヴン〉を使いこなした彼らの力を、貸してもらいたいんだよ」

「そいつは、やめた方がいいな」

　くわえた煙草たばこに火をつけつつ、溝呂木が言った。

「あいつらはもう、娑しや婆ばに戻もどるって決めたんだ。それをこちらの都合でこんなヤクザな世界に縛しばり付けるってのは、どうも間ま尺しやくが合わねえ」

　下村もまた、渋しぶい表情でうなずく。

「自衛隊への入隊が難しいなら、技本のアドバイザーか、いっそＥＨＩ社の嘱しよく託たくという形でもいい──そう申し出ましたが、残念ながら断られました。議員もそれを見み越こしたからこそ、あのような手を打ったのでしょう？」

「まあね」

　霧ヶ谷は苦笑する。

　調布での〈カエサル〉撃げき破は後、霧ヶ谷は様々な手を打った。速やかな機体の回収に、生存者の救助、そして各種の情報操作。

　情報操作において重視されたことの一つが、〈レイヴン〉オペレータの素性の隠いん蔽ぺいである。自衛隊の新型ＡＳのオペレータが民間人の少年だったなど表おもて沙ざ汰たにはできないし、特に本人がそのことを望んでいなかった。

　結果、〈レイヴン〉とそのオペレータの素性については機密指定としつつ、『富士教導団の新型機とテストオペレータが投入された』という情報をそれとなくリークすることで、事態を沈ちん静せい化させたのだ。

「今まで彼らは十分に協力してくれたからね。これくらいのお返しはしないと」

「同感ですな」

「ま、それが筋ってもんだよな」

　下村や溝呂木も、口々にうなずく。

「そういえば──」

「どういたしました？」

「いや、王子様へのプレゼントがそろそろ届く頃ころ合あいだよと思ってね」

　茶目っ気のある笑みを、霧ヶ谷は浮うかべた。




「見るがよい、これが新たなる王者の機体だ！」

　ユースフの高らかな声が、晴はれ渡った故郷の空に響ひびいた。

　中東はラシッド王国の首都ハーイル、ここはその郊こう外がいに築かれたユースフ個人の私し邸ていである。

　広こう壮そうな庭園で自慢げに胸を張るユースフの眼前では、一機のＡＳが膝ひざをついている。金と銀の二色で美々しく、そしてやや過か剰じように飾かざり立てられた機体は、まさしく量産型の〈レイヴン〉であった。

「まあ、素敵です」

　ユースフのすぐ隣となりで、十歳前後の少女が歓声を上げる。星のように輝かがやく黒い瞳ひとみは大きく見開かれ、〈レイヴン〉の勇姿を映し出している。

「そうであろう、マルヤムよ」

　手を伸のばしたユースフは、愛しい妻の頭を優しく撫なでさする。その心ここ地ちよい感かん触しよくに、少女──マルヤムは目を細めた。

「暗兵のごとき三号機の佇たたずまいも、あれで中々に風情はあったがな。だがやはり、我が愛馬たるにはこの威い容ようこそ相応ふさわしい」

「……装いに贅ぜいをこらし、民に威いを示すも、また貴顕たる者の務め」

　お仕着せ姿のサミーラが、控えめな仕草で同意する。

「ほ、本当にこのようなものを受け取ってよろしかったのでしょうか？」

　ユースフの背後に控えていた小太りの中年将校が、汗あせを拭ふきながら言った。ハッサン・ビン・ジャスィーム中ちゆう佐さ、ユースフの守もり役かつ、サミーラの父でもある。

「……親おや父じ殿どの、贈おくり物ものを無下に断っては、かえって若の器量に傷がつく」

「限度というものがある！」

　娘むすめの屁へ理り屈くつを一いつ喝かつし、ハッサンはユースフに向き直る。

「ただより高いものはない、という言葉もございますぞ」

「まあハッサン、あなたは我が君がそのように吝け嗇ちな方だと思っているのですか？」

「奥方様、それがしは殿でん下かのそういうところを改めていただきたいと、そう申し上げておるのです」

　周囲のそんなやり取りを尻しり目めに、ユースフは小さくつぶやいた。

「この〈レイヴン〉、我が国でも採用できぬものか」

　何気ない一言に、ハッサンとサミーラの親子が反応した。

「滅めつ多たなことをおっしゃいますな」

「……若、陸軍の〈シャドウ〉の耐たい用よう年数が切れるのは、まだまだ先」

　サミーラまで、そう諫かん言げんする。

「分かっておる分かっておる。〈シャドウ〉と全機を入いれ替かえるなどと無茶は言わぬし、独断で事を進めたりはせぬ。研究のため秘密裏に少数を購こう入にゆうするとしても、まずは父上に話を通さぬとな」

　穏おん当とうなその言葉に、ハッサンはほっと息をついた。

「安心いたしましたぞ。謁えつ見けんの段取りは、それがしにお任せあれ」

「さすがは我が君様です」

　そうにこにこ笑うマルヤムをそっと抱だき寄よせながら、ユースフはサミーラにこっそりと目配せをした。

（例の件は、どうなっておる？）

（問題なし）




　吹ふきつけるラシッドの風は、同じ砂さ漠ばくの風であっても、故郷の風とは全く違っていた。少なくとも、ソラヤにはそう思えた。

「ちょっとごめんね」

　押していた車くるま椅い子すの向きを、ソラヤは変えた。風上に背を向け、砂さ礫れきを孕はらんだ風から車椅子を庇かばった。

「うう、ああ──」

　くぐもった、調子外れの声が上がった。

「オルカン？」

　はっとソラヤは顔を上げる。車椅子に乗った彼女の幼おさな馴な染じみは、幼児のように無邪気な笑え顔がおで手を振っていた。

　右へ左へ──

　オアシスの庭園で風に揺ゆれるナツメヤシの木と拍ひよう子しを合わせて、右へ左へ──

「────ああ」

　じわりと、視界が涙なみだでにじむ。たまらなくなったソラヤは、背後から車椅子の背もたれごとオルカンを抱きしめた。

　あの戦いの後、確かにオルカンは帰ってきた。だが、それは肉体だけのこと。その心はすでに、薄はく明めいの彼ひ岸がんへと去ってしまっている。

　それは、オルカンへの罰ばつだったのだろうか？　それとも、せめてもの慈じ悲ひだったのだろうか？　ソラヤには分からない。分からないまま二人は、ユースフの勧すすめで極ごく秘ひ裏りにこのラシッド王国へと迎え入れられた。

　心に、忸じく怩じたる想おもいがある。

　重いしこりとなって、胸にのしかかっている。

　荒こう廃はいした国と民たみも、果たすべき責任も、犯おかした罪も、何もかも擲なげうって自分たち二人は逃にげ出したのだから。

「…………あうう」

　むせび泣くソラヤの手を、オルカンが握った。そのままそっと、撫なでさする。

「あ────」

　その感かん触しよくは、優やさしさだけは、かつて小さな子供の頃ころに交わした握あく手しゆと同じだった。




　空港のターミナルは、人ひと混ごみでごった返していた。

　菊きく乃のは右手でスーツケースを引きながら、人混みの中を足早に進んだ。白い清せい楚そなワンピース姿は、雑ざつ踏とうの中でも目につく。

　目指すアムステルダム行きの便を見つけ、ゲート前の行列に並ぶ。ふと、小さな笑いがこみ上げて来た。

　これが生まれて初めての観光旅行だと、ようやく思い至ったのだ。

　──本当に、おかしな話。

　故郷のネパールを追われてからは、世界中の各地を回ってきた。だがその全すべては、『仕事』もしくは『任務』の上でのこと。

　ずいぶんと長い間、ミハイロフに命じられるまま。そして最近のわずかな時間、Ｄ．Ｏ．Ｍ．Ｓ．の仲間たちと共に。

　どちらにせよ、自分の意志で旅先を選んだのは、これが初めてである。

「旭あきら……」

　誰にも聞こえないよう小さな声で、そっと弟の名をつぶやく。

　菊乃の側そばに、もう弟はいない。自分自身の旅を始めることなく、戦場で儚はかなくその命を散らした。

　──それなら、お姉ちゃんと一いつ緒しよに行こう。

　そっと目を閉じて、菊乃は旭にそう呼びかけた。これから、新しく始めるのだ。自分の、自分たちの人生を、もう一度……

　人生──その言葉に菊乃の胸が、甘く切なく疼うずく。

　共に人生を過ごしたかった人たち、あの二人はここにいない。

　──達たつ哉やさん、アデリーナさん。

『お前も一緒に来ないか、菊乃』

　あの時かけてくれた言葉を思い出す。その言葉が優しく真しん摯しなものだったことも理解している。

　だからこそ、今はその言葉を受け入れることはできなかった。

　──わたくしにも、意地がありますから。

　そう、今はまだ……

「達哉さん、アデリーナさん、お二人ともお幸せに」

　そしてまた、この言葉は全くの本心からだった。




　その暑い夏の一日、市いち之の瀬せ建設の受けた現場は街路樹の剪せん定てい作業だった。

　国道脇に植えられた落葉樹の並木に、達哉の〈ダイダラ〉は右手を伸のばした。チェーンソーが作動し、茂しげりすぎた枝をバッサバッサと刈かりこんでいく。

　信号や道路標識を隠かくさないよう、車や歩行者の通行の邪じや魔まにならないよう、電線に枝が触ふれないよう、だが見み栄ばえが悪くならないよう、大だい胆たんかつ慎しん重ちように。

『よし、その木はそれでいい。次へ行け』

「りょーかい」

　無線から聞こえる俊とし之ゆきの指示に従い、達哉は〈ダイダラ〉を操あやつった。その足元では作業員たちが、達哉の切り落とした枝をかき集めている。

　この現場で動いている市之瀬建設の〈ダイダラ〉は、達哉の他ほかにもう一台。腕うでの良い相方のおかげで、作業は速いペースで進んでいた。

　最近はこういった街中の作業にも、ＰＳパワー・スレイブを用いることが増えてきた。

「おかーさーん、ロボットだ」

　ディーゼルのエンジン音の向こうから、かん高い子供の声がした。ちょうど手を休めて水を飲んでいた達哉は、地上を見下ろす。

　買い物帰りの親子連れが、〈ダイダラ〉を見上げていた。

「ロボットが、木を切ってるよ」

「ほんと、ロボットねえ」

　風船を持った男の子が、こちらに手を振ふっている。何だか嬉うれしくなった達哉は、〈ダイダラ〉の左手を振り返してみた。

　すっかり喜んだ子供は、そのまま両手をぶんぶん振り回し──

「ああっ!?」

　その弾はずみについ、子供は風船を手放してしまった。風に吹かれながら、ヘリウムの浮ふ力りよくでぐんぐん浮うかび上がっていく。

「ぼくの風船！」

　子供も手を伸ばすが届くはずもないし、この位置からでは達哉もどうしようもない。

（やば……）

　小さな罪悪感を、達哉が抱いだいた時だった。

『こら』

　そんな軽い声と共に、もう一台の〈ダイダラ〉が左手を伸ばす。そのままクロー部分で、割れないよう風船をつかみ取った。

『大事にするんだぞ？』

　しゃがみこんだ〈ダイダラ〉が、操縦席のすぐ脇わきまで左手を持ってくる。そのまま機体の関節を固定、操縦席から身を乗り出した金きん髪ぱつのオペレータが、クローがつかんでいた風船を手に取った。

　そのまま地面に飛び降り、子供に風船を手て渡わたす。

「それと、あまり道路で暴れるな。危ないぞ」

「は、はい、ありがとう。ロボットのおねーさん」

「ロボットではない、〈ダイダラ〉だ」

　生き真ま面じ目めな表情で、アデリーナはそう言った。日本語でのやり取りも、ずいぶんと流りゆう暢ちようになっている。何度も頭を下げながら、親子連れは立ち去っていった。

　と、そこに市之瀬建設のロゴをつけたバンが乗り付けてきた。夏休み中の由ゆ加か里りが、助手席の窓から身を乗り出す。

「お弁当、持ってきたよ！」

「よし、今からメシにするぞ。達哉、お前も降りてこい」

「うっす」

　父の声にうなずいた達哉も、しゃがませた〈ダイダラ〉から降りた。他の作業員たちも、各おの々おのの受け持ちを片付けて集まってくる。

「あー、腹減った」

　食事を取るのは、歩道に乗り上げた車の中だ。街路樹の影かげに停めているため、車内は意外なほど涼すずしい。

「はい、お兄ちゃんとリーナさんの分」

　バンの中で、由加里が達哉たちに弁当を手渡す。ついでに、二人並んで座れる席も確保済みだ。

「……おい」

　周囲の生温かい視線を背中に感じながら、達哉はシートに座りこんだ。変に反応しては、かえって思うつぼである。

「悪いなリーナ、あまり品のない連中ばっかで」

「なに、Ｄ．Ｏ．Ｍ．Ｓ．に比べたらずいぶんとまともだぞ」

　一方のアデリーナは、平然としていたが。

「Ｄ．Ｏ．Ｍ．Ｓ．か……」

　感かん慨がい深ぶかげに、達哉はつぶやく。

「まさかお前が、Ｄ．Ｏ．Ｍ．Ｓ．やめてうちに来るとは思わなかったよ」

　ガルナスタン、そして東京での決戦後──今のアデリーナはＤ．Ｏ．Ｍ．Ｓ．を離はなれ、市之瀬建設に住みこみのＰＳのオペレータとして就職していたのだ。

　そう誘さそったのは達哉の方なのだが、どうもとんとん拍びよう子しに進みすぎている気がして落ち着かない。

「まさか、今さら迷めい惑わくだとは言わないだろうな」

　アデリーナから不ふ機き嫌げんそうにねめつけられ、達哉はたちまちしどろもどろになる。

「い、いやいや、そんなこと──」

「ないに決まっているだろうが」

　達哉の声をさえぎって、きっぱり断言したのは俊之だった。

「こんな可愛くて気立てが良くて骨ほね惜おしみせず働いてくれるんだ。大だい歓かん迎げいに決まっている。ていうかリーナちゃんがいてくれるのなら、こんな馬ば鹿か息子むすこなんぞいらん」

「おい、親父──」

「達哉、もうお前、外国だろうが戦争だろうが、好きなところに行っていいぞ」

「ひでえ」

　際どい冗じよう談だんに、さすがの達哉も顔をしかめる。そこに現場主任の源げん田だたち周囲の人間が、笑いながら話に入ってきた。

「ボンの推すい薦せんなら否も応もないさ。それに腕うでのいい、真面目に働く人間は大歓迎だ」

「そりゃもう、こんな掃はき溜だめに鶴つるが来たんだから、大歓迎だよ」

「坂さか口ぐちさんったら──あたしも、家族が増えたみたいで嬉うれしいです」

「そうか」

　口々にかけられた声にそう返しながら、アデリーナは無表情のまま達哉を見た。

「これが、人徳の差というものか」

「うるせえよ」

　達哉は憮ぶ然ぜんとそう答える。

「と、悪いが今日は先に上がらせてもらう。源の字、現場は任せたぞ」

「おう」

　弁当を食い終わった俊之は、そう言った。

（そういや、今日は銀行屋の来る日だったな）

　腕時計のカレンダーを、達哉は確認する。

「それじゃあ由加里、一いつ緒しよに会社まで戻るぞ」

「うん。それじゃあお兄ちゃんやリーナさんたちも、お仕事頑がん張ばってね」

　ひらひら手を振ふりながら、由加里はそう言った。

「おう」

　冷たい麦茶を達哉はがぶ飲みする。バンを出た、父と妹を見送った。




　夕暮れの多た摩ま川がわからは、涼すずしい風が吹ふいていた。

「それじゃあボンにリーナの嬢じようちゃん、お先に失礼するぞ」

「あまり飲みすぎるなよ、源さん」

「明日あしたもよろしく頼たのむ、源田主任」

　一日の仕事を終えた市之瀬建設で、達哉は帰って行く社員たちを見送る。もう残っている作業員は、住みこみの達哉とアデリーナだけだ。

　と、ちょうど事務所のドアが開いた。

「では失礼しますよ、市之瀬社長」

　出てきたのは、まだ若い銀行員だった。達哉の父の俊之も、作業服にネクタイ姿で見送りにきている。

「あ、あの──へ、返済計画の変へん更こうですが、どうかよろしくお願いします、神かん田ださん」

「一応、支店長には稟りん議ぎ書しよを出しておきますがね。約束はできかねますな」

　銀行員の神田は、ひどく冷たい目で社屋を見やる。

「何でも他の融ゆう資し先には、返済が終しゆう了りようしたそうじゃありませんか。そんな余よ裕ゆうがあるのでしたら、もう少しうちにも誠意を見せてもらえませんかねえ？」

「そ、そこを何とか」

　白しら髪が交まじりのゴマ塩頭を米つきバッタのように上下させる俊之。無ぶ精しよう髭ひげだらけの赤ら顔には、脂あぶら汗あせがにじんでいた。

　実に既き視し感かんを覚える、見慣れた光景だった。

「何だ、あの不快な男は」

　アデリーナが、顔をしかめてそう言った。さすがに相手には聞こえないよう、声はひそめている。

「うち担当の銀行屋だよ」

　達哉も小声でそう返した。

「そうか。どこにでも、ああいう輩やからはいるのだな」

「まあな。一々腹を立ててもしかたないって──お」

　俊之との話が終わったらしく、神田がこちらに歩いてきた。まさか、無視するわけにもいかない。

「どうも神田さん、お疲つかれ様さまです」

　そう言いながら、達哉はぺこりと頭を下げた。

「あ、ああ……」

　繰くり返かえすが、達哉はごく普ふ通つうに頭を下げただけだ。別段、凄すごんだわけでも何でもない。だというのに、神田は急に落ち着きがなくなった。

「あの、どうかしました？」

「い、いや──何でもない」

　先ほどまでの尊大な態度はどこへやら。神田は取とり繕つくろうようにそう言いながら、車で市之瀬建設を立ち去る。

「何だ、あれ？」

　そう首を傾かしげながら、達哉はもう一つ不思議に思っていた。以前は塩をまくほど嫌きらっていた神田のことが、今は割とどうでもよくなっている。

（頭を下げるだけで話が進むなら、いくらでも下げるよな。別に減るものじゃないし）

　そんな達哉を見ながら、アデリーナはしたり顔でうなずいた。

「どうやら、格付けは済んだようだな」

「何の話だよ──っと、これ忘れてた」

　苦笑しながら達哉は、ポケットから何やら包みを取り出す。

「これ、お前のな」

　手て渡わたされた包みをアデリーナは開き、目を丸くした。

「これは、鍵かぎ？」

　アデリーナの手の中で、真新しい真しん鍮ちゆうの鍵が銀色に光る。

「ああ、うちの合い鍵だよ。新しく作ってもらった。ないと不便だろ？」

　無言のまま、じっとアデリーナは鍵を見つめる。そのまま顔を上げて、今度は達哉を見やった。

「……いいのか」

「いいも悪いもないだろ、ここはもう、お前の家でもあるんだし」

　ぶっきらぼうに答える達哉の前で、アデリーナは小さく微笑ほほえんで鍵を受け取る。

「そうか──」

　そのままぎゅっと大事そうに、両手で鍵を握にぎりしめた。

「わたしにも新しい家ができたんだな」


［完］　
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あとがき









　書き上げた原げん稿こうの最後に入った、『完』の文字。一二巻に亘わたったシリーズもこれが最後だと思うと、中々に感無量なものがあります。

　単なる一読者・一ファンだった僕が、作り手側のはしくれとしてフルメタという作品に参加することができました。その中で数多くの方々に支えられ、お世話になりました。

　まずは何と言っても原作者の賀が東とう招しよう二じ先生。富士見ファンタジア大賞で最終落ちだった僕を、この企き画かくに抜ばつ擢てきしてくださった大恩人です。先生がいなければ、作家・大おお黒くろ尚なお人とは存在していなかったでしょう。本当に、感謝の言葉もありません。

　アナザー執しつ筆ぴつ中、最後の最後までいただいたご指導は、決して忘れません。全すべて、作家としての今後に生かさせてもらいます。それがおそらく、僕にできる最大の恩返しでしょうから。

　イラストレーターの四し季き童どう子じ様。達たつ哉ややリーナを初めとする魅み力りよく的なキャラで、作品を彩いろどってくださいました。ありがとうございました。僕としましては、ユースフ・サミーラ・ハッサンといったラシッド主従トリオが、特に大好きです。

　メカニックデザイナーの海え老び川かわ兼かね武たけ様。〈レイヴン〉シリーズを初めとした素す晴ばらしいＡＳアーム・スレイブの数々、本当にありがとうございました。執筆に詰つまった際、あのイメージがどれだけ助けになったか分かりません。

　同じくメカニックデザイナーの渭い原はら敏とし明あき様。初めて〈ダイダラ〉のデザインを見た時の衝しよう撃げきは、覚えています。思わず「これだ！」と声に出してしまいました。

　コミカライズのたいち庸よう様。漫まん画がへの翻ほん案あんが抜ばつ群ぐんに巧うまくおもしろいので、毎回読者として楽しませてもらっています。

　編集部の森もり井い様、有あり馬ま様。最後の最後まで原稿を遅おくらせてしまい、まことに申しわけありませんでした。作家として駆かけ出だしの自分を様々な形でサポートしていただき、感謝しています。

　最後になりますが、この『フルメタル・パニック！　アナザー』という作品を最終巻まで読んでくださった読者の方々に感謝の言葉を申し上げ、筆を置かせていただきます。

　ありがとうございました。





二〇一六年一月　大黒尚人










解説









　はい、賀が東とうです。

　一巻でも書いた通り、このシリーズの発ほつ端たんは二〇一〇年に完結した『フルメタ』の世界観を使って、ちょっとあれこれ遊んでみようよ！　という感じの企き画かくでした。

　いうならばアーム・スレイブのバリエーション展開ですね。ぶっちゃけてしまえば、最終巻でもかなり人気のあったフルメタを、もうちょっと違ちがう形で進められないか!?　という偉えらい方々の意向なんかが反映されたところも……ない？　とはいえません！

　あ、いえ。

　賀東としても、九八年～〇〇年あたりが舞ぶ台たいのフルメタ世界の兵器が、二〇一一年あたりだったらどうなっているのか……なんてのを想像するのは楽しいものでして、けっこう気楽にＯＫを出してしまったようなところがあります。

　それがこんなに大変なシリーズになるとは、思いもしませんでした！

　……あ、賀東自身はそれほど苦労していないんですが、なによりもイラストの四し季きさんは、負担的にはオリジナルのフルメタの時とぜんぜん変わらないしんどさだったでしょうし、メカ担当の海え老び川かわさんと渭い原はらさんにも、お忙いそがしい中えらいご負担をかけてしまったのではないかと思います。

　そして大おお黒くろくん！　お疲つかれさまでした！

　一巻で触ふれたとおり、大黒くんは賀東が審しん査さ員を担当したファンタジア大賞の最終選考で惜おしくも選に漏もれてしまった経けい緯いがあります。ただ、応おう募ぼ作の時点で戦せん闘とう・アクション描びよう写しやなどはかなりイイ線いってまして（その辺のヘタなプロよりよほど巧うまい）、なんだかもったいないなあ、と賀東の記き憶おくに残っていたのがそもそものきっかけです。

　そこでお声かけして、この企画で文字通り地じ獄ごくにつきあってもらったわけなんですが、この一二巻を通じて本当にうまくなったなあ、と感かん慨がいにふけったりしております。特に最終章の達たつ哉やくんの最後の台詞せりふ（『ただいま』）などは、完全に大黒くんのオリジナルの発案でして、自分もかなりぐっときました。

　大きな物語の定番パターンとして、『ゆきてかえりし物語』というのがあります。達哉くんも相良さがら宗そう介すけと同様、なにかを背負ってどこかに行って、帰ってきた話になりました。そこまで着地できて本当によかったと思います。最初はもー、どうなることかとハラハラしたものですが……！　というか、中ちゆう盤ばんまではかなり行き当たりばったりな構成でしたね。すみません！

　大黒くんの発案といえば、ラストバトルで大だい活かつ躍やくしたもうひとつの機体（短編集の表紙に出てきます）も彼のアイデアです。これもまた、達哉くんが最後に乗るのにふさわしい機体だったといえましょう。プロット段階ではどうなるか心配だったんですが、いざやってみたら、これでバッチリＯＫ！　やっぱり最後は原点に帰りつつ勝利！　みたいなノリの方が絶対いいですよね！

　賀東もハリウッド映画かぶれなものでして、最さい新しん鋭えい機きで圧勝！　とかよりも、古いけど愛されてる機体が最後に一いち撃げき！　というパターンの方が大好物です。最近観た映画だと『バトルシップ』とか最高でしたね。宇宙人相手の戦闘で、ダメージに弱い現代のイージス艦かんだとグダグダだけど、ガチの撃うち合いを想定していた二次大戦の戦せん艦かんならギリギリ耐たえられる……！　とかいうシチュエーションがたまりませんでした。

　だったら本家フルメタの最後もサベージでとどめを刺させよ！　……なんてしかられてしまいそうですが、それはさすがにちょっと無理な状じよう況きようだったので許してください（汗あせ）。サベージではさすがに無理！




　そういうわけでこの『アナザー』もおしまいとなります。同時刊行の短編集で、達哉くんたちの後日談も収録される予定ですので、よかったらぜひぜひご一読ください。

　フルメタ関連の今後についてですが、すでに発表されている通り、一〇年ぶりのアニメ企画が進行中です。『ＴＳＲ』のその後の話、原作のラストまでを描えがきたいなあ、とみんなで思っているのですが、果たしてどうなることやら!?

　アニメにあわせて小説の方でも、ひさしぶりに賀東の書くボーナス企画なんてのも考えておりますので、お楽しみに。

　ではではー！





二〇一六年　一月　賀東招しよう二じ
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